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第１章

計画策定の基本的な考え方

１ぺーじ  
だいいっしょう 
けいかくのきほんてきなかんがえかた 
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１　計画策定の趣旨と背景
本市では、平成 19（2007）年度から６年間を計画期間とする「第１期郡山市地域

福祉計画」を策定し、誰もが、住民同士のつながりや支えあいを再認識して、住み慣れ
た家や地域で安心して暮らしていける地域社会の構築を行ってきました。また、平成
25（2013）年度から５年を計画期間とする第２期計画、平成 30（2018）年度から
４年間を計画期間とする第３期計画、そして令和４（2022）年度から４年間を計画期
間とする第４期計画と、第１期計画の理念を引き継ぎながら、社会情勢とともに変化す
る生活課題に対応した計画となるよう見直しを行ってきました。

しかし、近年、少子高齢化や人口減少が一層進行し、核家族世帯・単身世帯の増加、
ライフスタイルに関する価値観の多様化も進んでいます。こうした社会構造の変化は、
地域における人々のつながりを希薄化させ、従来、家庭や地域が担ってきた支えあい機
能の低下を招いています。また、生活困窮、虐待、ひきこもり、8050 問題、ダブルケ
ア、ヤングケアラーなど、個人や世帯が抱える課題は、特定の分野に限定されず、複数
の要因が絡み合い、複雑化・複合化しています。

このような複雑化・複合化する課題に対応するため、課題を抱える個人や世帯に対す
る包括的な支援体制を構築するともに、制度・分野ごとの縦割りや支え手、受け手とい
う関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分
野を超えてつながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創って
いく地域共生社会の実現が求められます。

本計画は、すべての市民を対象として、地域に関わる市民、関係機関、事業者、行政
等が協力しながら支えあうための方針として策定するものです。

２ぺーじ 
１ けいかくさくていのしゅしとはいけい 
ほんしでは、れいわ４ねんどから４ねんかんをけいかくきかんとするだい４きけいかくを
さくていし、だい１きけいかくのりねんをひきつぎながら、しゃかいじょうせいとともにへ
んかするせいかつかだいにたいおうしたけいかくとなるようみなおしをおこなってきまし
た。 
しかし、きんねん、しょうしこうれいかやじんこうげんしょうがいっそうしんこうし、かく
かぞくせたい・たんしんせたいのぞうか、らいふすたいるにかんするかちかんのたようかも
すすんでいます。こうしたしゃかいこうぞうのへんかは、ちいきにおけるひとびとのつなが
りをきはくかさせ、じゅうらい、かていやちいきがになってきたささえあいきのうのていか
をまねいています。また、せいかつこんきゅう、ぎゃくたい、ひきこもり、はちまるごーま
るもんだい、だぶるけあ、やんぐけあらーなど、こじんやせたいがかかえるかだいは、とく
ていのぶんやにげんていされず、ふくすうのよういんがからみあい、ふくざつか・ふくごう
かしています。 
このようなふくざつか・ふくごうかするかだいにたいおうするため、かだいをかかえるこじ
んやせたいにたいするほうかつてきなしえんたいせいをこうちくするともに、せいど・ぶん
やごとのたてわりやささえて、うけてというかんけいをこえて、ちいきじゅうみんやちいき
のたようなしゅたいがさんかくし、ひととひと、ひととしげんがせだいやぶんやをこえてつ
ながることで、じゅうみんひとりひとりのくらしといきがい、ちいきをともに つくってい
くちいききょうせいしゃかいのじつげんがもとめられます。 
ほんけいかくは、すべてのしみんをたいしょうとして、ちいきにかかわるしみん、かんけい
きかん、じぎょうしゃ、ぎょうせいとうがきょうりょくしながらささえあうためのほうしん
としてさくていするものです。 
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２　計画の位置づけ

（１）関係法令等による関係

本計画は、社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 107 条に規定される市町村地
域福祉計画として策定するものです。社会福祉法において、市町村地域福祉計画は、地
域における高齢者、障害者、児童等の福祉に関し共通して取り組むべき事項や、地域生
活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項を一体的に定
める計画として、策定するよう努めるものとされています。

本計画は、これらの法令上の趣旨に加え、成年後見制度の利用促進に関する法律（平
成 28 年法律第 29 号）第 14 条第１項に基づき本市が定める「成年後見制度利用促進
基本計画」及び社会福祉法第 106 条の５に基づく「重層的支援体制整備事業実施計画」
の内容を包含し、一体的に策定します。

福島県においては、市町村の地域福祉の推進を支援するために、社会福祉法第 108
条第１項に規定する「都道府県地域福祉支援計画」として「福島県地域福祉支援計画（令
和３（2021）年度～令和８（2026）年度）」を策定しています。

資料：厚生労働省　地域共生社会

３ぺーじ 
２ けいかくのいちづけ 
（１）かんけいほうれいとうによるかんけい 
ほんけいかくは、しゃかいふくしほうだい 107 じょうにきていされるしちょうそんちいき
ふくしけいかくとしてさくていするものです。しゃかいふくしほうにおいて、しちょうそん
ちいきふくしけいかくは、ちいきにおけるこうれいしゃ、しょうがいしゃ、じどうとうのふ
くしにかんしきょうつうしてとりくむべきじこうや、ちいきせいかつかだいのかいけつに
しするしえんがほうかつてきにていきょうされるたいせいのせいびにかんするじこうをい
ったいてきにさだめるけいかくとして、さくていするようつとめるものとされています。 
ほんけいかくは、これらのほうれいじょうのしゅしにくわえ、せいねんこうけんせいどのり
ようそくしんにかんするほうりつだい 14じょうだい１こうにもとづきほんしがさだめるせ
いねんこうけんせいどりようそくしんきほんけいかくおよびしゃかいふくしほうだい 106
じょうの５にもとづくじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかくのな
いようをほうがんし、いったいてきにさくていします。 
ふくしまけんにおいては、しちょうそんのちいきふくしのすいしんをしえんするために、し
ゃかいふくしほうだい 108 じょうだい１こうにきていするとどうふけんちいきふくししえ
んけいかくとしてふくしまけんちいきふくししえんけいかくをさくていしています。 
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（２）郡山市の他計画等との関係

本計画は、本市の最上位計画である「郡山市総合計画」の保健福祉に関連する分野の部
門別計画であると同時に、保健福祉分野における各個別計画の上位計画として定めています。

併せて、社会福祉法第 109 条に規定する民間組織であり、地域福祉の中核を担う社
会福祉法人郡山市社会福祉協議会（以下「郡山市社会福祉協議会」という。）が、地域
住民や関係機関との連携により地域福祉活動の実践に向け策定する「第６次郡山市地域
福祉活動計画」の理念計画としても位置付けています。

図　各計画との関係

郡　　山　　市

郡山市総合計画

郡山市が策定する
各種行政計画

福祉面から推進 分野別の推進

整合・連携

整合・連携

第５期郡山市地域福祉計画
令和８年（2026）～令和 11（2029）年度

関連個別計画
障がい 郡山市障がい者福祉プラン

食　育 郡山市食育推進計画
こども 郡山市こども・若者計画
自殺対策 郡山市いのち支える行動計画

高齢・介護 郡山市高齢者福祉計画・
郡山市介護保険事業計画

健　康 みなぎる健康
生きいきこおりやま 21

郡山市社会福祉協議会

第６次郡山市
地域福祉活動計画
令和８年（2026）～
令和 11（2029）年度

４ぺーじ 
２ こおりやましのたけいかくとうとのかんけい 
ほんけいかくは、ほんしのさいじょういけいかくであるこおりやましそうごうけいかくの
ほけんふくしにかんれんするぶんやのぶもんべつけいかくであるとどうじに、ほけんふく
しぶんやにおけるかくこべつけいかくのじょういけいかくとしてさだめています。 
あわせて、しゃかいふくしほうだい 109 じょうにきていするみんかんそしきであり、ちい
きふくしのちゅうかくをになうしゃかいふくしほうじんこおりやまししゃかいふくしきょ
うぎかいが、ちいきじゅうみんやかんけいきかんとのれんけいによりちいきふくしかつど
うのじっせんにむけさくていするだい６じこおりやまちいきふくしかつどうけいかくのり
ねんけいかくとしてもいちづけています。 
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３　計画の期間
本計画の期間は、本市の最上位計画である「郡山市総合計画」の行政計画との整合性

を図るとともに、郡山市社会福祉協議会が策定する「第６次郡山市地域福祉活動計画」
と連携して施策を推進するため、両計画と期間を合わせ、令和８（2026）年度から令
和 11（2029）年度までの４年間とします。

なお、計画期間中においても、社会情勢の変化や関連法制度の改正、市民ニーズの動
向等を踏まえ、必要があると認めるときは、適宜計画の見直しを行うものとします。

図表　計画の期間

５ぺーじ 
３ けいかくのきかん 
ほんけいかくのきかんは、ほんしのさいじょういけいかくであるこおりやましそうごうけ
いかくのぎょうせいけいかくとのせいごうせいをはかるとともに、こおりやまししゃかい
ふくしきょうぎかいがさくていするだい６じこおりやまちいきふくしかつどうけいかく 
とれんけいしてしさくをすいしんするため、りょうけいかくときかんをあわせ、れいわ８ね
んどかられいわ 11 ねんどまでの４ねんかんとします。 
なお、けいかくきかんちゅうにおいても、しゃかいじょうせいのへんかやかんれんほうせい
どのかいせい、しみんにーずのどうこうとうをふまえ、ひつようがあるとみとめるときは、
てきぎけいかくのみなおしをおこなうものとします。 
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４　計画の策定体制

（１）郡山市地域福祉計画策定委員会との意見交換

本計画を策定するために外部委員により構成する「郡山市地域福祉計画策定委員会」、
庁内の関係所属長及び郡山市社会福祉協議会により構成する「郡山市地域福祉計画策定
検討会」、保健福祉部及びこども部の担当職員並びに郡山市社会福祉協議会により構成
する「郡山市地域福祉計画策定作業部会」を組織し、庁内組織（「郡山市地域福祉計画
策定検討会」及び「郡山市地域福祉計画策定作業部会」）で計画内容の調査及び検討を
行い、「郡山市地域福祉計画策定委員会」に計画案を提出し、意見交換を行いました。

（２）市民アンケート調査

本計画を策定する基礎資料とするため、市民アンケート調査を実施し、地域福祉に対
する意識や考え方、ニーズ等の把握を行いました。

①　調査対象：郡山市在住の 18 歳以上の男女 3,000 人を無作為抽出
②　調査方法：郵送による配布、郵送・オンライン方式による回収
③　調査期間：令和６（2024）年９月 10 日（火）から
　　　　　　　令和６（2024）年９月 27 日（金）まで
④　回収状況：909 件（有効回答率 30.3％）

６ぺーじ 
４ けいかくのさくていたいせい 
こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいとのいけんこうかん 
ほんけいかくをさくていするためにがいぶいいんによりこうせいするこおりやましちいき
ふくしけいかくさくていいいんかい、ちょうないのかんけいしょぞくちょうおよびこおり
やまししゃかいふくしきょうぎかいによりこうせいするこおりやましちいきふくしけいか
くさくていけんとうかい、ほけんふくしぶおよびこどもぶのたんとうしょくいんならびに
こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいによりこうせいするこおりやましちいきふくし
けいかくさくていさぎょうぶかいをそしきし、ちょうないそしきでけいかくないようのち
ょうさおよびけんとうをおこない、こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんか
いにけいかくあんをていしゅつし、いけんこうかんをおこないました。 
 
しみんあんけーとちょうさ 
ほんけいかくをさくていするきそしりょうとするため、しみんあんけーとちょうさをじっ
しし、ちいきふくしにたいするいしきやかんがえかた、にーずとうのはあくをおこないまし
た。 
ちょうさたいしょう こおりやましざいじゅうの 18さいいじょうのだんじょさんぜんにん
をむさくいちゅうしゅつ 
ちょうさほうほう ゆうそうによるはいふ、ゆうそう・おんらいんほうしきによるかいしゅ
う 
ちょうさきかん れいわ６ねん９がつ 10 にち、かようびから れいわ６ねん９がつ 27 に
ち、きんようびまで 
４ かいしゅうじょうきょう かいとうけんすう 909 けん ゆうこうかいとうりつさんじ
ゅってんさんぱーせんと 
 



－ 7－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

郡山市地域福祉
計画策定委員会
［構成］
・学術経験者
・保健福祉及び医療関係者
・地域活動団体等関係者
・公募市民

市民参画

・アンケート調査
・パブリックコメント

郡　山　市

・郡山市地域福祉計画策定検討会
・郡山市地域福祉計画策定作業部会

庁内関係課や郡山市社会福祉協議会と協議

計画の策定

意見聴取

図　計画の策定体制イメージ

（３）パブリックコメントの実施

令和８（2026）年１月９日（金）から令和８（2026）年２月９日（月）までパブリッ
クコメントを実施し、計画案に対し幅広く意見を聴取しました。

７ぺーじ 
ぱぶりっくこめんとのじっし 
れいわ８ねん１がつ９にち、きんようびから れいわ８ねん２がつ９にちげつようびまで
ぱぶりっくこめんとをじっしし、けいかくあんにたいしはばひろくいけんをちょうしゅし
ました。 
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第２章

郡山市の現状と課題

８ぺーじ 
だいにしょう 
こおりやましのげんじょうとかだい 
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１　人口等の推移

（１）年齢３区分別人口の推移

本市の人口推移について、令和３（2021）年と令和７（2025）年を比較すると、
総人口は 8,961 人減少（令和３（2021）年比 2.8 ポイント減少）しています。

年齢３区分別人口構成の推移をみると、年少人口（０～ 14 歳）は 3,662 人減少（令
和３（2021）年比 9.2 ポイント減少）、生産年齢人口（15 ～ 64 歳）は 8,515 人減少（令
和３（2021）年比 4.3 ポイント減少）しているのに対し、老年人口（65 歳以上）は 3,216
人増加（令和３（2021）年比 3.8 ポイント増加）しており、少子高齢化が進んでいます。

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）

９ぺーじ 
１ じんこうとうのすいい 
ねんれいさんくぶんべつじんこうのすいい 
ほんしのじんこうすいいについて、れいわ３ねんとれいわ７ねんをひかくすると、そうじん
こうは 8,961 にんげんしょうしています。れいわ３（2021）ねんひ 2.8 ぽいんとげんしょう 
ねんれい３くぶんべつじんこうこうせいのすいいをみると、ねんしょうじんこうは 3,662 に
んげんしょう、れいわ３ねんひ 9.2ぽいんとげんしょう、せいさんねんれいじんこうは 8,515
にんげんしょう、れいわ３ねんひ 4.3 ぽいんとげんしょう、しているのにたいし、ろうねん
じんこうは 3,216 にんぞうか、れいわ３ねんひ 3.8 ぽいんとぞうか、しており、しょうしこ
うれいかがすすんでいます。 
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（２）世帯数・平均世帯員数の推移

本市の世帯数・平均世帯員数は、令和３（2021）年と令和７（2025）年を比較すると、
総世帯数は 3,511 世帯増加（令和３（2021）年比 2.5 ポイント増加）し、平均世帯
人員は 0.12 人減少（令和３（2021）年比 5.3 ポイント減少）しており、総人口が減
少する中で世帯数は増えていることから核家族化が進んでいます。

（３）単独世帯数の推移

本市の単独世帯数をみると、平成 22（2010）年と令和２（2020）年を比較すると、
単独世帯数の総数は 8,870 世帯増加（平成 22（2010）年比 20.7 ポイント増加）し
ています。（２）世帯数・平均世帯員数の推移の状況からもこの傾向は継続していると
考えられます。

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）

資料：国勢調査（各年 10 月１日現在）

10 ぺーじ 
せたいすう・へいきんせたいいんすうのすいい 
ほんしのせたいすう・へいきんせたいいんすうは、れいわ３ねんとれいわ７ねんをひかくす
ると、そうせたいすうは 3,511 せたいぞうか、れいわ３ねんひ 2.5 ぽいんとぞうか、し、へ
いきんせたいじんいんは 0.12 にんげんしょう、れいわ３ねんひ 5.3 ぽいんとげんしょう、
しており、そうじんこうがげんしょうするなかでせたいすうはふえていることからかくか
ぞくかがすすんでいます。 
 
たんどくせたいすうのすいい 
ほんしのたんどくせたいすうをみると、へいせい 22 ねんとれいわ２ねんをひかくすると、
たんどくせたいすうのそうすうは 8,870 せたいぞうか、へいせい 22 ねんひ 20.7 ぽいんと
ぞうか、しています。せたいすう・へいきんせたいいんすうのすいいのじょうきょうからも
このけいこうはけいぞくしているとかんがえられます。 
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（４）出生数・合計特殊出生率の推移

本市の出生数は、令和２（2020）年と令和６（2024）年を比較すると、609 人減少（令
和２年（2020））年比 26.5 ポイント減少）しています。本市の合計特殊出生率につい
ても、令和２（2020）年から令和６（2024）年の５年間において減少が続いています。

（５）児童（18 歳未満）人口の推移

本市の児童（18 歳未満）人口は減少傾向にあり、令和３（2021）年と令和７（2025）
年を比較すると、4,175 人減少（令和３（2021）年比 8.5 ポイント減少）しています。

資料：厚生労働省　人口動態統計

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）

11 ぺーじ 
しゅっしょうすう・ごうけいとくしゅしゅっしょうりつのすいい 
ほんしのしゅっしょうすうは、れいわ２ねんとれいわ６ねんをひかくすると、609 にんげん
しょう、れいわ２ねんひ 26.5 ぽいんとげんしょう、しています。ほんしのごうけいとくし
ゅしゅっしょうりつについても、れいわ２ねんかられいわ６ねんの５ねんかんにおいてげ
んしょうがつづいています。 
 
18 さいみまんじんこうのすいい 
ほんしの 18 さいみまんじんこうはげんしょうけいこうにあり、れいわ３ねんとれいわ７ね
んをひかくすると、4,175 にんげんしょう、れいわ３ねんひ 8.5 ぽいんとげんしょう、して
います。 
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（６）平均寿命と健康寿命※の推移

本市の平均寿命と健康寿命は、若干の縮小傾向にあります。平均寿命と健康寿命の差
は、日常生活に制限のある「不健康な期間」を意味しますが、令和４（2022）年にお
けて男性で 1.19 歳（平成 30（2018）年比 0.04 歳縮小）、女性で 2.74 歳（平成 30（2018）
年比 0.07 歳拡大）となっています。

資料：郡山市健康づくり課

【 男　性 】 【 女　性 】

※健康寿命
　　一般的に、「ある健康状態で生活することが期待される平均期間」またはその指標の総称を指す。
　　国の健康づくり計画「日本 21（第二次）」では、「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活

できる期間」と定められている。

12 ぺーじ 
へいきんじゅみょうとけんこうじゅみょうのすいい 
ほんしのへいきんじゅみょうとけんこうじゅみょうは、じゃっかんのしゅくしょうけいこ
うにあります。へいきんじゅみょうとけんこうじゅみょうのさは、にちじょうせいかつにせ
いげんのあるふけんこうなきかんをいみしますが、れいわ４ねんにおけてだんせいで 1.19
さい、へいせい 30 ねんひ 0.04 さいしゅくしょう、、じょせいで 2.74 さい、へいせい 30 ね
んひ 0.07 さいかくだい、となっています。 
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（７）高齢者数・高齢化率の推移

本市の高齢者数は、（１）年齢３区分別人口の推移でも触れたように増加傾向にあり
ます。高齢化率についても、令和２（2020）年と令和７（2025）年を比較すると、2.3
ポイント増加しており、令和７（2025）年にはおよそ 3.5 人に１人が高齢者（65 歳以上）
といった状態に達するなど高齢化が進んでいます。

資料：郡山市健康長寿課（各年１月１日現在）

13 ぺーじ 
こうれいしゃすう・こうれいかりつのすいい 
ほんしのこうれいしゃすうは、ねんれい３くぶんべつじんこうのすいいでもふれたように
ぞうかけいこうにあります。こうれいかりつについても、れいわ２ねんとれいわ７ねんをひ
かくすると、2.3 ぽいんとぞうかしており、れいわ７ねんにはおよそ 3.5 にんに１にんがこ
うれいしゃといったじょうたいにたっするなどこうれいかがすすんでいます。 
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（８）外国人住民の推移

外国人住民の人口は増加傾向で、令和７（2025）年には 3,684 人となり、総人口に
対する割合は 1％を超えています。

資料：住民基本台帳（各年１月１日現在）

（％）（人）

14 ぺーじ 
がいこくじんじゅうみんのすいい 
がいこくじんじゅうみんのじんこうはぞうかけいこうで、れいわ７ねんには 3,684 にんと
なり、そうじんこうにたいするわりあいはいちぱーせんとをこえています。 
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２　支援ニーズの状況

（１）要介護認定者数・要介護認定者割合の推移

本市の要介護・要支援認定者数は若干増加傾向にあり、全体総数は令和３（2021）
年と令和７（2025）年を比較すると、740 人増加（令和３（2021）年比 4.5 ポイン
ト増加）しています。

【 要介護認定者数の推移 】

【 要介護認定者割合の推移 】

資料：郡山市介護保険課（各年 10 月１日現在）

（％）

15 ぺーじ 
２ しえんにーずのじょうきょう 
ようかいごにんていしゃすう・ようかいごにんていしゃわりあいのすいい 
ほんしのようかいご・ようしえんにんていしゃすうはじゃっかんぞうかけいこうにあり、ぜ
んたいそうすうはれいわ３ねんとれいわ７ねんをひかくすると、740 にんぞうか、れいわ３
（2021）ねんひ 4.5 ぽいんとぞうか、しています。 
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（２）障害者手帳所持者数の推移

本市の障害者手帳所持者数は、令和３（2021）年から令和７（2025）年にかけて
若干増加傾向にあります。令和７（2025）年における身体障害者手帳の所持者は 738
人減少（令和３（2021）年比で 6.9 ポイント減少）となった一方で、精神障害者保健
福祉手帳の所持者は 849 人増増加（同 32.5 ポイント増）と顕著な伸びを示しています。

資料：郡山市障がい福祉課、保健・感染症課（各年３月 31 日現在）

16 ぺーじ 
しょうがいしゃてちょうしょじしゃすうのすいい 
ほんしのしょうがいしゃてちょうしょじしゃすうは、れいわ３ねんかられいわ７ねんにか
けてじゃっかんぞうかけいこうにあります。れいわ７ねんにおけるしんたいしょうがいし
ゃてちょうのしょじしゃは 738 にんげんしょう、れいわ３ねんひで 6.9 ぽいんとげんしょ
う、となったいっぽうで、せいしんしょうがいしゃほけんふくしてちょうのしょじしゃは
849 にんぞうぞうか、どう 32.5 ぽいんとぞう、とけんちょなのびをしめしています。 
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（３）生活保護受給世帯の推移

本市の生活保護を受給している世帯数（被保護世帯数）、生活保護を受給している人
数（被保護者数）及び人口 1,000 人あたりの生活後受給者の割合（保護率）は増加傾
向にあります。

被保護世帯内訳を見ると高齢世帯が増加しており、令和７（2025）年には被保護世
帯全体の 53％が高齢世帯となっています。

【 被保護世帯数・被保護者数・保護率の推移 】

【 被保護世帯属性の内訳 】

17 ぺーじ 
せいかつほごじゅきゅうせたいのすいい 
ほんしのせいかつほごをじゅきゅうしているせたいすう、ひほごせたいすう、せいかつほご
をじゅきゅうしているひとずう、ひほごしゃすう、およびじんこうせんにんあたりのせいか
つごじゅきゅうしゃのわりあい、ほごりつ、はぞうかけいこうにあります。 
ひほごせたいうちわけをみるとこうれいせたいがぞうかしており、れいわ７ねんにはひほ
ごせたいぜんたいの 53 ぱーせんとがこうれいせたいとなっています。 
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資料：郡山市生活支援課（各年１月１日現在）

※グラフ「被保護世帯属性の内訳」に示されている世帯数は、停止世帯を除いた数値です。
【参考】世帯類型の定義　
・高齢者世帯：65 歳以上の者のみで構成、またはこれに 18 歳未満の者が加わった世帯。
・母子世帯：配偶者のいない 65 歳未満の女子と 18 歳未満の子のみで構成された世帯。
・障がい者世帯：世帯主が障害者加算の認定を受けている、または心身上の障害のため働けない世帯。
・傷病者世帯：世帯主が傷病のため入院している、または在宅患者加算の認定を受けている、
　若しくは傷病のため働けない世帯。
・その他世帯：上記以外の世帯。

※福祉まるごと支援事業：
　　家族や地域社会の変化に伴い複雑化・複合化する支援ニーズを踏まえ、「ダブルケア」や「8050 問題」

などの課題解決を支援するため福祉まるごと相談員を市内３か所に配置し、多機関の協働による包括的
な相談支援体制の構築を行います。さらに、社会参加への支援を行います。

（４）福祉まるごと支援事業の相談件数の推移

本市の福祉まるごと支援事業の相談件数は、増加傾向にあり、令和２（2020）年度
と令和６（2024）年度を比較すると、1,839 件増加（令和２（2020）年度比 125.9
ポイント増加）しています。相談内訳としては全体の９割以上が継続相談となっており、
短期間では解決が難しい複雑化・複合化した生活課題が増加していると考えられます。

資料：郡山市保健福祉総務課（各年度３月 31 日現在）

18 ぺーじ 
ふくしまるごとしえんじぎょうのそうだんけんすうのすいい 
ほんしのふくしまるごとしえんじぎょうのそうだんけんすうは、ぞうかけいこうにあり、れ
いわ２ねんどとれいわ６ねんどをひかくすると、1,839 けんぞうか、れいわ２ねんどひ 125.9
ぽいんとぞうか、しています。そうだんないやくとしてはぜんたいの９わりいじょうがけい
ぞくそうだんとなっており、たんきかんではかいけつがむずかしいふくざつか・ふくごうか
したせいかつかだいがぞうかしているとかんがえられます。 
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（５）成年後見制度利用者数の推移

本市の成年後見制度利用者数は、令和２（2020）年と令和６（2024）年を比較す
ると、66 人増加（令和２（2020）年比 18.0 ポイント増加）しています。全国の成年
後見制度利用者数についても、令和２（2020）年と令和６（2024）年を比較すると、
21,654 人増加（令和２（2020）年比 9.3 ポイント増加）していますが、国は、未だ
知的障害・精神障害・認知症等の利用対象者の数に比べ、成年後見制度の利用者数が少
なく、保佐・補助及び任意後見の利用も低調であることから、引き続き、成年後見制度
の周知を図る必要があるとしています。

資料：郡山市地域包括ケア推進課（各年 12 月 31 日現在）

19 ぺーじ 
せいねんこうけんせいどりようしゃすうのすいい 
ほんしのせいねんこうけんせいどりようしゃすうは、れいわ２ねんとれいわ６ねんをひか
くすると、66 にんぞうか、れいわ２ねんひ 18.0 ぽいんとぞうか、しています。ぜんこくの
せいねんこうけんせいどりようしゃすうについても、れいわ２ねんとれいわ６ねんをひか
くすると、21,654 にんぞうか、れいわ２ねんひ 9.3 ぽいんとぞうか、していますが、くに
は、いまだちてきしょうがい・せいしんしょうがい・にんちしょうとうのりようたいしょう
しゃのかずにくらべ、せいねんこうけんせいどのりようしゃすうがすくなく、ほさ・ほじょ
およびにんいこうけんのりようもていちょうであることから、ひきつづき、せいねんこうけ
んせいどのしゅうちをはかるひつようがあるとしています。 
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３　地域福祉の担い手・地域組織活動の現状

（１）民生委員・主任児童委員の活動状況

令和７（2025）年 12 月１日時点で、595 人が民生委員・主任児童委員として活動
しています。市民からの相談件数は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大以降、減少
傾向にあり、相談内容の内訳については、「高齢者に関すること」が全体の６割以上を
占めています。また、「子どもに関すること」の相談割合は増加傾向にあります。

【 民生委員の相談件数・訪問件数 】

資料：郡山市保健福祉総務課（各年度３月 31 日現在）

【 分野別内訳 】
（％）

20 ぺーじ 
３ ちいきふくしのにないて ちいきそしきかつどうのげんじょう 
みんせいいいん・しゅにんじどういいんのかつどうじょうきょう 
れいわ７ねん 12 がつ１にちじてんで、595 にんがみんせいいいん・しゅにんじどういいん
としてかつどうしています。しみんからのそうだんけんすうは、しんがたころなういるすか
んせんしょうのかんせんかくだいいこう、げんしょうけいこうにあり、そうだんないようの
ないやくについては、こうれいしゃにかんすることがぜんたいの６わりいじょうをしめて
います。また、こどもにかんすることのそうだんわりあいはぞうかけいこうにあります。 
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（２）町内会加入人数・加入世帯・加入率の推移

町内会加入人数、加入世帯数及び加入率は減少傾向にあり、令和７（2025）年度は、
59.3％となっています。

（３）ボランティア登録数の推移

郡山市社会福祉協議会ボランティアセンターに登録している個人登録者及び団体数
は、増加傾向にあります。個人登録者の中には、趣味や特技を生かした各種講座を開催
し、活躍されている方もいます。

資料：郡山市市民・ＮＰＯ活動推進課（各年６月１日現在）

資料：社会福祉法人郡山市社会福祉協議会（各年３月 31 日現在）

21 ぺーじ 
ちょうないかいかにゅうにんずう・かにゅうせたい・かにゅうりつのすいい 
ちょうないかいかにゅうにんずう、かにゅうせたいすうおよびかにゅうりつはげんしょう
けいこうにあり、れいわ７ねんどは、59.3 ぱーせんととなっています。 
 
ぼらんてぃあとうろくすうのすいい 
こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいぼらんてぃあせんたーにとうろくしているこじ
んとうろくしゃおよびだんたいすうは、ぞうかけいこうにあります。こじんとうろくしゃ
のなかには、しゅみやとくぎをいかしたかくしゅこうざをかいさいし、かつやくされてい
るかたもいます。 
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４　アンケート調査から見える地域の現状と課題
令和６（2024）年９月 10 日（火）から令和６（2024）年９月 27 日（金）にかけ

て郡山市在住の 18 歳以上の男女 3,000 人を対象として、地域福祉への考えやニーズ
等に関する住民の意向を調査しました。

アンケート調査概要

【回答者年齢構成】

今回調査（Ｒ６年度） 前回調査（Ｒ２年度）

実施期間 令和６（2024）年９月 10 日から
令和６（2024）年９月 27 日まで

令和３（2021）年２月 12 日から
令和３（2021）年３月 5 日まで

調査対象 3,000 人（無作為抽出） 3,000 人（無作為抽出）

回答者数 909 人（有効回答率：30.3％） 1,063 人（有効回答率：35.4％）

調査方法 配布：郵送
回答：郵送及びオンライン回答

配布：郵送
回答：郵送

22 ぺーじ 
４ あんけーとちょうさからみえるちいきのげんじょうとかだい 
れいわ６ねん９がつ 10 にち、かようびかられいわ６ねん９がつ 27 にち、きんようびにか
けてこおりやましざいじゅうの 18 さいいじょうのだんじょさんぜんにんをたいしょうと
して、ちいきふくしへのかんがえやにーずとうにかんするじゅうみんのいこうをちょうさ
しました。 
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【 ①毎日の暮らしの中での困りごと、不安なことは何ですか。［複数回答］ 】

（１）日常的な暮らしについて

日常的な暮らしにおける不安や困り事の項目では、前回調査と比較すると上位３項目
は変わりませんが、「災害に関すること」を不安に思う人の割合が減少している一方で、

「自分の健康に関すること」、「介護に関すること」を不安に思う人の割合が増加しており、
高齢化社会の進展が影響していると考えられます。

※「暮らしや仕事に関すること」がなくなり、「自分のお住まいに関すること」「仕事に関すること」は今回
から追加。

23 ぺーじ 
にちじょうてきなくらしについて 
にちじょうてきなくらしにおけるふあんやこまりごとのこうもくでは、ぜんかいちょうさ
とひかくするとじょうい３こうもくはかわりませんが、さいがいにかんすることをふあん
におもうひとのわりあいがげんしょうしているいっぽうで、じぶんのけんこうにかんする
こと、かいごにかんすることをふあんにおもうひとのわりあいがぞうかしており、こうれ
いかしゃかいのしんてんがえいきょうしているとかんがえられます。 
 
ぐらふ まいにちのくらしのなかでのこまりごと、ふあんなことはなんですか 
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困り事や不安に係る相談相手の項目においては、「家族」、「配偶者」、「知人・友人」
が前回調査に引き続き上位３項目を占めており、相談相手が家族や配偶者に限定される
傾向が強い一方、「市役所などの窓口」等公的窓口の活用は、前回同様 9.7％という結
果にとどまっています。

高齢化の進行や単身世帯の増加を背景に、近隣で相談できる相手がいないケースや、
公的相談窓口の存在・利用方法が十分に認知されていない状況が考えられます。したがっ
て、民生委員をはじめとした地域の見守りを担う人材の育成・支援及び行政・関係機関
における相談機能の充実と周知・情報発信の一層の推進が求められます。

【 ②困りごとや不安がある時誰に相談しますか。[ 複数回答 ] 】

24 ぺーじ 
こまりごとやふあんにかかるそうだんあいてのこうもくにおいては、かぞく、はいぐうし
ゃ、ちじん・ゆうじんがぜんかいちょうさにひきつづきじょうい３こうもくをしめてお
り、そうだんあいてがかぞくやはいぐうしゃにげんていされるけいこうがつよいいっぽ
う、しやくしょなどのまどぐちとうこうてきまどぐちのかつようは、ぜんかいどうよう
9.7 ぱーせんとというけっかにとどまっています。 
こうれいかのしんこうやたんしんせたいのぞうかをはいけいに、きんりんでそうだんでき
るあいてがいないけーすや、こうてきそうだんまどぐちのそんざい・りようほうほうがじ
ゅうぶんににんちされていないじょうきょうがかんがえられます。したがって、みんせい
いいんをはじめとしたちいきのみまもりをになうじんざいのいくせい・しえんおよびぎょ
うせい・かんけいきかんにおけるそうだんきのうのじゅうじつとしゅうち・じょうほうは
っしんのいっそうのすいしんがもとめられます。 
 
ぐらふ こまりごとやふあんがあるとき、だれにそうだんしますか 
 



－ 25－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

日常生活で手伝ってほしいことの項目については、「急病時の看病や家族の世話」、「災
害時の避難支援」、「相談相手や仲間づくり」が他の項目に比べてニーズが高い結果とな
りました。日常の地域のつながり・見守り体制や要配慮者への緊急時の支援体制の強化
などの必要性が考えられます。

【 ③暮らしの中で手伝ってほしいこと［複数回答］ 】

25 ぺーじ 
にちじょうせいかつでてつだってほしいことのこうもくについては、きゅうびょうじのか
んびょうやかぞくのせわ、さいがいじのひなんしえん、そうだんあいてやなかまづくりが
ほかのこうもくにくらべてにーずがたかいけっかとなりました。にちじょうのちいきのつ
ながり・みまもりたいせいやようはいりょしゃへのきんきゅうじのしえんたいせいのきょ
うかなどのひつようせいがかんがえられます。 
 
ぐらふ くらしのなかでてつだってほしいこと 
 



－ 26－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

（２）地域活動やボランティア活動・ＮＰＯ活動について

地域活動への参加状況の項目では、参加経験者は 57％で、前回調査時より 3.3 ポイ
ント減少しました。参加している地域活動の内容としては、町内会が 52.6％で、最も
多い結果となりました。

【 ①地域活動への参加状況 】

26 ぺーじ 
ちいきかつどうやぼらんてぃあかつどう・えぬぴーおーかつどうについて 
ちいきかつどうへのさんかじょうきょうのこうもくでは、さんかけいけんしゃは 57 ぱせ
ーんとで、ぜんかいちょうさじより 3.3 ぽいんとげんしょうしました。さんかしているち
いきかつどうのないようとしては、ちょうないかいが 52.6 ぱーせんとで、もっともおおい
けっかとなりました。 
 
ぐらふ ちいきかつどうへのさんかじょうきょう 
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【 ②参加している地域活動の種類 】

27 ぺーじ 
ぐらふ さんかしているちいきかつどうのしゅるい 
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地域活動への参加が難しい理由としては、回答者の 40.2％が「仕事などで自由な時
間がない」というものでした。しかし、時間的要因以外にも「情報が得られない」や「気
軽に参加できる活動等が身近にない」といった環境的要因も上位項目となっていること
から活動内容の情報発信や気軽に利用できる場所の整備・提供が求められています。

【 ③地域活動への参加が難しい理由［複数回答］ 】

28 ぺーじ 
ちいきかつどうへのさんかがむずかしいりゆうとしては、かいとうしゃの 40.2 ぱーせんと
がしごとなどでじゆうなじかんがないというものでした。しかし、じかんてきよういんい
がいにもじょうほうがえられないやきがるにさんかできるかつどうとうがみぢかにないと
いったかんきょうてきよういんもじょういこうもくとなっていることからかつどうないよ
うのじょうほうはっしんやきがるにりようできるばしょのせいび・ていきょうがもとめら
れています。 
 
ぐらふ ちいきかつどうへのさんかがむずかしいりゆう 
 



－ 29－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加状況の調査では、参加経験者は 25.4％となり、
前回調査比で 3.2 ポイントの減少となっています。また、参加が難しい理由についても、
地域活動と同様の理由が上位を占めています。

【 ④ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加状況 】

29 ぺーじ 
ぼらんてぃあかつどう・えぬぴーおーかつどうへのさんかじょうきょうのちょうさでは、
さんかけいけんしゃは 25.4 ぱーせんととなり、ぜんかいちょうさひで 3.2 ぽいんとのげん
しょうとなっています。また、さんかがむずかしいりゆうについても、ちいきかつどうと
どうようのりゆうがじょういをしめています。 
 
ぐらふ ぼらんてぃあだんたい、えぬぴーおーかつどうへのさんかじょうきょう 
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【 ⑤ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加が難しい理由［複数回答］ 】

30 ぺーじ 
ぐらふ ぼらんてぃあかつどう、えぬぴーおーかつどうへのさんかがむずかしいりゆう 
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（３）これからの福祉のあり方について

これからの福祉で重点を置くべき施策の項目では、高齢者が安心できる入所施設の充
実、情報発信の強化や地域コミュニティへの支援、相談窓口の充実や福祉サービスの充
実などに対するニーズが多く見られました。

【 ①これからの福祉で重点を置くべき施策［複数回答］ 】

31 ぺーじ 
これからのふくしのありかたについて 
これからのふくしでじゅうてんをおくべきしさくのこうもくでは、こうれいしゃがあんし
んできるにゅうしょしせつのじゅうじつ、じょうほうはっしんのきょうかやちいきこみゅ
にてぃへのしえん、そうだんまどぐちのじゅうじつやふくしさーびすのじゅうじつなどに
たいするにーずがおおくみられました。 
 
ぐらふ これからのふくしでじゅうてんをおくべきしさく 
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地域の助け合い（互助）の促進に向けた取組の調査では、地域活動の広報活動や市民
への福祉教育、ボランティアの活動機会紹介などに係るニーズが多い結果となりました。

【 ②助け合い活動の促進に重要なこと [ 複数回答 ] 】

32 ぺーじ 
ちいきのたすけあい、ごじょ、のそくしんにむけたとりくみのちょうさでは、ちいきかつ
どうのこうほうかつどうやしみんへのふくしきょういく、ぼらんてぃあのかつどうきかい
しょうかいなどにかかるにーずがおおいけっかとなりました。 
 
ぐらふ たすけあいかつどうのすいしんにじゅうようなこと 
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各福祉項目の認知度については、「知っている」と「おおよそ知っている」を合わせ
た認知度が最も高かったのは、「ヤングケアラー」の 50.1％でした。

一方、「福祉まるごと相談窓口」や「あんしんサポート（日常生活自立支援事業）」、「子
どもの学習・生活支援事業」の認知度は低く、２割に達していない状況です。また、「孤
独・孤立対策推進法」や「居住支援協議会・居住支援法人」についても認知度は非常に
低く、「わからない」との回答が７割を超えました。

福祉項目の認知度には大きなばらつきがあり、「ヤングケアラー」や「高齢者あんし
んセンター」の認知度が比較的高い一方で、その他の福祉サービスや用語等の認知度は
低く、効果的な周知・情報発信が必要です。

【 ③各福祉項目の認知度 [ 今回調査 ] 】

33 ぺーじ 
かくふくしこうもくのにんちどについては、しっているとおおよそしっているをあわせた
にんちどがもっともたかかったのは、やんぐけあらーの 50.1 ぱーせんとでした。 
いっぽう、ふくしまるごとそうだんまどぐちやあんしんさぽーと、こどものがくしゅう・
せいかつしえんじぎょうのにんちどはひくく、２わりにたっしていないじょうきょうで
す。また、こどく・こりつたいさくすいしんほうやきょじゅうしえんきょうぎかい・きょ
じゅうしえんほうじんについてもにんちどはひじょうにひくく、わからないとのかいとう
が７わりをこえました。 
ふくしこうもくのにんちどにはおおきなばらつきがあり、やんぐけあらーやこうれいしゃ
あんしんせんたーのにんちどがひかくてきたかい いっぽうで、そのたのふくしさーびす
やようごとうのにんちどはひくく、こうかてきなしゅうち・じょうほうはっしんがひつよ
うです。 
 
ぐらふ かくふくしこうもくのにんちど 
 



－ 34－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

福祉に関する情報の入手方法については、全体では広報誌が 59.4% となっています
が、18 ～ 29 歳の回答者に絞るとインターネットの割合が最も高くなっており、対象
者の属性にあわせた情報発信が求められます。

【 ④福祉に関する情報の入手方法［複数回答］ 】

【 18 ～ 29 歳の回答（回答数 36 人）［複数回答］ 】

34 ぺーじ 
ふくしにかんするじょうほうのにゅうしゅほうほうについては、ぜんたいではこうほうし
が 59.4 ぱーせんととなっていますが、18 から 29 さいのかいとうしゃにしぼるといんたー
ねっとのわりあいがもっともたかくなっており、たいしょうしゃのぞくせいにあわせたじ
ょうほうはっしんがもとめられます。 
 
ぐらふ ふくしにかんするじょうほうのにゅうしゅほうほう 
ぐらふ 18 から 29 さいのかいとう 
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（４）市民アンケートの自由記述について

市民アンケート調査のなかで質問項目のほかに「日頃考えている福祉や地域のあり方
に関する要望や考え方」についての自由記述を設け、様々な意見（277 件）をいただ
きました。特に多かった意見については以下のとおりです。

高齢者が外出しやすい公共交通の整備を進めてほしい。
一人暮らしの高齢者向けの見守りサービスをもっと増やしてほしい。
窓口的なサポートがあると安心感がある。

■高齢者が安心して生活するための介護や生活支援、見守り体制強化について（52件）

地域住民が支えあえる仕組みを作ってほしい。
福祉活動に住民が参加しやすい場を増やしてほしい。

■地域全体で住民を支えあう福祉サービス強化や公共サービス充実について（30件）

こども食堂があると協力したい気持ちがある。
保育士を増やすことに税金を活用してほしい。
子育て支援センターの運営時間を延長してほしい。

■子育て世帯が安心して生活できるような支援策や保育環境の改善について（25件）

災害時に安全に避難できる場所をもっと作ってほしい。
防災訓練を住民向けに定期的に開催してほしい。

■災害時の避難施設や防災体制の充実、生活安全等について（24件）

医療サービスを充実してほしい。
医療費助成の事務処理を改善してほしい。
定期的な健康診断を無料で受けられるようにしてほしい。

■医療サービスや健康管理等に関すること（22件）

障がい者が安心して生活できるまちづくりを進めてほしい。
無料で利用できる施設や雇用環境を整備してほしい。
公共施設のバリアフリー化をもっと進めてほしい。

■障がいを持つ人々が暮らしやすい環境の整備や就労支援について（17件）

35 ぺーじ 
しみんあんけーとのじゆうきじゅつについて 
しみんあんけーとちょうさのなかでしつもんこうもくのほかにひごろかんがえているふく
しやちいきのありかたにかんするようぼうやかんがえかたについてのじゆうきじゅつをも
うけ、さまざんないけんをいただきました。とくにおおかったいけんについてはいかのと
おりです。 
 
こうれいしゃがあんしんしてせいかつするためのかいごやせいかつしえん、みまもりたい
せいきょうかについて 
ちいきぜんたいでじゅうみんをささえあうふくしさーびすきょうかやこうきょうさーびす
じゅうじつについて 
こそだてせたいがあんしんしてせいかつできるようなしえんさくやほいくかんきょうのか
いぜんについて 
さいがいじのひなんしせつやぼうさいたいせいのじゅうじつ、せいかつあんぜんについて 
いりょうさーびすやけんこうかんりにかんすること 
しょうがいをもつひとびとがくらしやすいかんきょうのせいびやしゅうろうしえんについ
て 
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第３章

計画の全体像

36 ぺーじ 
だいさんしょう 
けいかくのぜんたいぞう 
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１　基本理念
本市では、第４期郡山市地域福祉計画において、地域福祉像を「誰一人取り残されな

い　安全・安心な地域共生のまち　郡山」と定め、地域福祉を推進してきました。
本計画では、第４期郡山市地域福祉計画に引き続き、「地域共生社会」の実現を目指し、

次のように基本理念を定めます。

２　基本目標
国は、地域共生社会の実現のため、「地域課題の解決力の強化」、「地域を基盤とする

包括的支援の強化」、「地域丸ごとのつながりの強化」、「専門人材の機能強化・最大活用」
という４つの骨格を示しています。

福島県は、「福島県地域福祉支援計画」において、「県民一人ひとりがともにつながり
支え合って、いきいき暮らせる地域共生社会の実現」を基本理念とし、福祉の各分野で
共通して取り組むべき事項、地域福祉を担う人づくり、地域生活課題の解決に向けた包
括的支援体制整備の支援及び災害や新型コロナウイルス感染症などへの対応について、
施策の方向性が示されています。

本市では、令和７（2025）年度に策定された「郡山市総合計画」において、健康・福祉・
医療分野の基本方針を「暮らしの充実・笑顔になれるまち」とし、「すべての市民が生
涯を通じて心身共に健康で安心して暮らせる社会の実現」を重視する視点としておりま
す。

これらの国、県、市総合計画の方針を踏まえた上で、本計画は基本理念の実現へ向け、
以下の３つの基本目標を掲げます。

 すべての世代がつながり、支えあい、 
 誰もが安心して暮らせる地域共生のまち　郡山 

基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ

誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

37 ぺーじ 
１ きほんりねん 
ほんけいかくでは、ちいききょうせいしゃかいのじつげんをめざし、つぎのようにきほんり
ねんをさだめます。 
きほんりねん すべてのせだいがつながり、ささえあい、だれもがあんしんしてくらせるち
ききょうせいのまち こおりやま 
 
２ きほんもくひょう 
くには、ちいききょうせいしゃかいのじつげんのため、ちいきかだいのかいけつりょくのき
ょうか、ちいきをきばんとするほうかつてきしえんのきょうか、ちいきまるごとのつながり
のきょうか、せんもんじんざいのきのうきょうか・さいだいかつようという４つのこっかく
をしめしています。 
けんは、ちいきふくししえんけいかくにおいて、ふくしのかくぶんやできょうつうしてとり
くむべきじこう、ちいきふくしをになうひとづくり、ちいきせいかつかだのかいけつにむけ
たほうかつてきしえんたいせいせいびのしえんおよびさいがいやしんがたころなういるす
かんせんしょうなどへのたいおうについて、しさくのほうこうせいがしめされています。 
ほんしでは、れいわ７ねんどにさくていされたこおりやましそうごうけいかくにおいて、け
んこう・ふくし・いりょうぶんやのきほんほうしんをくらしのじゅうじつ・えがおになれる
まちとし、すべてのしみんがしょがいをつうじてしんしんともにけんこうであんしんして
くらせるしゃかいのじつげんをじゅうしするしてんとしております。 
これらのくに、けん、しそうごうけいかくのほうしんをふまえたうえで、ほんけいかくはき
ほんりねんのじつげんへむけ、３つのきほんもくひょうをかかげます。 
 
きほんもくひょういち だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにさ
さえあえるまち 
きほんもくひょうに だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてく
らせるまち 
きほんもくひょうさん だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
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基本目標Ⅰ　誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

少子高齢化の進行や単身世帯（とりわけ高齢者の単身世帯や生涯未婚者の世帯）の増
加など、社会情勢の変化により、地域の支え合いの基盤となってきたつながりが弱まっ
ています。町内会の加入率も減少傾向にある中、アンケート調査では、地域の行事や活
動に「進んで積極的に参加・協力している」「求められれば参加・協力している」と回
答した人の割合は 45.2％にとどまり、前回調査の 50.6％から 5.4 ポイント減少しま
した。これらの状況を踏まえると、地域活動の担い手不足は一層深刻化していると考え
られます。

地域福祉活動を将来的にわたって安定的かつ継続的に実施するには活動の担い手とな
る人材が不可欠です。誰もが地域の中で担い手としての役割を持てるように、地域での
支えあい助けあい活動の推進、地域における多様な主体への支援及び活動拠点の整備、
地域福祉の担い手の育成を推進します。

基本目標Ⅱ　誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

世帯構成の変化、ライフスタイルの多様化により、地域住民が抱える生活課題は複雑
化・複合化しています。世帯の中には、制度の狭間に位置するため適切な相談・支援機
関につながらず、孤独・孤立となり、状態が深刻化してしまうケースが存在します。

今後一層複雑化・複合化していくと考えられる福祉ニーズに対応するため、分野横断
的な相談窓口の充実、課題解決に向けたネットワークの構築、必要な情報を届ける情報
発信の充実に取り組みます。

基本目標Ⅲ　誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

新型コロナウイルス感染症の拡大により、社会活動の低下や社会的つながりが希薄化
し、身体面及び精神面ともに健やかで生きがいをもって暮らすための健康づくりの重要
性が一層高まっています。

こどもから高齢者まで、誰もが住み慣れた地域で暮らしができるように、生涯を通じ
た健康づくりの推進、こどもと子育て世代にやさしい環境整備、保健・医療・福祉分野
の充実と連携強化を進めます。

38 ぺーじ 
きほんもくひょういち だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにさ
さえあえるまち 
しゃかいじょうせいのへんかにより、ちいきのつながりがよわまっています。ちいきふくし
かつどうをあんていてきかつけいぞくてきにじっしするにはかつどうのにないてとなるじ
んざいがふかけつです。だれもがないてとしてのやくわりをもてるよう、ちいきでのささえ
あいたすけあいかつどうのすいしん、ちいきにおけるたようなしゅたいへのしえんおよび
かつどうきょてんのせいび、ちいきふくしのにないてのいくせいをすいしんします。 
 
きほんもくひょうに だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてく
らせるまち 
せたいこうせいのへんか、らいふすたいるのたようかにより、じゅうみんがかかえるせいか
つかだいはふくざつか・ふくごうかしています。せいどのはざまにいちするためてきせつな
しえんきかんにつながらず、じょうたいがしんこくかしてしまうけーすがそんざいします。
いっそうふくざつか・ふくごうかしていくとかんがえられるふくしにーずにたいおうする
ため、ぶんやおうだんてきなそうだんまどぐちのじゅうじつ、かだいかいけつにむけたねっ
とわーくのこうちく、ひつようなじょうほうをとどけるじょうほうはっしんのじゅうじつ
にとりくみます。 
 
きほんもくひょうさん だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
ころなういるすのかくだいにより、しゃかいかつどうのていかやしゃかいてきつながりが
きはくかし、しんたいめんおよびせいしんめんともにすこやかでいきがいをもってくらす
ためのけんこうづくりのじゅうようせいがたかまっています。だれもがすみなれたちいき
でくらせるように、しょうがいをつうじたけんこうづくりのすいしん、こどもとこそだてせ
だいにやさしいかんきょうせいび、ほけん・いりょう・ふくしぶんやのじゅうじつとれんけ
いきょうかをすすめます。 
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３　計画の体系
基本理念及び基本目標の実現に向けて、以下の計画体系とします。

第５期郡山市地域福祉計画

基本理念
すべての世代がつながり、支えあい、
誰もが安心して暮らせる地域共生のまち 郡山

基
本
目
標
Ⅰ

Ⅰ　誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

基
本
施
策

１　地域での支えあい、助けあい活動の推進

２　地域における見守り支援体制の整備

３　地域福祉の担い手の育成

基
本
目
標
Ⅱ

Ⅱ　誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

基
本
施
策

１　分野横断的な相談窓口の充実

２　課題解決に向けたネットワークの構築

３　必要な情報を届ける情報発信の充実

基
本
目
標
Ⅲ

Ⅲ　誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

基
本
施
策

１　生涯を通じた健康づくりの推進

２　こどもと子育て世代にやさしい環境整備

３　保健・医療・福祉分野の充実と連携強化

横
断
的
取
組

１　孤独・孤立対策の推進

２　権利擁護と虐待防止の推進

３　身寄りのない方への支援の推進

４　セーフコミュニティ活動の推進

５　非常事態時の支援体制の充実

６　ＳＤＧｓの推進

７　ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

８　重層的支援体制の充実

39 ぺーじ 
３ けいかくのたいけい 
きほんりねんおよびきほんもくひょうのじつげんにむけて、いかのけいかくたいけいとし
ます。 
きほんりねん すべてのせだいがつながり、ささえあい、だれもがあんしんしてくらせるち
いききょうせいのまち こおりやま 
きほんもくひょういち だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにさ
さえあえるまち 
きほんしさく 
そのいち ちいきでのささえあい、たすけあいかつどうのすいしん 
そのに ちいきにおけるみまもりしえんたいせいのせいび 
そのさん ちいきふくしのにないてのいくせい 
 
きほんもくひょうに だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてく
らせるまち 
きほんしさく 
そのいち ぶんやおうだんてきなそうだんまどぐちのじゅうじつ 
そのに かだいかいけつにむけたねっとわーくのこうちく 
そのさん ひつようなじょうほうをとどけるじょうほうはっしんのじゅうじつ 
 
きほんもくひょうさん だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
きほんしさく そのいち しょうがいをつうじたけんこうづくりのすいしん そのに こ
どもとこそだてせだいにやさしいかんきょうせいび そのさん ほけん・いりょう・ふくし
ぶんやのじゅうじつとれんけいきょうか 
 
おうだんてきとりくみ 
こどく・こりつたいさくのすいしん けんりようごとぎゃくたいぼうしのすいしん みよ
りのないかたへのしえんのすいしん せーふこみゅにてぃかつどうのすいしん ひじょう
じたいじのしえんたいせいのじゅうじつ えすでぃーじーずのすいしん でぃーえっくす
のすいしん じゅうそうてきしえんたいせいのじゅうじつ 
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４　各主体の役割
多様化していく福祉ニーズに対応していくためには、行政はもとより、市民一人ひと

りや地域、事業者など様々な主体がそれぞれに役割を持ち、協働しながら地域に関わっ
ていくことが重要です。

本計画では、市民一人ひとりが自らの生活の質を維持・向上させるために行う努力や
行動である「自助」、自助ではできないことを地域社会が互いに解決して支えあう「互助」
及び「共助」、公的機関が体制整備やサービス提供を通じて支援する「公助」を適切に
組み合わせることにより、地域共生社会の実現を目指します。

例）・自らの健康管理（セルフケア）
　　・市場サービスの購入

自助
例）・ボランティア活動
　　・住民組織の活動
　　・当事者団体による取組

互助

例）・介護保険制度
　　・医療保険制度

共助
例）・ボランティア、住民組織の活動
　　　への公的支援
　　・各種福祉事業、生活保護制度

公助

【 自助・互助・共助・公助のイメージ図 】

40 ぺーじ 
４ かくしゅたいのやくわり 
たようかしていくふくしにーずにたいおうしていくためには、ぎょうせいはもとより、しみ
んひとりひとりやちいき、じぎょうしゃなどさまざなしゅたいがそれぞれにやくわりをも
ち、きょうどうしながらちいきにかかわっていくことがじゅうようです。 
ほんけいかくでは、しみんひとりひとりがみずからのせいかつのしつをいじ・こうじょうさ
せるために おこなうどりょくやこうどうであるじじょ、じじょではできないことをちいき
しゃかいがたがいにかいけつしてささえあうごじょおよびきょうじょ、こうてききかんが
たいせいせいびやさーびすていきょうをつうじてしえんするこうじょをてきせつにくみあ
わせることにより、ちいききょうせいしゃかいのじつげんをめざします。 
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第４章

施策の展開

各基本施策の【市民の声】の欄には、市民アンケート調査において自由記述
でお寄せいただいたご意見を掲載しています。記載内容は、原文のままの表
記です。

41 ぺーじ 
だいよんしょう しさくのてんかい 
 
ほんきほんしさくのしみんのこえのらんには、しみんあんけーとちょうさにおいてじゆう
きじゅつでおよせいただいたごいけんをけいさいしています。きさいないようは、げんぶん
のままのひょうきです。 
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基本施策（１）地域での支えあい、助けあい活動の推進

基本目標Ⅰ　誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

１　施策の展開

現状や課題

町内会などの地域団体、ボランティア団体や社会福祉協議会は、地域社会におい
て自助・互助の機能を発揮するうえで不可欠な存在です。しかし、本市では町内会
加入率が 60％を下回っており、アンケート調査でも、地域活動への参加経験があ
る人は 57％、ボランティア活動・ＮＰＯ活動への参加経験がある人は 25.4％に
とどまりました。参加が難しい主な要因としては、「時間的ゆとりがない」「活動内
容や状況がわからない」「気軽に参加できるものがない」などが挙げられました。

地域の自助力・互助力を持続的に高めていくために、地域活動に関する情報発信
の充実や、地域団体への支援の一層の強化が求められています。

市民の声

地域での関わりについては、生活、お金、時間の面から、正直他人にかまってい
る時間は無い。仲悪くしたいわけではなく、気持ちに余裕がないので、必要以上
に関わりたいと思わない。（20 代女性）
高齢者だけでなく、誰かのお役に立ちたいと思っている方も多いと思います。

　（70 代以上女性）

42 ぺーじ 
１ しさくのてんかい 
きほんもくひょういち だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにさ
さえあえるまち 
きほんしさくいち ちいきでのささえあい、たすけあいかつどうのすいしん 
 
げんじょうやかだい 
ちょうないかいなどのちいきだんたい、ぼらんてぃあだんたいやしゃかいふくしきょうぎ
かいは、ちいきしゃかいにおいてじじょ・ごじょのきのうをはっきするうえでふかけつなそ
んざいです。しかし、ほんしではちょうないかいかにゅうりつが 60 ぱーせんとをしたまわ
っており、あんけーとちょうさでも、ちいきかつどうへのさんかけいけんがあるひとは 57
ぱーせんと、ぼらんてぃあかつどう、えぬぴーおうかつどうへのさんかけいけんがあるひと
は 25.4 ぱーせんとにとどまりました。さんかがむずかしいおもなよういんとしては、じか
んてきゆとりがない、かつどうないようやじょうきょうがわからない、きがるにさんかでき
るものがないなどがあげられました。 
ちいきのじじょりょく・ごじょりょくをじぞくてきにたかめていくために、ちいきかつどう
にかんするじょうほうはっしんのじゅうじつや、ちいきだんたいへのしえんのいっそうの
きょうかがもとめられています。 
 
しみんのこえ 
20 だいじょせい 
ちいきでのかかわりについては、せいかつ、おかね、じかんのめんから、しょうじきたにん
にかまっているじかんはない。なかわるくしたいわけではなく、きもちによゆうがないので、
ひつよういじょうにかかわりたいとおもわない。 
70 だいいじょうじょせい 
こうれいしゃだけでなく、だれかのおやくにたちたいとおもっているかたもおおいとおも
います。 
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基本施策（２）地域における見守り支援体制の整備

現状や課題

近年、気候変動等に起因する大規模な自然災害が発生し、地域での助けあいや見
守り体制の重要性が再認識されています。アンケート調査からは、災害に対する不
安感、災害時の避難支援のニーズが確認されました。また、高齢化率の上昇、高齢
者単独世帯数の増加、要介護認定者数の増加傾向、外国人住民の増加傾向からも、
非常事態時に支援を必要とする人は今後も増加すると考えられます。

各主体が連携し、日常の見守り活動、要支援者に関する日頃からの情報共有や地
域の特性に合わせた支援体制の整備が求められています。

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○地域活動内容を理解し、積極的に参
加します。

○市民一人ひとりが地域福祉の担い手
であるとの意識を持ち、地域社会へ
の理解と関心を深めます。

○地域行事や地域活動について広報し、
参加を促します。

○地域活動を企画・実施し、住民の地
域福祉に対する意識啓発に努めます。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○地区社協の区域ごとに第２層協議体
を設置し、情報共有と課題解決の協
議を行います。【社会福祉協議会】

○様々な専門性を生かし、地域行事に
参加するなど住民の地域福祉に対す
る意識啓発に努めます。

○社会福祉協議会、地域団体等への事
業を支援します。

○関係機関と協力し、地域活動の情報
発信、参加・活躍の場の確保等に努
めます。

43 ぺーじ 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
ちいきかつどうないようをりかいし、せっきょくてきにさんかします。 
しみんひとりひとりがちいきふくしのにないてであるとのいしきをもち、ちいきしゃかい
へのりかいとかんしんをふかめます。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
ちいきぎょうじやちいきかつどうについてこうほうし、さんかをうながします。 
ちいきかつどうをきかく・じっしし、じゅうみんのちいきふくしにたいするいしきけいはつ
につとめます。 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
ちくしゃきょうのくいきごとにだいにそうきょうぎたいをせっちし、じょうほうきょうゆ
うとかだいかいけつのきょうぎをおこないます。 
さまざまなせんもんせいをいかし、ちいきぎょうじにさんかするなどじゅうみんのちいき
ふくしにたいするいしきけいはつにつとめます。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
しゃかいふくしきょうぎかい、ちいきだんたいとうへのじぎょうをしえんします。 
かんけいきかんときょうりょくし、ちいきかつどうのじょうほうはっしん、さんか・かつや
くのばのかくほとうにつとめます。 
 
きほんしさく２ ちいきにおけるみまもりしえんたいせいのせいび 
げんじょうやかだい 
きんねん、きこうへんどうとうにきいんするだいきぼなしぜんさいがいがはっせいし、ちい
きでのたすけあいやみまもりたいせいのじゅうようせいがさいにんしきされています。ま
た、こうれいかりつのじょうしょう、ようかいごにんていしゃすうのぞうかけいこう、がい
こくじんじゅうみんのぞうかけいこうからも、ひじょうじたいじにしえんをひつようとす
るひとはこんごもぞうかするとかんがえられます。 
かくしゅたいがれんけいし、にちじょうのみまもりかつどう、ようしえんしゃにかんするひ
ごろからのじょうほうきょうゆうやちいきのとくせいにあわせたしえんたいせいのせいび
がもとめられています。 
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市民の声

地域で見守りを心掛けていますが、自分も年をとるにつれて出来なくなってきた
事も増えてきました。（60 代女性）
日常生活は特になにもなくても災害時は隣近所助け合ったので、とても心強かっ
たのを覚えています。（60 代女性）

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○地域の支援を必要とする人の情報を
行政や民生委員・児童委員などに報
告します。

○日頃から近隣住民との積極的な交流
を図り、お互いに支えあえるつなが
りを形成します。

○避難行動要支援者避難支援制度への
登録申請を行います。

○民生委員・児童委員が中心となり、
地域の見守り活動の実施及び困りご
との相談を受け付けます。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○地域による見守り活動を支援します。
【社会福祉協議会】

○地域の集いの場への参加が難しい高齢
者等に対して、訪問による見守り活動
を実施します。【社会福祉協議会】

○避難行動要支援者避難支援制度の制
度対象者に対して、周知及び登録勧
奨を行います。

○避難行動要支援者避難支援制度の登
録者名簿を作成し、関係機関及び地
域に提供して情報共有を図ります。

44 ぺーじ 
しみんのこえ 
60 だいじょせい 
ちいきでみまもりをこころがけていますが、じぶんもとしをとるにつれてできなくなって
きたこともふえてきました。 
60 だいじょせい 
にちじょうせいかつはとくになにもなくてもさいがいじはとなりきんじょたすけあったの
で、とてもこころづよかったのをおぼえています。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
ちいきのしえんをひつようとするひとのじょうほうをぎょうせいやみんせいいいん、じど
ういいんなどにほうこくします。 
ひごろからきんりんじゅうみんとのせっきょくてきなこうりゅうをはかり、おたがいにさ
さえあえるつながりをけいせいします。 
ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどへのとうろくしんせいをおこないます。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
みんせいいいん、じどういいんがちゅうしんとなり、ちいきのみまもりかつどうのじっしお
よびこまりごとのそうだんをうけつけます。 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
ちいきによるみまもりかつどうをしえんします。 
ちいきのつどいのばへのさんかがむずかしいこうれいしゃとうにたいして、ほうもんによ
るみまもりかつどうをじっしします。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどのせいどたいしょうしゃにたいして、
しゅうちおよびとうろくかんしょうをおこないます。 
ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんせいどのとうろくしゃめいぼをさくせいし、
かんけいきかんおよびちいきにていきょうしてじょうほうきょうゆうをはかります。 
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市民の声

町内会活動、集まりもなくなり、町内会員の付き合いも薄くなり、コロナ前のよ
うになっていない。（70 代以上男性）
ボランティアも大事だとは思うのですが…民生委員にしても、あまり個人に負担
がかかり過ぎない様に出来たら良いと思います。（70 代以上女性）

基本施策（３）地域福祉の担い手の育成

現状や課題

地域福祉を推進するうえでは、誰もが地域の中で役割を持ち、担い手となること
が自助力・互助力を高めるうえで不可欠です。しかし、令和７（2025）年 12 月
１日時点で地域福祉の中心的担い手である民生委員・児童委員は、定数に対して欠
員が生じています。また、平均年齢は 69.6 歳（令和４（2022）年同日比＋ 1.6 歳）
となっており、地域福祉活動の担い手不足と高齢化が顕在化しています。

民生委員・児童委員をはじめとする地域福祉の担い手に関する情報発信や研修の
充実により、既存の担い手への支援を強化するとともに、新たな担い手の発掘・育
成を進めることが求められています。

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○福祉サービスの受け手だけでなく、
地域福祉活動の担い手であることを
認識します。

○民生委員・児童委員の活動や役割へ
の理解を深め、活動に協力・参加し
ます。

○民生委員・児童委員が中心となり、
地域の見守り活動の実施及び困りご
との相談を受け付けます。

45 ぺーじ 
きほんしさく３ ちいきふくしのにないてのいくせい 
げんじょうやかだい 
ちいきふくしをすいしんするうえでは、だれもがちいきのなかでやくわりをもち、にないて
となることがじじょりょく・ごじょりょくをたかめるうえでふかけつです。しかし、れいわ
７ねん 12がつ１にちじてんでちいきふくしのちゅうしんてきにないてであるみんせいいい
ん、じどういいんは、ていすうにたいしてけついんがしょうじています。また、へいきんね
んれいは 69.6 さい、れいわ４ねんどうじつひ 1.6 さいじょうしょう、となっており、ちい
きふくしかつどうのにないてぶそくとこうれいかがけんざいかしています。 
みんせいいいん・じどういいんをはじめとするちいきふくしのにないてにかんするじょう
ほうはっしんやけんしゅうのじゅうじつにより、きそんのにないてへのしえんをきょうか
するとともに、あらたなにないてのはっくつ・いくせいをすすめることがもとめられていま
す。 
 
しみんのこえ 
70 だいいじょうだんせい 
ちょうないかいかつどう、あつまりもなくなり、ちょうないかいいんのつきあいもうすくな
り、ころなまえのようになっていない。 
70 だいいじょうじょせい 
ぼらんてぃあもだいじだとはおもうのですが、みんせいいいんにしても、あまりこじんにふ
たんがかかりすぎないようにできたらよいとおもいます。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
ふくしさーびすのうけてだけでなく、ちいきふくしかつどうのにないてであることをにん
しきします。 
みんせいいいん・じどういいんのかつどうややくわりへのりかいをふかめ、かつどうにき
ょうりょく・さんかします。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
みんせいいいん・じどういいんがちゅうしんとなり、ちいきのみまもりかつどうのじっし
およびこまりごとのそうだんをうけつけます。 
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共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○ボランティア登録（個人・団体）を行い、
登録者に対して情報提供等の支援を行
います。【社会福祉協議会】

○地域を対象とした地域福祉活動やボラ
ンティア活動に関する出前講座を実施
します。【社会福祉協議会】

○民生委員・児童委員等の活動を支援
します。

○民生委員・児童委員等になられた方
に対して研修を行います。

○民生委員・児童委員等の地域福祉活
動を発信し、市民理解を深め、人材
確保と活動しやすい環境を整えます。

○市民活動団体への人材育成や支援を
行います。

基本施策（１）分野横断的な相談窓口の充実

基本目標Ⅱ　誰もがいつでも生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち

現状や課題

少子高齢化の進行やライフスタイルの多様化による社会構造の変化を背景とし
て、複数の制度や分野にわたる複雑化・複合化した地域生活課題の解決に係るニー
ズは高まってきています。本市においても、「福祉まるごと相談窓口」において、
複雑化・複合化した相談を受け付けていますが、相談件数は、令和２（2020）年
と令和６（2024）年を比較すると、1,839 件増加（令和２（2020）年比 125.9
ポイント増加）しており、顕著に増えている状況にあります。

複雑化・複合化した地域生活課題に対しては、関係機関等と連携した相談支援の
コーディネートを行い、ワンストップで生活課題を受け止める相談場所やツールの
充実が求められています。

46 ぺーじ 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
ぼらんてぃあとうろくをおこない、とうろくしゃにたいしてじょうほうていきょうとうの
しえんをおこないます。 
ちいきをたいしょうとしたちいきふくしかつどうやぼらんてぃあかつどうにかんするでま
えこうざをじっしします。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
みんせいいいん・じどういいんとうのかつどうをしえんします。 
みんせいいいん・じどういいんとうになられたかたにたいしてけんしゅうをおこないます。 
みんせいいいん・じどういいんとうのちいきふくしかつどうをはっしんし、しみんりかいを
ふかめ、じんざいかくほとかつどうしやすいかんきょうをととのえます。 
しみんかつどうだんたいへのじんざいいくせいやしえんをおこないます。 
 
きほんもくひょうに だれもがいつでもせいかつかだいをそうだんでき、あんしんしてく
らせるまち 
きほんしさく１ ぶんやおうだんてきなそうだんまどぐちのじゅうじつ 
げんじょうやかだい 
しょうしこうれいかのしんこうやらいふすたいるのたようかによるしゃかいこうぞうのへ
んかをはいけいとして、ふくすうのせいどやぶんやにわたるふくざつか・ふくごうかしたち
いきせいかつかだいのかいけつにかかるにーずはたかまってきています。ほんしにおいて
も、ふくしまるごとそうだんまどぐちにおいて、ふくざつか・ふくごうかしたそうだんをう
けつけていますが、そうだんけんすうは、れいわ２ねんとれいわ６ねんをひかくすると、
1,839 けんぞうか、れいわ２ねんひ 125.9 ぽいんとぞうか、しており、けんちょにふえてい
るじょうきょうにあります。 
ふくざつか・ふくごうかしたちいきせいかつかだいにたいしては、かんけいきかんとうとれ
んけいしたそうだんしえんのこーでぃねーとをおこない、わんすとっぷでせいかつかだい
をうけとめるそうだんばしょやつーるのじゅうじつがもとめられています。 
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市民の声

どこに相談すれば良いか、どのような支援があるか、という事を知る機会が必要
だと思っています。（40 代女性）
介護にしろ、日常生活にしろ、困った事、悩み事がある時、相談する（できる）
窓口があるといい。まずこの番号（そこで内容によって振り分けてつながる仕組
みに）にかければいいという連絡先があるといい。（50 代女性）

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○生活課題について、一人で抱え込ま
ず行政、相談支援機関、民生委員・
児童委員などに相談します。

○生活課題を抱えている人に相談窓口
を紹介します。

○地域での生活課題を抱えているケー
スの情報を各相談支援機関や行政に
つなぎます。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○福祉関係事業者の相談支援機能を地
域に提供するとともに、行政と連携す
ることにより相談機能の充実を図りま
す。

○専門知識や技術を生かし、相談・支援
活動を行います。

○相談支援機関と関係機関と行政の連
携を深め、多様な生活課題に対応で
きる包括的な相談支援体制を整備・
強化します。

○誰もが気軽に相談できるよう相談窓
口や業務内容について、情報発信し
ます。

47 ぺーじ 
しみんのこえ 
40 だいじょせい 
どこにそうだんすればよいか、どのようなしえんがあるか、ということをしるきかいがひつ
ようだとおもっています。 
50 だいじょせい 
かいごにしろ、にちじょうせいかつにしろ、こまったこと、なやみごとがあるとき、そうだ
んするまどぐちがあるといい。まずこのばんごうにかければいいというれんらくさきがあ
るといい。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
せいかつかだいについて、ひとりでかかえこまずぎょうせい、そうだんしえんきかん、みん
せいいいん、じどういいんなどにそうだんします。 
せいかつかだいをかかえているひとにそうだんまどぐちをしょうかいします。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
ちいきでのせいかつかだいをかかえているけーすのじょうほうをかくそうだんしえんきか
んやぎょうせいにつなぎます。 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
ふくしかんけいじぎょうしゃのそうだんしえんきのうをちいきにていきょうするとともに、
ぎょうせいとれんけいすることによりそうだんきのうのじゅうじつをはかります。 
せんもんちしきやぎじゅつをいかし、そうだん・しえんかつどうをおこないます。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
そうだんしえんきかんとかんけいきかんとぎょうせいのれんけいをふかめ、たようなせい
かつかだいにたいおうできるほうかつてきなそうだんしえんたいせいをせいび・きょうか
します。 
だれもがきがるにそうだんできるようそうだんまどぐちやぎょうむないようについて、じ
ょうほうはっしんします。 
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各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○社会福祉協議会、福祉サービス事業
者、ボランティア団体、地域活動団
体などの活動への理解を深め、活動
に協力・参加します。

○地域の生活課題を把握し、情報を各
相談支援機関や行政につなぎます。

基本施策（２）課題解決に向けたネットワークの構築

現状や課題

単身高齢者世帯の増加やライフスタイルの多様化、さらに生活課題の複雑化・複
合化により、民生委員・児童委員などの地域福祉活動や既存の福祉サービスだけで
は解決できない課題が顕在化しています。

本市、社会福祉協議会、福祉サービス事業者、ボランティア・ＮＰＯ団体、民生
委員・児童委員などとの連携を一層強化し、限られた人員の中で互助・共助・公助
がより効果的に機能する体制づくりが求められています。

一体的に策定する「重層的支援体制整備事業実施計画」においては、各主体が共
通認識のもと包括的な支援体制を構築できるよう、事業内容と事業提供体制を明示
します。

市民の声

義務教育課程修了の時点、18 歳時点等、制度の狭間、支援の切れ目を意識した
計画策定が求められる。（30 代男性）
気軽に相談できて、それぞれの専門分野の方と連係できるようなシステムや育成
が大切かと思います。（60 代男性）

48 ぺーじ 
きほんしさく２ かだいかいけつにむけたねっとわーくのこうちく 
げんじょうやかだい 
たんしんこうれいしゃせたいのぞうかやらいふすたいるのたようか、さらにせいかつかだ
いのふくざつか、ふくごうかにより、みんせいいいん、じどういいんなどのちいきふくしか
つどうやきそんのふくしさーびすだけではかいけつできないかだいがけんざいかしていま
す。 
ほんし、しゃかいふくしきょうぎかい、ふくしさーびすじぎょうしゃ、ぼらんてぃあ、えぬ
ぴーおうだんたい、みんせいいいん・じどういいんなどとのれんけいをいっそうきょうかし、
かぎられたじんいんのなかでごじょ、きょうじょ、こうじょがよりこうかてきにきのうする
たいせいづくりがもとめられています。 
いったいてきにさくていするじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいか
くにおいては、かくしゅたいがきょうつうにんしきのもとほうかつてきなしえんたいせい
をこうちくできるよう、じぎょうないようとじぎょうていきょうたいせいをめいじします。 
 
しみんのこえ 
30 だいだんせい 
ぎむきょういくかていしゅうりょうのじてん、18 さいじてんとう、せいどのはざま、しえ
んのきれめをいしきしたけいかくさくていがもとめられる。 
60 だいだんせい 
きがるにそうだんできて、それぞれのせんもんぶんやのかたとれんけいできるようなしす
てむやいくせいがたいせつかとおもいます。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
しゃかいふくしきょうぎかい、ふくしさーびすじぎょうしゃ、ぼらんてぃあだんたい、ちい
きかつどうだんたいなどのかつどうへのりかいをふかめ、かつどうにきょうりょく・さんか
します。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
ちいきのせいかつかだいをはあくし、じょうほうをかくそうだんしえんきかんやぎょうせ
いにつなぎます。 
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共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○ボランティア団体や地域活動団体との
交流会を行い、意見・情報交換を実施
することで新たなつながりを構築しま
す。【社会福祉協議会】

○様々な主体が連携して事業を実施する
ことにより、地域福祉活動の充実を図
ります。

○様々な主体と連携した事業を推進す
ることにより、事業効果の向上を図
ります。

○個人や世帯が抱える複雑化・複合化
した課題に対応する包括的な支援体
制の整備に努めます。

基本施策（３）必要な情報を届ける情報発信の充実

現状や課題

現在、私たちを取り巻く生活環境は大きく変化しており、それに伴って福祉制度
やサービスの内容も目まぐるしく変わっています。多様なバックグラウンドを持つ
市民に情報が公平に届くよう、誰にでも分かりやすい言葉と周知方法で発信してい
くことが欠かせません。 

また、インターネット上の偽情報や誤情報の流布・拡散は近年社会問題となって
おり、情報を取得・拡散する際には、発信元の確認や信頼できる情報源との照合を
徹底することが重要です。 　

そして、誰もが必要なときに正確な情報へ円滑にアクセスできるよう、情報提供
の手段と内容を一段と充実させていくことが求められます。

市民の声

自ら行動しないと情報を得られない環境なので、せめて地域ごとに情報を発信し
て、情報を流して欲しいと思っています。（70 代男性）
福祉に対する情報発信が少ないと感じる一方、無関心の人も多いと思われます。

（50 代男性）

49 ぺーじ 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
さまざまな しゅたいがれんけいしてじぎょうをじっしすることにより、ちいきふくしかつ
どうのじゅうじつをはかります。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
さまざまな しゅたいとれんけいしたじぎょうをすいしんすることにより、じぎょうこうか
のこうじょうをはかります。 
こじんやせたいがかかえるふくざつか・ふくごうかしたかだいにたいおうするほうかつて
きなしえんたいせいのせいびにつとめます。 
 
きほんしさく３ ひつようなじょうほうをとどけるじょうほうはっしんのじゅうじつ 
 
げんじょうやかだい 
わたしたちをとりまくせいかつかんきょうはおおきくへんかしており、それにともなって
ふくしせいどやさーびすのないようもめまぐるしくかわっています。たようなばっくぐら
うんどをもつしみんにじょうほうがこうへいにとどくよう、だれにでもわかりやすいこと
ばとしゅうちほうほうではっしんしていくことがかかせません。 
また、いんたーねっとじょうのごじょうほうのるふ・かくさんはきんねんしゃかいもんだい
となっており、じょうほうをしゅとく・かくさんするさいには、はっしんもとのかくにんや
しんらいできるじょうほうげんとのしょうごうをてっていすることがじゅうようです。   
そして、だれもがひつようなときにせいかくなじょうほうへえんかつにあくせすできるよ
う、じょうほうていきょうのしゅだんとないようをいちだんとじゅうじつさせていくこと
がもとめられます。 
 
しみんのこえ 
70 だいだんせい 
みずからこうどうしないとじょうほうをえられないかんきょうなので、せめてちいきごと
にじょうほうをはっしんして、じょうほうをながしてほしいとおもっています。 
50 だいだんせい 
ふくしにたいするじょうほうはっしんがすくないとかんじるいっぽう、むかんしんのひと
もおおいとおもわれます。 
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各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○地域福祉に関心を持ち、広報誌やイ
ンターネット等から積極的に情報収
集を行います。

○偽情報・誤情報に気を付けつつ、近
隣での情報共有に努めます。

○市ウェブサイトや「みなさんの声」な
どで、市民の意見を行政に伝えます。

○広報誌や回覧板の配布など、地域内
の情報共有に努めます。

○単身高齢者世帯など情報が届きにく
い世帯を気にかけます。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○情報の受け手の視点に立ち、誰にで
も分かりやすい言葉と周知方法で発
信することに努めます。

○事業に関する情報を積極的に開示し
ます。

○ホームページや広報誌、各種パンフ
レット等は、ユニバーサルデザイン
に配慮し、誰にでも分かりやすい言
葉と周知方法で発信することに努め
ます。

○対象者の属性に応じた発信方法を選
択することで、情報を必要とする人
に的確に届くように努めます。

○パブリックコメントや「みなさんの
声」など、市民が意見を届けられる
手段を設け、市民参加の機会を創出
します。

50 ぺーじ 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
ちいきふくしにかんしんをもち、こうほうしやいんたーねっととうからせっきょくてきに
じょうほうしゅうしゅうをおこないます。 
にせじょうほう・ごじょうほうにきをつけつつ、きんりんでのじょうほうきょうゆうにつと
めます。 
しうぇぶさいとやみなさんのこえなどで、しみんのいけんをぎょうせいにつたえます。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
こうほうしやかいらんばんのはいふなど、ちいきないのじょうほうきょうゆうにつとめま
す。 
たんしんこうれいしゃせたいなどじょうほうがとどきにくいせたいをきにかけます。 
 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
じょうほうのうけてのしてんにたち、だれにでもわかりやすいことばとしゅうちほうほう
ではっしんすることにつとめます。 
じぎょうにかんするじょうほうをせっきょくてきにかいじします。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
ほーむぺーじやこうほうし、かくしゅぱんふれっととうは、ゆにばーさるでざいん 
にはいりょし、だれにでもわかりやすいことばとしゅうちほうほうではっしんすることに
つとめます。 
たいしょうしゃのぞくせいにおうじたはっしんほうほうをせんたくすることで、じょうほ
うをひつようとするひとにてきかくにとどくようにつとめます。 
ぱぶりっくこめんとやみなさんのこえなど、しみんがいけんをとどけられる 
しゅだんをもうけ、しみんさんかのきかいをそうしゅつします。 
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基本施策（１）生涯を通じた健康づくりの推進

基本目標Ⅲ　誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

市民の声

健康のためにも外に出て何かに参加できるものを、もっと小さな範囲で行って、
人を外に出すようにするべきかなと思う。（40 代女性）
子供が体を使って遊べるところがあれば、健康的になり、肥満も減ると思う。体
力向上にもつながる。子供が自分の足で、身近に行ける公園が欲しい。（50代女性）

現状や課題

高齢者単身世帯の増加や新型コロナウイルス感染症の拡大による社会活動の低下
及び社会的つながりの希薄化により、身体面及び精神面の健康づくりの重要性が高
まっています。アンケート調査においても、日常生活の困りごと・不安なことの設
問では、「自分の健康に関すること」が 55.8％（前回調査比 5.8 ポイント増）で
最も割合が高く、日常生活で手伝ってほしいことの設問でも、「急病時の看病や家
族の世話」が 27.6％で最も割合が高くなっており、健康に関する施策へのニーズ
の高まりが窺えます。

保健分野の個別計画である「みなぎる健康生きいきこおりやま２１」及び「郡山
市食育推進計画」との整合性を図りながら、誰もが生きいきと暮らせるような取組
を推進していくことが必要です。

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○健康へ興味・関心を持ち積極的に健康
づくりに取り組みます。

○自分に合ったストレス解消法を見つ
け、実践します。

○自分が持つ健康維持に関する知識・経
験を地域社会に提供します。

○健康づくりに関する活動を企画し、
仲間づくりに努めます。

○地域行事や地域活動について広報し、
参加を促し、社会的なつながりを深
めます。

51 ぺーじ 
きほんもくひょうさん だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
きほんしさく１ しょうがいをつうじたけんこうづくりのすいしん 
 
げんじょうやかだい 
こうれいしゃたんしんせたいのぞうかやしんがたころなういるすかんせんしょうのかくだ
いによるしゃかいかつどうのていかおよびしゃかいてきつながりのきはくかにより、しん
たいめんおよびせいしんめんのけんこうづくりのじゅうようせいがたかまっています。 
ほけんぶんやのこべつけいかくであるみなぎるけんこういきいきこおりやま２１およびこ
おりやまししょくいくすいしんけいかくとのせいごうせいをはかりながら、だれもがいき
いきとくらせるようなとりくみをすいしんしていくことがひつようです。 
 
しみんのこえ 
40 だいじょせい 
けんこうのためにもそとにでてなにかさんかできるものを、もっとちいさなはんいでおこ
なって、ひとをそとにだすようにするべきかなとおもう。 
50 だいじょせい 
こどもがからだをつかってあそべるところがあれば、けんこうてきになり、ひまんもへると
おもう。たいりょくこうじょうにもつながる。こどもがじぶんのあしで、みぢかにいけるこ
うえんがほしい。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり  
けんこうへきょうみ・かんしんをもちせっきょくてきにけんこうづくりにとりくみます。 
じぶんがもつけんこういじにかんするちしき・けいけんをちいきしゃかいにていきょうし
ます。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
けんこうづくりにかんするかつどうをきかくし、なかまづくりにつとめます。 
ちいきぎょうじやちいきかつどうについてこうほうし、さんかをうながし、しゃかいてきな
つながりをふかめます。 
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基本施策（２）こどもと子育て世代にやさしい環境整備

現状や課題

こども・若者は、まちの活力を生み出すうえで欠かせない存在であるとともに、
本市の次の 100 年を支える重要な担い手でもあります。しかし、本市の出生数、
合計特殊出生率、児童人口はいずれも減少傾向にあります。

核家族化の進行やインターネットの普及を背景に、子育て環境やこども・若者を
取り巻く状況は急速に変化しています。その結果、こどもの貧困や虐待、ヤングケ
アラー、不登校・ひきこもりなど、こども・若者に関わる福祉課題は複雑化・複合
化し、同時に多様化しています。アンケート調査においても、「親や子どもに関す
ること」「子育てや教育に関すること」を困りごと・不安ごととして挙げる割合が、
前回調査と比べて増加しており、多様化する福祉ニーズに対応した子育て支援・こ
ども若者支援の一層の充実が求められていることが窺えます。

福祉分野の個別計画である「郡山市こども・若者計画」との整合性を図りつつ、
すべてのこども・若者が生まれ育った環境に左右されることなく、健やかな成長を
社会全体で支えあう環境整備に継続して取り組むことが必要です。

市民の声

子ども食堂が身近にあると少し、協力したいと思います。（70 代以上女性）
出産、育児、学習、教育、そしてその環境改善にもっともっと力を注ぐべき。

　（50 代男性）

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○検診（健診）について、より受診し
やすい環境を整備し、情報発信を行
います。

○健康づくりに関する情報発信に努め
ます。

○健康相談等を受けやすい環境整備に
努めます。

○健康づくりに関する情報発信を行い
ます。

○データに基づく保健事業の実施と関
係機関連携により、ライフステージ
別の健康づくり施策を強化します。

52 ぺーじ 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
けんしんについて、よりじゅしんしやすいかんきょうをせいびし、じょうほうはっしんをお
こないます。 
けんこうそうだんとうをうけやすいかんきょうせいびにつとめます。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
けんこうづくりにかんするじょうほうはっしんをおこないます。 
でーたにもとづくほけんじぎょうのじっしとかんけいきかんれんけいにより、らいふすて
ーじべつのけんこうづくりしさくをきょうかします。 
 
きほんしさく２ こどもとこそだてせだいにやさしいかんきょうせいび 
げんじょうやかだい 
こども・わかものは、まちのかつりょくをうみだすうえでかかせないそんざいであるととも
に、ほんしのつぎのひゃくねんをささえるじゅうようなにないてでもあります。しかし、ほ
んしのしゅっしょうすう、ごうけいとくしゅしゅっしょうりつ、じどうじんこうはいずれも
げんしょうけいこうにあります。 
こそだてかんきょうやこども・わかものをとりまくじょうきょうはきゅうそくにへんかし
ています。そのけっか、こどものひんこんやぎゃくたい、やんぐけあらー、ふとうこう、ひ
きこもりなど、こども・わかものにかかわるふくしかだいはふくざつか・ふくごうかし、ど
うじにたようかしています。 
ふくしぶんやのこべつけいかくであるこおりやましこども・わかものけいかくとのせいご
うせいをはかりつつ、すべてのこども・わかものがうまれそだったかんきょうにさゆうされ
ることなく、すこやかなせいちょうをしゃかいぜんたいでささえあうかんきょうせいびに
けいぞくしてとりくむことがひつようです。 
 
しみんのこえ 
70 だいいじょうじょせい 
こどもしょくどうがみぢかにあるとすこし、きょうりょくしたいとおもいます。 
50 だいだんせい 
しゅっさん、いくじ、がくしゅう、きょういく、そしてそのかんきょうかいぜんにもっとも
っとちからをそそぐべき。 
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各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○子育てに関する情報収集に努めます。
○地域、行政、事業者が主催する子育て

活動へ積極的に参加します。

○地域活動について広報し、参加を促
し、社会的なつながりを深めます。

○子育て中の保護者が孤立しないよう、
声がけや情報交換の場作りに努めます。

○地域で子育てを支える担い手として、
サポーターなどの活動に参画します。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○施設を地域へ開放するなど地域との
関わりをより深めます。

○教育・保育施設等関係機関との情報
交換や連携を強化します。

○こども・若者、親世代に伝わりやす
い方法で、子育て、こども・若者支
援に関する情報を発信します。

○こども・若者がすこやかに成長する
ための多様な遊びや体験、活躍でき
る機会を確保・提供します。

○多様化する福祉ニーズへの対応と充
実のため、支援内容や体制整備、人
材の確保について関係機関と継続的
な検討機会を設けます。

基本施策（３）保健・医療・福祉分野の充実と連携強化

現状や課題

高齢化率の上昇や高齢者単身世帯の増加、ライフスタイルの多様化により、市民の
医療ニーズが増加、多様化していることから、保健・医療・福祉分野のさらなる連携
強化が必要とされています。

本市において、高齢化率は、平成17（2005）と令和７（2025）年を比較すると、11.1
ポイント上昇しており、高齢化が急速に進行しています。また、アンケート調査では、日
常生活で手伝ってほしいこととして「病院への通院」を挙げた人が10人に１人に上りました。

こうした状況を踏まえ、医療・福祉の専門性と地域の力を結びつけた支援体制の一
層の強化が求められています。

53 ぺーじ 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
こそだてにかんするじょうほうしゅうしゅうにつとめます。 
ちいき、ぎょうせい、じぎょうしゃがしゅさいするこそだてかつどうへせっきょくてきにさ
んかします。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
ちいきかつどうについてこうほうし、さんかをうながし、しゃかいてきなつながりをふかめ
ます。 
こそだてちゅうのほごしゃがこりつしないよう、こえがけやじょうほうこうかんのばづく
りにつとめます。 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
しせつをちいきへかいほうするなどちいきとのかかわりをよりふかめます。 
きょういく、ほいくしせつとうかんけいきかんとのじょうほうこうかんやれんけいをきょ
うかします。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
こども・わかもの、おやせだいに伝わりやすいほうほうで、こそだて、こども・わかものし 
えんにかんするじょうほうをはっしんします。 
こども・わかものがすこやかにせいちょうするためのたようなあそびやたいけん、かつやく
できるきかいをかくほ、ていきょうします。 
 
きほんしさく３ ほけん、いりょう、ふくしぶんやのじゅうじつとれんけいきょうか 
げんじょうやかだい 
こうれいかりつのじょうしょうやこうれいしゃたんしんせたいのぞうか、らいふすたいる
のたようかにより、しみんのいりょうにーずがぞうか、たようかしていることから、ほけん、
いりょう、ふくしぶんやのさらなるれんけいきょうかがひつようとされています。 
ほんしにおいて、こうれいかりつは、へいせい 17 とれいわ７ねんをひかくすると、11.1 ぽ
いんとじょうしょうしており、こうれいかがきゅうそくにしんこうしています。 
こうしたじょうきょうをふまえ、いりょう・ふくしのせんもんせいちいきのちからをむすび
つけたしえんたいせいのいっそうのきょうかがもとめられています。 
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市民の声

休日の医療機関が少ないと思いますので、もう少し多くして欲しい。
　（70 代以上女性）

病院の送迎だったり、福祉が充実することを願っています。（70 代以上女性）

各主体の取組内容

自助（市民の役割） 互助（地域の役割）

○医療制度、救急医療の役割への理解を
深め、適切な受診に努めます。

○心身の不調を感じた際には、一人で抱
え込まず、早期に専門家や相談窓口に
相談します。

○支援サービスを活用しながら、自身が
抱える課題解決に向けた行動を起こし
ます。

○医療制度・救急医療の役割を正しく
理解し、啓発に努めます。

○地域のなかでの助けあい活動や見守
り活動を行います。

共助（事業者の役割） 公助（行政の役割）

○医療を受けやすい職場環境の整備に
努めます。

○保健・医療・福祉に関する情報提供
に努めます。

○休日・夜間急病センターの運営など
救急医療体制を確保します。

○医療相談窓口の周知を図り、相談内
容について、医療機関との連携を図
ります。

54 ぺーじ 
 
しみんのこえ 
70 だいいじょうじょせい 
きゅうじつのいりょうきかんがすくないとおもいますので、もうすこしおおくしてほし
い。 
70 だいいじょうじょせい 
びょういんのそうげいだったり、ふくしがじゅうじつすることをねがっています。 
 
かくしゅたいのとりくみないよう 
じじょ、しみんのやくわり 
いりょうせいど、きゅうきゅういりょうのやくわりへのりかいをふかめ、てきせつなじゅ
しんにつとめます。 
しんしんのふちょうをかんじたさいには、ひとりだきこまず、そうきにせんもんかやそう
だんまどぐちにそうだんします。 
しえんさーびすをかつようしながら、じしんがかかえるかだいかいけつにむけたこうどう
をおこします。 
ごじょ、ちいきのやくわり 
いりょうせいど・きゅうきゅういりょうのやくわりをただしくりかいし、けいはつにつと
めます。 
ちいきのなかでのたすけあいかつどうやみまもりかつどうをおこないます。 
きょうじょ、じぎょうしゃのやくわり 
いりょうをうけやすいしょくばかんきょうのせいびにつとめます。 
ほけん・いりょう・ふくしにかんするじょうほうていきょうにつとめます。 
こうじょ、ぎょうせいのやくわり 
きゅうじつ・やかんきゅうびょうせんたーのうんえいなどきゅうきゅういりょうたいせい
をかくほします。 
いりょうそうだんまどぐちのしゅうちをはかり、そうだんないようについて、いりょうき
かんとのれんけいをはかります。 
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２　関連事業一覧　　
本計画は、郡山市総合計画の保健福祉に関連する分野の部門別計画であることから、

郡山市総合計画の行政計画である第一次実施計画（令和８（2026）年度～令和 11
（2029）年度）の保健福祉分野の事務事業等を関連事業に設定します。

基本目標Ⅰ　誰もが地域の担い手としての役割を持ち、互いに支えあえるまち

No. 担当課 事業名 事業概要 SDGs

１ 保健福祉部
保健福祉総務課 社会福祉大会開催事業

市民の社会福祉に対する理解を深めるとともに、地
域福祉の一層の推進を図るため、市社会福祉大会を
開催します。（３年に１度）

1.3
3.4
10.2

２ 保健福祉部
介護保険課

介護サービス適正実施
指導事業【介護保険】

介護サービスの質の確保・向上や介護サービスの適
正な実施を図るため、介護サービス事業者等へ指導・
支援を行います。

1.3
10.2

３ 保健福祉部
健康長寿課 長寿社会対策推進事業

年齢に捉われず地域において活躍できる高齢者を養
成するとともに、高齢者自身の社会参加を促すこと
で健康寿命の延伸に向けた取組を推進します。また、
今後ますます進展する高齢社会において、全ての世
代が自身の担うべき役割を考える場を提供します。

1.3
4.5
10.2

４ 保健福祉部
健康長寿課 老人クラブ育成事業

高齢者の生きがいづくりのため、多様な社会参加活
動を通じて高齢期の生活を充実して送れるよう、地
域奉仕活動や健康づくり活動などの、老人クラブ活
動を支援します。

1.3
10.2

５
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

配食サービス活用事業
【介護保険】

食事管理が困難な高齢者の栄養改善及び安否の確認
を行うため、配食サービスを行います。

1.3
2.2
3.8
10.2

６
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

ひとり暮らし高齢者等
緊急通報システム事業

心身に支障のあるひとり暮らし高齢者等の在宅生活
での不安感解消と事故発生を防止するため、緊急時
に緊急通報受信センターと連絡できる機器等の貸与
を行います。

1.3
3.8
10.2

７ こども部
保育課

私立保育園運営費
補助事業

認可外保育施設に入所している乳幼児の良好な保育
環境を確保するため、特定非営利活動法人郡山市私
立保育園連絡協議会に対して助成を行います。

4.2

８ こども部
保育課

私立幼稚園運営費
補助事業

私立幼稚園に運営費を補助し、教育環境の向上や保
護者の負担軽減を図るとともに、幼児教育の振興を
図ります。

4.2

９ こども部
保育課

私立幼稚園教職員
研修費補助事業

私立幼稚園の教職員研修を実施している郡山市私立
幼稚園 ･ 認定こども園連合会に対して、研修会に要
する経費の一部を補助します。

4.2

10 こども部
こども総務企画課

青少年健全育成
推進協議会補助事業

地区協議会（34 地区）に対する活動費補助、健全
育成推進大会の開催等を行います。 4.1

55 ぺーじ 
２ かんれんじぎょういちらん 
ほんけいかくは、こおりやましそうごうけいかくのほけんふくしにかんれんするぶんやの
ぶもんべつけいかくであることから、こおりやましそうごうけいかくのぎょうせいけいか
くであるだいいちじじっしけいかくのほけんふくしぶんやのじむじぎょうとうをかんれん
じぎょうにせっていします。 
 
きほんもくひょうⅠ だれもがちいきのにないてとしてのやくわりをもち、たがいにささ
えあえるまち 
 
１ しゃかいふくしたいかいかいさいじぎょう 
２ かいごさーびすてきせいじっししどうじぎょう 
３ ちょうじゅしゃかいたいさくすいしんじぎょう 
４ ろうじんくらぶいくせいじぎょう 
５ はいしょくさーびすかつようじぎょう 
６ ひとりぐらしこうれいしゃとうきんきゅうつうほうしすてむじぎょう 
７ しりつほいくえんうんえいひほじょじぎょう 
８ しりつようちえんうんえいひほじょじぎょう 
９ しりつようちえんきょうしょくいんけんしゅうひほじょじぎょう 
10 せいしょうねんけんぜんいくせいすいしんきょうぎかいほじょじぎょう 
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No. 担当課 事業名 事業概要 SDGs

11
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

地域集会所補助事業 地域活動の拠点となる集会所に対して、整備費等の
一部を助成します。

13.1
13.17

12
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

町内会活動促進事業

住民自治組織の健全な育成と連携強化を図るため、
郡山市自治会連合会に対し運営費を助成します。町
内会加入を促進するため、2020 年 10 月２日に締
結した協定に基づき、町内会、不動産団体及び市が
連携を図ります。

17.17

13
市民部
ダイバーシティ
推進課

人権啓発活動推進事業

お互いを認め合い、すべての市民の人権が尊重され、
守られる社会づくりを推進するため、人権擁護思想
の普及を目指します。
また、犯罪被害者等の支援に係る施策の実施や福島
県パートナーシップ制度における「福島県パート
ナーシップ届出書受理証明書」交付に伴う本市で
の利用可能行政サービスの集約及び周知等を行いま
す。
●犯罪被害者等支援条例の施行に伴う情報共有・連

携強化、広報・啓発実施

5.1
10.2
10.3
11.7
16.b

14
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

町内会長等と市長との
懇談会事業

市民の意見を広く市政に反映させ、協働のまちづく
りを推進するため、町内会長や各種団体等の代表者
と市長との懇談会を開催します。実施内容は、町内
会の活動事例の発表、意見交換、市政情報の発信を
行います。

17.17

15
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

シルバーハウジング
生活援助員派遣事業

【介護保険】

在宅福祉サービスの充実を図るため、高齢者世話付
き住宅入居者に対して生活援助員を派遣し、生活指
導や安否確認を行います。

1.3
3.8
10.2

16
教育委員会
教育総務部
生涯学習課

明るいまちづくり事業

地域の連帯意識を醸成するため、花いっぱい運動の
推進や危険箇所の啓発を実施している、明るいまち
づくり推進委員会協議会に対する運営費補助を行い
ます。

17.17

17 こども部
こども総務企画課 青少年団体育成事業 郡山市子ども会育成連絡協議会をはじめ青少年団体

に対する事業活動費補助を行います。 4.1

18 保健福祉部
介護保険課

地域密着型サービス拠点
整備補助事業

地域における高齢者支援のためのサービスの拠点と
なる小規模多機能型居宅介護事業所、定期巡回・随
時対応型訪問介護看護事業所等の整備に要する費用
の補助を行います。

1.3
10.2
11.7

19 保健福祉部
保健福祉総務課

援護法関係団体
育成事業

戦没者遺族とその家族の福祉向上を図るため、市遺
族会の運営に対して支援を行います。

1.3
10.2
17.17

20 保健福祉部
保健福祉総務課 保護司会補助事業 犯罪・非行の防止、犯罪を犯した者の更生保護を図

るため、保護司会の運営に対して支援を行います。
1.3
10.2

56 ぺーじ 
11 ちいきしゅうかいじょほじょじぎょう 
12 ちょうないかいかつどうそくしんじぎょう 
13 じんけんけいはつかつどうすいしんじぎょう 
14 ちょうないかいちょうとうとしちょうとのこんだんかいじぎょう 
15 しるばーはうじんぐせいかつえんじょいんはけんじぎょう 
16 あかるいまちづくりじぎょう 
17 こどもそうむきかくかせいしょうねんだんたいいくせいじぎょう 
18 ちいきみっちゃくがたさーびすきょてんせいびほじょじぎょう 
19 えんごほうかんけいだんたいいくせいじぎょう 
20 ほごしかいほじょじぎょう 
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21 保健福祉部
保健福祉総務課

民生児童委員協議会
連合会育成事業

地域福祉の向上を図るため、民生・児童委員の活動
及び研修等に対して支援を行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

22 保健福祉部
保健福祉総務課 福祉のまちづくり事業

地域福祉の充実を図るため、各地区の社会福祉協議
会が実施する在宅福祉サービス事業に対する支援を
行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

23 保健福祉部
保健福祉総務課

（福）郡山市社会福祉
協議会補助事業

地域福祉の充実を図るため、社会福祉協議会の本部
運営等に要する経費に対する支援を行います。

1.3
3.2
3.4
3.5
10.2
16.2

24 こども部
保育課

特定教育・保育施設等
補助事業

認定こども園、保育所等の研修費等（第三者評価受
審、職場内研修、業務効率化推進、子ども見守り支
援、性被害防止対策）の一部を補助することにより、
安定した保育所の運営を図ります。

4.2

25 こども部
こども総務企画課

郡山地区更生保護
女性会活動支援事業

青少年の非行防止や犯罪の予防、犯罪者の改善更生
等、健全育成を図るための活動に対して、活動費の
一部を助成します。

4.1

26
市民部
ダイバーシティ
推進課

男女共同参画推進事業

市民一人ひとりが男女共同参画に対する理解を深め
るために学習機会の充実を図るとともに、啓発活動
や情報提供を行い、家庭や学校、地域、職場等にお
いて、市、市民、事業者が一体となって取り組み、「男
女共同参画のまち郡山」の実現を目指します。

5.1
5.4
5.5
5.b
5.c

27
市民部
セ ー フ コ ミ ュ ニ
ティ課

交通安全活動事業

交通事故をなくすため、セーフコミュニティ活動を
推進し、交通安全教室、市民大会等を実施するとと
もに、交通安全活動団体の活動を支援します。また、
高齢者の運転免許証の自主返納を促し、高齢運転者
が原因となる交通事故の防止を図ります。

3.6
11.2

28 保健福祉部
障がい福祉課

障がい者福祉団体
育成事業

障がい者の福祉向上を図るため、障がい者の社会参
加の推進等に取り組む団体に対して支援を行いま
す。

1.3
10.2
17.17

29 こども部
保育課

認可保育所等
整備補助事業

保育環境の向上のため、計画的に民間認可保育所等
の設置を図ります。 4.2

57 ぺーじ 
21 みんせいじどういいんきょうぎかいれんごうかいいくせいじぎょう 
22 ほけんふくしそうむかふくしのまちづくりじぎょう 
23 こおりやまししゃかいふくしきょうぎかいほじょじぎょう 
24 とくていきょういく・ほいくしせつとうほじょじぎょう 
25 こおりやまちくこうせいほごじょせいかいかつどうしえんじぎょう 
26 だんじょきょうどうさんかくすいしんじぎょう 
27 こうつうあんぜんかつどうじぎょう 
28 しょうがいしゃふくしだんたいいくせいじぎょう 
29 にんかほいくしょとうせいびほじょじぎょう 
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30
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

認知症高齢者家族
支援事業【介護保険】

認知症などにより、外出したまま行方不明となる可
能性がある高齢者等の安全を確保するため、家族に
対し、高齢者等が外出した際の所在が確認できる位
置情報探索機器の貸し出しや、緊急連絡先等が確認
できるＱＲコードの配付を行います。また、関係機
関と構築したＳＯＳ見守りネットワークの充実強化
を図り、行方不明高齢者が発生した場合の早期発見
につなげます。

1.3
3.8
10.2

31 こども部
保育課

認可外保育施設
支援事業

認可外保育施設への絵本配布や事業所内保育施設へ
の遊具購入費の一部補助により、保育環境の充実や、
入所児童の健やかな成長及び発達を支援します。
また、巡回支援指導の実施や安全対策への補助によ
り、保育の質の向上を図ります。

4.2

32 保健福祉部
保健福祉総務課

避難行動要支援者避難
支援体制管理事業

高齢者や障がい者等の災害時の安全確保を図るた
め、避難支援体制の管理を行います。なお、令和７
年及び令和８年は個別避難計画の作成集中推進期間
と位置づけ、積極的に取組を推進する。

1.3
1.5
11.5

33
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

協働のまちづくり
推進事業

「第三次郡山市協働推進基本計画」に基づく施策と
して、市民活動サポートセンターにおいて、町内会
やＮＰＯ法人等の市民活動を行う個人や団体等の支
援を行います。また、市民活動団体への活動費補助、
市民活動団体等の表彰など、協働に関わる人材育成
や支援により、市民協働のまちづくりを推進します。
●地域コミュニティへの訪問

17.17

34
市民部
セ ー フ コ ミ ュ ニ
ティ課

郡山市防犯まちづくり
推進事業

「けがや事故は、原因を究明することで予防するこ
とができる」というセーフコミュニティの理念のも
と、犯罪防止に対する意識の啓発を行い、市、市民、
事業者等が協働して、安全・安心なまちづくりを進
めます。

16.1
16.2
17.17

35 こども部
こども総務企画課 街頭補導活動事業 青少年の非行防止と健全な環境づくりのため、街頭

補導活動や環境浄化活動等を行います。 4.1

36 こども部
保育課

保育士・保育所
支援センター事業

保育士等の保育人材を安定的に確保するため、潜在
保育士の掘り起こしや就労相談、再就職支援研修会、
保育人材確保に係る補助事業を実施するとともに、
保育の質の向上に必要な施策に取り組みます。
●小中学生向け職業体験
●民間合同説明会の開催

4.2

37
市民部
セ ー フ コ ミ ュ ニ
ティ課

セーフコミュニティ
推進事業

セーフコミュニティの考えを基に市民等と協働によ
る安全で安心なまちづくりを推進します。さらに、
企業との連携や対策委員会間の連携、ＳＮＳによる
情報発信等、再認証後の活動や啓発の充実を図りま
す。

3.4
3.6
5.2
11.3
13.1
13.3
16.1
16.2
17.17

58 ぺーじ 
30 にんちしょうこうれいしゃかぞくしえんじぎょう 
31 にんかがいほいくしせつしえんじぎょう 
32 ひなんこうどうようしえんしゃひなんしえんたいせいかんりじぎょう 
33 きょうどうのまちづくりすいしんじぎょう 
34 こおりやましぼうはんまちづくりすいしんじぎょう 
35 こどもそうむきかくかがいとうほどうかつどうじぎょう 
36 ほいくし・ほいくしょしえんせんたーじぎょう 
37 せーふこみゅにてぃすいしんじぎょう 
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38 こども部
保育課

新規参入事業者
巡回支援事業

新規に認可保育所等の運営に参入した事業者を巡回
し、運営等に関する助言や提言、相談等の支援を行
います。

4.2

39
市民部
ダイバーシティ
推進課

多文化共生推進事業

「多言語」及び「やさしい日本語」による生活情報
の提供や在住外国人相談窓口の運営、市国際交流協
会との協働による在住外国人への支援等、効果的な
事業を実施し、多文化共生のまちづくりを推進しま
す。
●日本語教室スタートアップ推進事業

10.2
11.b
17.17

40 保健福祉部
障がい福祉課 社会福祉施設整備事業

障がい福祉の向上を図るため、社会福祉法人等が設
置する社会福祉施設等（障害福祉サービス事業所等）
の施設整備に要する費用の助成を行います。

1.3
10.2
11.7

41 保健福祉部
障がい福祉課

障がい者福祉施設
長寿命化事業

障がい福祉課が所管する障がい者施設３施設につい
て、施設の維持補修により長寿命化を図ります。

1.3
10.2
11.7

42 保健福祉部
介護保険課

介護人材確保育成支援
事業

介護サービス事業所に従事する者や介護サービス事
業の運営者を対象に、職員個々のスキルアップ及び
事業運営者の管理能力の向上につなげるセミナー等
を実施し、介護サービス事業所の環境改善と介護人
材の定着率の向上を図るとともに、介護未経験者が
介護に関する基本的な知識等を身につける「介護に
関する入門的研修」を開催することにより、介護分
野への参入のきっかけをつくり、人材確保を支援し
ます。また、介護資格取得費用の助成を行います。
●介護の担い手マッチングモデル事業

1.3
10.2

43 こども部
こども総務企画課

民間放課後児童クラブ
補助事業

民間事業者への運営費補助により利用料の低減を図
ることで、保護者の選択肢を拡大し、民間放課後児
童クラブとの連携による待機児童の解消を推進しま
す。また、市の運営基準の遵守により児童の安全・
安心を図ります。

4.a

44
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

町内会ＤＸ推進事業

スマートフォンで使用できる連絡ツールアプリケー
ションを活用した実証事業（2022 年～ 2023 年）
の結果を踏まえ、広報こおりやまなど市刊行物情報
を集約した市ウェブサイト「デジタル掲示板」の活
用を広めるとともに、ＤＸに取り組んでいる町内会
やこれから始めたい町内会を対象にフォローアップ
研修会を開催し、事例発表・意見交換を行い、デジ
タル化を推進します。

17.17

45
市民部
ダイバーシティ
推進課

Ｚ世代地域活躍推進事業

若者の活躍に資する取組支援等、Ｚ世代と地域との
連携を促進する効果的な事業を実施し、若者に " 選
ばれるまち郡山 " の実現を目指します。
これからの 100 年プロジェクト
●ＺーＰＲＯ事業統括支援業務
●ＺーＬｉｎｋパートナー制度の創設
●Ｚ世代デジタルプラットフォーム構築事業
●Ｚ―Ｃｒｅｗ制度の創設（Ｚ世代団体応援プロ

ジェクト）

17.15
17.17

59 ぺーじ 
38 しんきさんにゅうじぎょうしゃじゅんかいしえんじぎょう 
39 たぶんかきょうせいすいしんじぎょう 
40 しょうがいふくしかしゃかいふくししせつせいびじぎょう 
41 しょうがいしゃふくししせつちょうじゅみょうかじぎょう 
42 かいごじんざいかくほいくせいしえんじぎょう 
43 みんかんほうかごじどうくらぶほじょじぎょう 
44 ちょうないかいでぃーえっくすすいしんじぎょう 
45 Ｚせだいちいきかつやくすいしんじぎょう 
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46 保健福祉部
障がい福祉課 障がい者相談支援事業

障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、福祉
制度の有効活用等について、相談者のニーズに合わ
せて助言を行います。また、地域における相談支援
の中核的な役割を持つ障がい者基幹相談支援セン
ターを中心に、総合的な相談支援業務や相談支援事
業所への指導・助言、相談支援員の育成等、障がい
者の権利擁護などの業務を行います。

1.3
10.2
17.17

47 保健福祉部
障がい福祉課

コミュニケーション等
支援事業

手話の普及と聴覚障がい者等への理解促進を図ると
ともに、聴覚障がい者への日常生活や社会生活にお
けるコミュニケーション支援として手話通訳者や要
約筆記者の派遣の他、ＩＣＴを活用した遠隔手話
サービス（テレビ電話）を実施します。

1.3
10.2

48 こども部
子育て給付課

ファミリーサポート
センター事業

地域における子育てサポート体制の整備を図るた
め、地域のネットワークの充実を図りながら取り組
み、会員同士の相互援助活動を進めます。

17.17

49
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

包括的支援事業
【介護保険】

介護予防の推進と地域包括ケアの推進を図るため、
直営の基幹型地域包括支援センター及び委託による
地域包括支援センターを設置し、高齢者への総合相
談や介護予防ケアマネジメント等を行います。

1.3
3.8
10.2

50 保健福祉部
障がい福祉課

ふれあいピック大会
開催事業

障がい者（児）の体力の増進と社会参加の促進を図
るため、ふれあいピック（合同運動会）を開催します。

1.3
10.2

51 政策開発部
広聴広報課 ウェブ等情報発信事業

市ウェブサイト及びＳＮＳ等のツールによる市政情
報の効果的な発信に努めるとともに、市ウェブサイ
ト利用者の満足度を高めるため、アクセシビリティ
及びユーザビリティの向上を図ります。
●ＳＮＳ動画（ショート動画の開始）
●ＬＩＮＥ事業（お友達キャンペーンの開始）

16.6
16.10

52 こども部
こども家庭課 児童虐待防止対策事業

地域で子どもを見守るネットワークである、要保護
児童対策地域協議会の構成機関と連携し、児童虐待
の防止・早期発見のための啓発活動や、要支援家庭・
ヤングケアラー家庭に対する家事支援等を実施しま
す。

16.2

53
市民部
市民・ＮＰＯ
活動推進課

ユニバーサルデザイン
推進事業

ＵＤ社会の実現のため、「第三次こおりやまユニバー
サルデザイン推進指針」に基づき、市民、市民活動
団体、事業者及び行政が協働でユニバーサルデザイ
ンの推進を図ります。

11.2
11.7
17.17

54
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

高齢者日常生活支援事業
【介護保険】
※一般会計分も含む

高齢者が住み慣れた地域で安心して在宅生活を継続
するため、おむつ等を購入する費用の一部助成を通
して、日常生活の支援を行います。

1.3
3.8
10.2

55 政策開発部
広聴広報課 こおりやまリサーチ事業

行政サービスのカイゼンのため、市民提案制度をは
じめ、まちづくりネットモニターや市民意見レー
ダー等、様々な手法を通した広聴事業を総合的に展
開します。

16.6
16.7

基本目標Ⅱ　誰もが生活課題を相談でき、安心して暮らせるまち
60 ぺーじ 
きほんもくひょう２ だれもがちいきかだいをそうだんでき、あんしんしてくらせるまち 
46 しょうがいふくしかしょうがいしゃそうだんしえんじぎょう 
47 こみゅにけーしょんとうしえんじぎょう 
48 ふぁみりーさぽーとせんたーじぎょう 
49 ほうかつてきしえんじぎょう 
50 ふれあいぴっくたいかいかいさいじぎょう 
51 うぇぶとうじょうほうはっしんじぎょう 
52 じどうぎゃくたいぼうしたいさくじぎょう 
53 ゆにばーさるでざいんすいしんじぎょう 
54 こうれいしゃにちじょうせいかつしえんじぎょう 
55 こおりやまりさーちじぎょう 
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56 政策開発部
広聴広報課

こおりやまインフォメー
ション事業

広報こおりやま、デジタルサイネージにより、幅広
い市政情報をよりわかりやすく、多様な場所で情報
を入手できる環境の整備充実を図ります。

16.6
16.10

57 政策開発部
広聴広報課 メディア広報事業

市政への理解と関心を高めるため、テレビ、ラジオ、
新聞等のマスメディアを効果的に活用した市政広報
を行います。

16.6
16.10

58 保健福祉部
生活支援課 被保護者就労支援事業

生活支援課に「ハローワークコーナー」を設置し、
本市とハローワークが連携して、生活保護受給者等
に対し、ワンストップ型の就労支援を行います。

1.3
8.5
8.8
10.2

59 保健福祉部
保健福祉総務課 生活困窮者自立支援事業

生活困窮者等、様々な悩みを抱えている方の自立の
促進を図るため、関係機関と連携して支援を行いま
す。

1.3
4.3
8.5
10.2
17.17

60
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

認知症総合支援事業
【介護保険】

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限
り住み慣れた地域のよい環境で暮らし続けられるた
めに、認知症初期集中支援チームの配置・認知症カ
フェの設置などにより認知症の方や家族等への支援
を行います。

1.3
3.8
10.2

61 保健福祉部
障がい福祉課

難聴児補聴器購入費等
助成事業

身体障害者手帳の交付対象とならない軽度・中等度
の難聴児が、言語の獲得やコミュニケーション能力
の向上を図ることができるよう、補聴器購入等費用
の一部を助成します。

1.3
10.2

62
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

生活支援体制整備事業

協議体及び生活支援コーディネーターを配置し、支
えあいによる地域づくりを行うことで、高齢者が住
み慣れた地域で安心して在宅生活を継続していくた
めに必要な多様な生活支援・介護予防サービスを整
備します。

1.3
3.8
10.2

63 保健福祉部
生活支援課

被保護者健康管理支援
事業

生活保護受給者への健康診査実施を推進し、健康問
題のある生活保護受給者に保健指導を行い、重症化
予防及び健康増進を図ります。また、重複服薬防止
や後発医薬品使用促進、頻回受診の解消により医療
費の適正化を図ります。

1.3
3.3
3.4
3.5
10.2

64
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

介護予防・生活支援
サービス事業

【介護保険】

地域の実情に応じて、住民等の多様な主体が参画し、
多様なサービスを充実することで、地域の支え合い
体制づくりを推進し、要支援者等に対する効果的か
つ効率的な支援等を可能とします。

1.3
3.8
10.2

65
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

在宅医療・介護連携
推進事業

【介護保険】

急速な高齢化が進展する中、医療と介護の両方を必
要とする高齢者が、住みなれた地域で自分らしい暮
らしを人生の最後まで続けることができるよう、在
宅医療と介護を一体的に提供するために必要な支援
体制を構築します。

1.3
3.8
10.2
17.17

61 ぺーじ 
56 こおりやまいんふぉめーしょんじぎょう 
57 めでぃあこうほうじぎょう 
58 ひほごしゃしゅうろうしえんじぎょう 
59 せいかつこんきゅうしゃじりつしえんじぎょう 
60 にんちしょうそうごうしえんじぎょう 
61 なんちょうじほちょうきこうにゅうひとうじょせいじぎょう 
62 せいかつしえんたいせいせいびじぎょう 
63 ひほごしゃけんこうかんりしえんじぎょう 
64 かいごよぼう・せいかつしえんさーびすじぎょう 
65 ざいたくいりょう・かいごれんけいすいしんじぎょう 
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66 保健福祉部
保健福祉総務課 福祉まるごと支援事業

家族や地域社会の変化に伴い複雑化・複合化する支
援ニーズを踏まえ、「ダブルケア」や「8050 問題」
などの課題解決を支援するため福祉まるごと相談員
を市内３か所に配置し、多機関の協働による包括的
な相談支援体制の構築を行います。さらに、社会参
加への支援を行います。

1.3
10.2
17.17

67 保健福祉部
障がい福祉課

障がい者地域生活支援
拠点事業

障がい者の重度化、高齢化、親なき後に取り組むた
め、緊急時の相談、対応、日中活動の体験に繋げる
ことができる体制を構築します。

1.3
10.2
17.17

68 保健福祉部
保健福祉総務課

重層的支援体制整備
推進事業

「包括的な相談支援」「参加支援」「地域づくり」を
一体的に実施し、地域共生社会の実現を図ることを
目的とする重層的支援体制整備事業推進に当たり中
核を担う事業として、多分野・多機関に渡る課題の
支援調整を行う多機関協働事業を実施します。また、
地域と協働での包括的支援体制構築のための地域づ
くりや参加支援に取り組みます。

1.3
10.2
17.17

69 保健福祉部
障がい福祉課 医療的ケア児等支援事業

医療的ケア児等の受け入れが促進されるよう、必要
な支援の提供が可能となる体制を整備し、医療的ケ
ア児等とその家族の地域生活支援の向上を図ります。

70
保健福祉部
障がい福祉課 地域障害児支援体制

強化事業

児童発達支援センターの地域における障害児支援の
中核的な役割や機能の強化を図るとともに、地域全
体で障害児に提供する支援の質を高め、障害児の支
援体制の強化を図る。
保育所や児童クラブ等に巡回支援を実施し、障がい
が気になる段階から支援を行うための体制整備を図
り、発達障害児等の支援の充実、家族への支援を行
うとともに、インクルージョンを推進します。

71 こども部
こども総務企画課

子ども・若者育成支援
推進事業

社会生活を円滑に営む上での困難を有する子ども・
若者に対し、教育・福祉・保健・医療・更生保護・
雇用その他の各関連分野における知見を総合して、
関係機関との連携により効果的な支援の提供及び支
援策の創出を図ります。

No. 担当課 事業名 事業概要 SDGs

72 保健福祉部
介護保険課

老人福祉施設等整備補助
事業（特別養護老人ホー
ム等建設）

高齢者が地域において生きいきと安心して暮らせる
よう、老人福祉施設等の整備に要する費用の補助を
行います。

1.3
10.2
11.7

73 保健福祉部
健康長寿課

高齢者の生きがいと
健康づくり事業

高齢者が趣味やスポーツを通じて豊かな生活を創造
できるよう、高齢者スポーツ大会や作品展を開催す
るとともに、全国健康福祉祭（ねんりんピック）出
場者に対し激励金を交付します。また、市ウェブサ
イトにおいて地域で活躍する高齢者の紹介や、健康
づくりに役立つ情報を発信します。

1.3
10.2

基本目標Ⅲ　誰もが心身ともに健康で、生きいきと暮らせるまち

62 ぺーじ 
66 ふくしまるごとしえんじぎょう 
67 しょうがいしゃちいきせいかつしえんきょてんじぎょう 
68 じゅうそうてきしえんたいせいせいびすいしんじぎょう 
69 いりょうてきけあじとうしえんじぎょう 
70 ちいきしょうがいじしえんたいせいきょうかじぎょう 
71 こども・わかものいくせいしえんすいしんじぎょう 
 
きほんもくひょう３ だれもがしんしんともにけんこうで、いきいきとくらせるまち 
72 ろうじんふくししせつとうせいびほじょじぎょう 
73 こうれいしゃのいきがいとけんこうづくりじぎょう 
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74
保健福祉部
地域包括ケア
推進課

いきいきデイクラブ事業

在宅高齢者の介護予防、閉じこもり防止、認知症予
防の推進と引きこもりがちな高齢者に社会参加を促
し、健康寿命の延伸を図るため、地域交流センター
等を会場とし、通所（送迎）により教養講座、趣味・
創作活動、日常動作訓練等を行います。

1.3
3.8
10.2

75 保健福祉部
健康長寿課

高齢者にやさしい住まい
づくり助成事業

介護保険の要介護・要支援認定を受けていない高齢
者が、転倒等により要介護・要支援状態になること
を防止するため、自宅への手すりの取り付けや段差
解消等の軽易な住宅改修費用の一部を助成し、セー
フコミュニティの推進を図ります。

1.3
10.2

76 こども部
保育課 延長保育事業

就労形態の多様化により、保育標準時間認定（11
時間）又は保育短時間認定（８時間）を超える就労
に対応する延長保育サービスを実施します。

4.2

77 こども部
保育課 一時預かり事業

【一般型】急な用事や育児負担の軽減など、子育て
家庭の様々なニーズに合せて、保育所及びニコニコ
こども館等で一時的に保育を実施します。

【幼稚園型】幼稚園における教育時間前後の預かり
保育【幼稚園型Ⅰ】及び待機児童対策としての２歳
児の預かり保育【幼稚園型Ⅱ】を実施します。

4.2

78 こども部
保育課 病児・病後児保育事業

病気の治療中又は病気の回復期にある小学６年生ま
での児童を保護者の就労などにより家庭での保育が
困難となる場合に、専用施設において保育士と看護
師が医師と連携を図りながら、一時的にお預かりし
ます。

4.2

79 保健福祉部
保健所健康政策課 救急医療体制確保事業

救急医療体制を維持するため、二次救急医療を担う
救急告示病院等の運営経費の助成を行うとともに、
休日・夜間急病センター及び休日在宅診療当番医制
を運営します。

1.3
3.8
10.2
17.17

80 こども部
こども総務企画課 こどもまつり開催事業

５月５日のこどもの日に、本市の将来を担う子ども
たちの健やかな成長を願い、子どもたちの思い出に
残るイベントを開催します。

4.1

81 こども部
こども総務企画課 青少年の国内交流事業

青少年に様々な交流・体験学習の機会を与えるた
め、姉妹都市である久留米市との親善交流を実施し
ます。（実施時期：２年実施ごとに１年休止）

17.17

82 保健福祉部
健康長寿課

軽費老人ホーム事務費
補助事業

軽費老人ホーム入所者の経済的負担を軽減するた
め、入所者から徴収すべき事務費の一部を免除した
場合に減免額を助成します。

1.3
10.2

83
保健福祉部
保健所
健康づくり課

生活習慣病対策事業

生活習慣病を予防するため、適正な食習慣や運動習
慣の普及の推進、受動喫煙防止対策等を行います。
運動習慣の定着を推進するため、郡山ウォーキング
ガイドやふくしま健民アプリの周知を行い、活用を
促すことで、健康寿命の延伸を図ります。

1.3
3.4
3.a
10.2

84 こども部
こども家庭課 母子保健推進活動事業

安心して子どもを育てることができる環境をつくる
ため、母子保健法に基づく教室の開催や相談事業、
子育て支援アプリ事業等を実施します。

3.1
3.2

63 ぺーじ 
74 いきいきでいくらぶじぎょう 
75 こうれいしゃにやさしいすまいづくりじょせいじぎょう 
76 えんちょうほいくじぎょう 
77 いちじあずかりじぎょう 
78 びょうじ・びょうごじほいくじぎょう 
79 きゅうきゅういりょうたいせいかくほじぎょう 
80 くかこどもまつりかいさいじぎょう 
81 せいしょうねんのこくないこうりゅうじぎょう 
82 けいひろうじんほーむじむひほじょじぎょう 
83 せいかつしゅうかんびょうたいさくじぎょう 
84 ぼしほけんすいしんかつどうじぎょう 
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85 こども部
こども家庭課 母子健康教育事業

市内の中学生を対象に講話や体験を実施し、生徒自
らが心身の健康に関心を持ち、命の大切さ、自分や
他者を大切にすること等を考える機会とし、より良
い将来を生きるための支援を行います。

3.7

86
保健福祉部
保健所
保健・感染症課

特定感染症検査等
対策事業

性感染症のまん延防止を図るため、市民向けの正し
い知識の普及啓発や、ＨＩＶ・梅毒抗体検査、健康
相談及び肝炎ウイルス検査によるウイルス性肝炎の
早期発見・早期治療及び重症化予防を図ります。ま
た、胎児の先天性風しん症候群の発症を防止する風
しんワクチンの接種を効果的に行うため、抗体検査
を実施します。

1.3
3.3
10.2

87 保健福祉部
保健所総務課

保健委員会支援事業
（～Ｒ３保健衛生団体等
活動支援事業）

市民の健康意識の高揚と健康づくりの推進、保健衛
生行政の向上を図るため、地域で保健衛生事業を推
進する郡山市保健委員会の活動を支援し、団体の育
成と連携強化を図ります。

1.3
3.4
10.2
17.17

88 保健福祉部
保健所総務課

（公財）郡山市健康振興
財団運営補助事業

市民の健康管理・増進を図るため、郡山市健康振興
財団に補助金を交付し、健康づくりのための環境整
備を行います。

1.3
3.4
10.2
17.17

89 こども部
子育て給付課

こども総合支援センター
「ニコニコこども館」事
業

「ニコニコこども館」において、子育ての相談、親
子のふれあい、親同士子ども同士の交流を図るため、
様々な事業を実施し、総合的な子育て支援を図りま
す。

4.2

90 こども部
こども家庭課 母子自立支援事業

ひとり親家庭の自立を促進するため、就業に必要な
知識・技能の習得に対する給付金を支給するととも
に、民間賃貸住宅の家賃の支援や養育費取り決め費
用の助成、さらには、学習支援員を派遣し、子ども
の学力向上や基本的な生活習慣の習得を支援します。

1.2
5.b
8.8

91 こども部
こども家庭課 養育支援訪問事業

妊娠期から出産後間もない期間の家事や育児を支援
する「産前・産後ヘルパー派遣事業」（母子手帳交
付後の妊婦及び出産後１年以内の母等が対象）と、
子育てに不安や問題を抱える家庭に助産師等を派遣
する「育児家庭訪問事業」（小学校就学前の児童が
いる家庭が対象）を実施します。※Ｒ６年度から国
の実施要綱変更に伴い「産前・産後ヘルパー派遣事
業」と「育児家庭訪問事業」の要綱を別々に整備。

3.2

92
保健福祉部
保健所
健康づくり課

食育推進事業

市民が「食」に関する知識と「食」を選択する力を
習得し、健全な食生活を実践できるよう、市民へ食
育の周知啓発を図るとともに、関係団体等と連携し
食育を推進します。

1.3
2.1
2.2
3.4
10.2
12.3

93
保健福祉部
保健所
保健・感染症課

精神保健福祉事業
こころの健康の保持増進や精神疾患の早期発見・治
療、正しい知識の普及啓発を図るため、心のサポー
ター養成研修や家族教室等を行います。

1.3
3.4
3.5
10.2

64 ぺーじ 
85 ぼしけんこうきょういくじぎょう 
86 とくていかんせんしょうけんさとうたいさくじぎょう 
87 ほけんいいんかいしえんじぎょう 
88 こおりやまけんこうしんこうざいだんうんえいほじょじぎょう 
89 こどもそうごうしえんせんたー「にこにここどもかん」じぎょう 
90 ぼしじりつしえんじぎょう 
91 よういくしえんほうもんじぎょう 
92 しょくいくすいしんじぎょう 
93 せいしんほけんふくしじぎょう 
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94 市民部
国民健康保険課

国民健康保険特定健康
診査・特定保健指導事業

【国民健康保険】

特定健康診査等第四期実施計画に基づき、40 歳～
74 歳までの国民健康保険加入者に対し特定健康診
査の受診勧奨と特定保健指導利用の周知・啓発を実
施し、特定健康診査受診率及び特定保健指導実施率
向上を目指すとともに生活習慣病の予防・改善と医
療費の削減に努めます。

3.4

95 こども部
保育課

多子世帯保育料軽減事業
（認可外保育施設）

多子世帯の経済的負担の軽減を図るため、１８歳未
満の児童が２人以上いる世帯の第２子以降を対象
に、認可外保育施設の保育料の一部を助成します。

4.2

96
保健福祉部
保健所
健康づくり課

健康増進事業

令和５年度から市内４か所に保健センターを増設
し、地域の実情に応じたさらなる健康の保持増進を
図るため、健康増進法に基づく健康教育、相談等を
実施し、生涯にわたる健康づくりの支援と、健康寿
命の延伸を目指します。また、予防のための周知啓
発を充実させるとともに、早期発見を目的に各種が
ん検診の受診率の向上を図ります。

1.3
3.4
10.2

97
保健福祉部
保健所
保健・感染症課

精神障がい者
相談支援事業

障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、市内
２箇所の相談支援事業所に委託し、精神障がい者及
びその家族の多種多様な相談に対応します。

1.3
3.5
10.2

98

教育委員会
学校教育部
総合教育支援
センター

幼保小連携推進事業
幼児の生活や発達の連続性を踏まえ、就学前後の円
滑な接続を図るため、幼稚園・保育所・保育園・認
定こども園・小学校の連携強化を推進します。

4.2

99
保健福祉部
保健所
保健・感染症課

難病患者等地域支援
対策推進事業

難病患者やその家族の疾病等に対する不安を解消す
るため、相談会や研修会等を行います。

1.3
3.8
10.2

100 こども部
保育課

保育所等保育料無料化・
軽減等事業

子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、認可外
保育所に入所する第一子児童に係る保育料の無料
化・軽減等を実施します。

4.2

101 市民部
国民健康保険課

医療費適正化推進事業
【国民健康保険】

第三期データヘルス計画に基づき、国民健康保険加
入者のレセプトデータ等を活用し、健康状態や健康
課題の分析を行い、疾病予防や健康保持・増進を図
るための各種事業に取り組み、医療費の適正化を推
進します。

3.4
3.5
3.9

102 保健福祉部
保健所健康政策課 医療従事者支援事業

保健師、助産師、看護師をはじめとする医療従事者
の育成及び就労支援について、育成機関及び医療機
関と連携しながら、学生実習等の受入支援を行うと
ともに、就労の現状と課題について情報共有を行い、
潜在看護職等の復職へ向けたきっかけ作り等の支援
を行います。
また、中学生を対象とした体験事業を開催し、次代
を担う医療従事者の人材育成に努めます。

1.3
3.8
8.5
10.2

65 ぺーじ 
94 こくみんけんこうほけんとくていけんこうしんさ・とくていほけんしどうじぎょう 
95 たしせたいほいくりょうけいげんじぎょう 
96 けんこうぞうしんじぎょう 
97 せいしんしょうがいしゃそうだんしえんじぎょう 
98 ようほしょうれんけいすいしんじぎょう 
99 なんびょうかんじゃとうちいきしえんたいさくすいしんじぎょう 
100 ほいくしょとうほいくりょうむりょうか・けいげんとうじぎょう 
101 いりょうひてきせいかすいしんじぎょう 
102 いりょうじゅうじしゃしえんじぎょう 
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103 こども部
こども家庭課 産後ケア事業

妊娠期から切れ目のない子育て支援の充実を図るた
め、産院を退院し心身ともに不安定になりやすい時
期に産後ケア事業（ショートステイ・デイケア・ア
ウトリーチ）を行い母体回復や育児不安の軽減を図
ります。

3.1
3.2

104

保健福祉部
地域包括ケア
推進課

一般介護予防事業
【介護保険】

高齢者自らがより介護予防に関心をもてるよう、親
しみやすく継続して取り組めるような運動を広く周
知するとともに、高齢者を年齢や心身の状況等に
よって分け隔てることなく、住民主体の通いの場を
充実させ、人と人とのつながりを通じて、参加者や
通いの場が継続的に拡大していくような地域づくり
を推進します。

1.3
3.8
10.2

105 こども部
こども家庭課 幼児肥満予防対策事業

幼児期の肥満を予防するため、１歳６か月・３歳児
健診等の機会を通じて正しい食習慣についての知識
の普及啓発を図るとともに個別での相談を実施しま
す。

3.2

106 保健福祉部
障がい福祉課

身体障がい者はり・
きゅう・マッサージ等
施術費助成事業

年齢 75 歳未満で肢体不自由１・２級の身体障害者
手帳所持者に対して、健康の保持、心身の疲労回復
を図るため、はり・きゅう・マッサージ券を交付し
ます。

1.3
10.2

107 こども部
こども家庭課 幼児歯科保健事業

１歳６か月児健診や３歳児健診において、むし歯有
病者率が高い現状にあるため、幼児期のむし歯予防
に向けた各種事業を行います。

3.2

108 保健福祉部
健康長寿課

高齢者健康長寿
サポート事業

高齢者の社会参加の促進や健康の保持・増進、閉じ
こもり解消等の推進のため、70 歳以上の方には、
はり・きゅう・マッサージ、温泉、プール、コンサー
ト等公演、健康づくり事業、75 歳以上の方には併
せて路線バスやタクシーにも利用することのできる
共通利用券を交付します。

1.3
10.2

109
保健福祉部
保健所
健康づくり課

特定歯科保健事業

むし歯率の高い地域に介入することで市全体のむし
歯状況の改善を目指します。主に集団（幼稚園や小
学校）に対するアプローチを行い、高齢期は関係所
属と連携して実施します。

1.3
3.8
10.2

110 保健福祉部
障がい福祉課

児童発達支援利用者
負担無料化事業

第一子が児童発達支援を利用している世帯の保護者
を対象として、育児環境の改善を図るため、市民税
額に応じて利用者負担額を補助します。

1.3
10.2

111 こども部
こども家庭課

子育て世代包括
支援センター事業

妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行う
ため、専門のコーディネーターを配置し、妊産婦及
び乳幼児の健康の保持増進に関する包括的な支援を
行います。

3.1
3.2

112
保健福祉部
保健所
保健・感染症課

自殺対策推進事業

自殺予防を図るため、自殺対策に携わる人材の育成
や自殺予防に関する知識の普及啓発、相談体制の強
化等を継続的に実施するとともに、自殺対策推進庁
内委員会、セーフコミュニティ推進協議会自殺予防
対策委員会との連携により、総合的な自殺対策の推
進を図ります。

1.3
3.4
10.2
17.17

66 ぺーじ 
103 さんごけあじぎょう 
104 いっぱんかいごよぼうじぎょう 
105 ようじひまんよぼうたいさくじぎょう 
106 しんたいしょうがいしゃはり・きゅう・まっさーじとうせじゅつひじょせいじぎょう 
107 こどもかていかようじしかほけんじぎょう 
108 こうれいしゃけんこうちょうじゅさぽーとじぎょう 
109 とくていしかほけんじぎょう 
110 じどうはったつしえんりようしゃふたんむりょうかじぎょう 
111 こそだてせだいほうかつしえんせんたーじぎょう 
112 じさつたいさくすいしんじぎょう 
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113 保健福祉部
保健所健康政策課

ＳＤＧｓ推進全世代
健康都市圏事業

本市に係る医療や健康関連データを分析、活用し
て、部局横断はもとより、関係団体等とも連携して
地域特性に合致した健康づくり施策を推進すること
で、「健康」施策が社会、経済、環境に影響を及ぼ
し、誰もが地域の中で、健康で生きいきと、ともに
支えあいながら暮らせる社会の実現を目指すととも
に、こおりやま広域圏内にも波及的効果を及ぼせる
ように取り組みます。

3.4
3.8
17.17

114 こども部
保育課

医療的ケア児保育支援
事業

保育所等に看護師等を配置し、保育の認定を受けた
医療的ケア児（日常生活を営むために医療を必要と
する状態にある児童）の保育を行ないます。

4.2

115 こども部
こども総務企画課 結婚新生活支援事業

少子化対策の推進を図るため、経済的な理由により
婚姻に踏み切れない男女に対し、結婚に伴う新生活
のスタートアップに係る費用（住居費、引越費用）
について経済的支援を行います。

4.2

116 こども部
こども家庭課 子育て短期支援事業

保護者の仕事や疾病等のため、家庭で子どもを養育
することが一時的に困難となった場合に、施設等で
養育・保護を行います。

16.2

117 保健福祉部
健康長寿課 スマートシニア応援事業

デジタル機器を活用することで、高齢期の生活にお
ける課題解決を図り、賢く、充実した高齢期の生活
を送れるよう支援します。

17.8

118 こども部
こども総務企画課

未来をつむぐ若者
支援事業

若い世代が自らの主体的な選択により、それぞれの
希望に応じたライフプランを描けるよう、プレコン
セプションケアを含めたセミナーを開催します。
●若者世代の描くライフデザイン支援

3.7

119 保健福祉部
保健所健康政策課

新興感染症対策体制
整備事業

新興感染症対策として、感染管理認定看護師を育成
する二次救急輪番病院または当該病院に勤務する看
護師に対して、その就学に要する資金の一部を補助
するとともに、感染対策に関する市との協働や相互
の情報の共有を図るため、市と感染管理認定看護師
のネットワーク会議を開催します。

3.3
4.3
17.17

120 こども部
こども家庭課 妊娠・出産包括支援事業

妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支援
を行うため、各種教室、訪問指導、妊婦のための支
援給付等を実施します。
●遠方出産支援事業の交通費補助対象の拡大

3.1
3.2
3.7

121 こども部
こども総務企画課 子ども食堂支援事業

本市が事務局となり、市内のこども食堂と支援企業
等が「こども食堂ネットワーク」を形成し、こども
食堂の運営等に関する意見交換や情報共有を行うと
ともに、登録しているこども食堂に対し市民や支援
企業等から寄附のあった商品券や食材等を配付する
ほか補助金を交付し、各種活動への支援などを行い
ます。
●補助金化による支援額増と使用使途の柔軟性拡大

3.8

122 こども部
保育課

こども誰でも通園制度
事業

保育所等に通っていないこどもを認定こども園や幼
稚園に通わせることができる「こども誰でも通園制
度」を実施します。

4.2

67 ぺーじ 
113 ＳＤＧｓすいしんぜんせだいけんこうとしけんじぎょう 
114 いりょうてきけあじほいくしえんじぎょう 
115 けっこんしんせいかつしえんじぎょう 
116 こそだてたんきしえんじぎょう 
117 すまーとしにあおうえんじぎょう 
118 みらいをつむぐわかものしえんじぎょう 
119 しんこうかんせんしょうたいさくたいせいせいびじぎょう 
120 にんしん・しゅっさんほうかつしえんじぎょう 
121 こどもしょくどうしえんじぎょう 
122 こどもだれでもつうえんせいどじぎょう 



－ 68－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

第５章

計画の推進

68 ぺーじ 
だいごしょう 
けいかくのすいしん 
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１　横断的取組
社会福祉法において、市町村地域福祉計画には地域における高齢者の福祉、障がい者

の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、共通して取り組むべき事項を定めることとさ
れております。
「第５期郡山市地域福祉計画」では、以下の内容について各分野をまたぐ「横断的取組」

として様々な施策を総合的かつ横断的に推進します。

孤独・孤立対策の推進１

権利擁護と虐待防止の推進２

身寄りのない方への支援の推進３

セーフコミュニティ活動の推進４

非常事態時の支援体制の充実５

ＳＤＧｓの推進６

ＤＸの推進７

重層的支援体制の充実８

69 ぺーじ 
１ おうだんてきとりくみ 
しゃかいふくしほうにおいて、しちょうそんちいきふくしけいかくにはちいきにおけるこ
うれいしゃのふくし、しょうがいしゃのふくし、じどうのふくしそのたのふくしにかんし、
きょうつうしてとりくむべきじこうをさだめることとされております。 
だいごきこおりやましちいきふくしけいかくでは、いかのないようについてかくぶんやを
またぐおうだんてきとりくみとしてさまざまな しさくをそうごうてきかつおうだんてき
にすいしんします。 
 
こどく・こりつたいさくのすいしん 
けんりようごとぎゃくたいぼうしのすいしん 
みよりのないかたへのしえんのすいしん 
せーふこみゅにてぃかつどうのすいしん 
ひじょうじたいじのしえんたいせいのじゅうじつ 
えすでぃーじーずのすいしん 
でぃーえっくすのすいしん 
じゅうそうてきしえんたいせいのじゅうじつ 
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（１）孤独・孤立対策の推進

少子高齢化や核家族化の急速な進行による人や社会とのつながりの希薄化など、時代
の変化に伴う様々な社会的課題に直面しており、「ひきこもり」など特に孤独・孤立に
起因する問題が深刻な社会問題として認識されるようになってきました。また、新型コ
ロナウイルス感染症の拡大による外出自粛などが、孤独・孤立に起因する問題をより一
層深刻化させました。

このような社会情勢の変化を受け、令和６（2024）年４月に「孤独・孤立対策推進法」
が施行され、孤独・孤立の状態にある方への支援等に関する取組について、その基本理
念、国や地方公共団体の責務、施策の基本となる事項等について規定されました。

本計画では、「孤独・孤立対策の推進」を横断的取組として位置づけ、孤独・孤立対
策推進法に基づき、「みんなで育てる支えあいのまち　こおりやま」をスローガンとして、
孤独・孤立対策に関する施策の推進に取り組みます。

【孤独・孤立対策推進法に基づく取組】
①理解の増進（法第９条）

孤独・孤立で悩む方の相談窓口の周知など、必要な啓発活動を行います。

②相談支援（法第 10 条）
属性を問わない相談や制度の狭間にある方の相談を実施する自立支援相談窓口

や福祉まるごと相談窓口において相談対応を行います。また、当該相談窓口へ孤
独・孤立対策に関する情報の提供などを行います。

③協議の促進（法第 11 条）
福島県が設立した「福島県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」に幹事

団体として参加し、関係者相互間の連携と協働の促進を図ります。

④人材の確保（法第 12 条）
研修会の実施などにより、相談窓口相談員の資質の向上を図ります。

⑤地域協議会の設置（法第 15 条）
重層的支援体制整備事業における重層的支援会議の仕組みを活用して地域協議

会を設置し、必要に応じて会議を開催して関係者間の連携及び協働を図り、個々
の当事者等への支援内容について協議を行います。

70 ぺーじ 
こどく・こりつたいさくのすいしん 
しょうしこうれいかやかくかぞくかのきゅうそくなしんこうによるひとやしゃかいとのつ
ながりのきはくかなど、じだいのへんかにともなうさまざまなしゃかいてきかだいにちょ
くめんしており、ひきこもりなどとくにこどく・こりつにきいんするもんだいがしんこくな
しゃかいもんだいとしてにんしきされるようになってきました。また、しんがたころなうい
るすかんせんしょうのかくだいによるがいしゅつじしゅくなどが、こどく・こりつにきいん
するもんだいをよりいっそうしんこくかさせました。 
このようなしゃかいじょうせいのへんかをうけ、れいわ６ねん４がつにこどく・こりつたい
さくすいしんほうがしこうされ、こどく・こりつのじょうたいにあるかたへのしえんとうに
かんするとりくみについて、そのきほんりねん、くにやちほうこうきょうだんたいのせきむ、
しさくのきほんとなるじこうとうについてきていされました。 
ほんけいかくでは、こどく・こりつたいさくのすいしんをおうだんてきとりくみとしていち
づけ、こどく・こりつたいさくすいしんほうにもとづき、みんなでそだてるささえあいのま
ち こおりやまをすろーがんとして、こどく・こりつたいさくにかんするしさくのすいしん
にとりくみます。 
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（２）権利擁護と虐待防止の推進

判断能力が十分ではない方は、悪質商法の被害に遭いやすく、財産管理や契約手続が
困難になるケースも増えています。これらの課題に対応するには、包括的かつ横断的な
支援体制が必要です。

こうした背景の中、成年後見制度は重要な役割を担っています。この制度は、認知症
や知的障がい、精神障がいなどにより判断能力が不十分な方を法的に保護し、本人の意
思を尊重しながら支援する仕組みです。本市では、成年後見制度の利用促進を目的とし
て、市民後見人の養成や活動支援、制度の周知・啓発を進めるとともに、関係機関が連
携するネットワークを強化しています。

また、虐待の未然防止、早期発見・適切な対応、再発防止ができるよう、市民や介護
事業者等に広く周知するとともに、相談・通報体制を整備し、関係機関等と連携しなが
ら、迅速かつ適正に対応します。

本計画においても、「権利擁護と虐待防止の推進」を横断的取組として位置づけます。
成年後見制度をはじめとする権利擁護や虐待防止の対策により、地域全体で支えあう環境
の構築に取り組み、誰もが尊厳をもって安心して暮らせる共生社会の実現を目指します。

【権利擁護支援の取組】
①権利擁護支援の地域連携ネットワークの強化

郡山市成年後見支援センターを中核機関とし、地域連携ネットワークを強化し、
権利擁護支援を推進します。

チーム（本人に身近な親族や福祉・医療・地域の関係者）による本人支援体制
をバックアップするため、権利擁護に関連する既存の協議会等や成年後見制度に
関わる機関・団体等による地域連携ネットワークを強化し、制度の周知・啓発や
相談対応、後見人等候補者の調整、後見人等への支援など、総合的な支援を実施
し、制度の利用推進を図ります。

②成年後見制度の利用促進
成年後見制度の利用促進に向け、中核機関を核とした「広報機能」、「相談機能」、

「成年後見制度利用促進機能」、「後見人支援機能」の４つの機能の充実・強化を
推進します。
ア「広報機能」

　権利擁護に関する理解や関心を深め、成年後見制度の周知・啓発に努めます。
イ「相談機能」

権利擁護支援を必要とする人・関係者などの相談に応じ、適切な支援につな

71 ぺーじ 
けんりようごとぎゃくたいぼうしのすいしん 
はんだんのうりょくがじゅうぶんではないかたは、あくしつしょうほうのひがいにあいや
すく、ざいさんかんりやけいやくてつづきがこんなんになるけーすもふえています。これら
のかだいにたいおうするには、ほうかつてきかつおうだんてきなしえんたいせいがひつよ
うです。 
こうしたはいけいのなか、せいねんこうけんせいどはじゅうようなやくわりをになってい
ます。このせいどは、にんちしょうやちてきしょうがい、せいしんしょうがいなどによりは
んだんのうりょくがふじゅうぶんなかたをほうてきにほごし、ほんにんのいしをそんちょ
うしながらしえんするしくみです。ほんしでは、せいねんこうけんせいどのりようそくしん
をもくてきとして、しみんこうけんにんのようせいやかつどうしえん、せいどのしゅうち・
けいはつをすすめるとともに、かんけいきかんがれんけいするねっとわーくをきょうかし
ています。 
また、ぎゃくたいのみぜんぼうし、そうきはっけん・てきせつなたいおう、さいはつぼうし
ができるよう、しみんやかいごじぎょうしゃとうにひろくしゅうちするとともに、そうだ
ん・つうほうたいせいをせいびし、かんけいきかんとうとれんけいしながら、じんそくかつ
てきせいにたいおうします。 
ほんけいかくにおいても、けんりようごとぎゃくたいぼうしのすいしんをおうだんてきと
りくみとしていちづけます。せいねんこうけんせいどをはじめとするけんりようごやぎゃ
くたいぼうしのたいさくにより、ちいきぜんたいでささえあうかんきょうのこうちくにと
りくみ、だれもがそんげんをもってあんしんしてくらせるきょうせいしゃかいのじつげん
をめざします。 
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ぐことができるよう相談体制の充実に努めます。
ウ「成年後見制度利用促進機能」

支援内容や適切な後見人候補者の選任等を検討するほか、市民後見人等の育
成・活動支援に努めます。

エ「後見人支援機能」
親族後見人や市民後見人の後見活動に関する相談対応や本人に身近な関係者

チームへの支援に努めます。

③成年後見制度に関する支援制度
成年後見制度の利用が必要であるにもかかわらず、申立て人等が不在の場合に

おいて、市長申立てによる支援を行います。
また、経済的な理由で成年後見制度が利用できないことが無いよう、収入や資

産等の状況により、後見人等への報酬や市長申立ての際の申立費用について助成
を行います。

【虐待防止対策の取組】
①虐待防止に向けた体制整備の強化

各種連絡会議の合同開催等により、庁内担当部局や警察など関係機関との情報
交換・情報共有を行うなど、虐待の発生予防、早期発見に向けた取組の推進及び
連携の強化を図ります。

②虐待への対応強化
関係機関と連携しながら、虐待を受けている方への必要な支援又は保護を行い

ます。
また、虐待の発生要因や背景等を分析するとともに、虐待を行うに至った養護

者に対する相談、指導又は助言等を行い再発防止に努めます。養護者に該当しな
い者からの虐待等の権利侵害の防止についても、尊厳の保持と安全で安心できる
生活環境等を確保するため、関係部局及び関係機関と連携し、支援に取り組みます。

72 ぺーじ 
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（３）身寄りのない方への支援の推進

核家族化の進行などにより単身世帯が増えており、親族・近隣住民に頼ることが難し
い方が増加しています。その結果、事実上「身寄りのない方（関係性上頼れない場合も
含む）」が増え、今後もこの傾向は続くと予測されます。身寄りのないことにより、「入院・
入所時の身元保証」、「医療行為への同意」、「住まいの確保」、「金銭管理」、「死後事務」など、
生活の様々な場面で困難が生じています。

こうした課題に対応するため、民生委員・児童委員や福祉委員をはじめとする地域の
方々や民間事業者等と連携して見守り活動を推進し、身寄りのない方への早期支援につ
なげることが求められます。

本計画においても、「身寄りのない方への支援の推進」を横断的な取組として位置づけ、
各主体と情報共有・連携を図りながら具体的な支援策の検討を進めます。

（４）セーフコミュニティ活動の推進

セーフコミュニティとは、「けがや事故などは偶然の結果ではなく、原因を究明するこ
とで予防することができる」という基本理念に基づいて、地域全体が協働でけがや事故
の予防活動など、安全・安心の取組を行っている地域のことです。

本市ではより一層の安全と安心に包まれた街づくりを加速させるため、平成 26（2014）
年、ＷＨＯ（世界保健機関）が推奨するセーフコミュニティの国際認証取得を目指して
活動を開始し、平成 30（2018）年２月２日に国内 15 番目、県内では初めてとなる国
際認証を取得しました。

セーフコミュニティ活動の推進によりけがや事故が減少することで、市民の誰もが求
める「安全・安心」の向上や地域住民、関係機関、各種団体と行政が協働することによ
る情報や連帯意識の共有、国際基準による安全・安心の取組を行う自治体としての地域
イメージの向上が期待されます。これらの効果は、本計画の基本理念や基本方針にも通
ずることから、セーフコミュニティ活動を本計画においても推進します。

73 ぺーじ 
みよりのないかたへのしえんのすいしん 
かくかぞくかのしんこうなどによりたんしんせたいがふえており、しんぞく、きんりんじゅ
うみんにたよることがむずかしいかたがぞうかしています。そのけっか、じじつじょうみよ
りのないかたがふえ、こんごもこのけいこうはつづくとよそくされます。みよりのないこと
により、せいかつのさまざまなしめんでこんなんがしょうじています。 
こうしたかだいにたいおうするため、ちいきのかたがたやみんかんじぎょうしゃなどとれ
んけいしてみまもりかつどうをすいしんし、みよりのないかたへのそうきしえんにつなげ
ることがもとめられます。 
ほんけいかくにおいても、みよりのないかたへのしえんのすいしんをおうだんてきなとり
くみとしていちづけ、かくしゅたいとじょうほうきょうゆう・れんけいをはかりながらぐた
いてきなしえんさくのけんとうをすすめます。 
 
せーふこみゅにてぃかつどうのすいしん 
せーふこみゅにてぃとは、けがやじこなどはぐうぜんのけっかではなく、げんいんをきゅう
めいすることでよぼうすることができるというきほんりねんにもとづいて、ちいきぜんた
いがきょうどうでけがやじこのよぼうかつどうなど、あんぜん、あんしんのとりくみをおこ
なっているちいきのことです。 
せーふこみゅにてぃかつどうのすいしんによりけがやじこがげんしょうすることで、しみ
のだれもがもとめるあんぜん、あんしんのこうじょうやちいきじゅうみん、かんけいきかん、
かくしゅだんたいとぎょうせいがきょうどうすることによるじょうほうやれんたいいしき
のきょうゆう、こくさいきじゅんによるあんぜん、あんしんのとりくみをおこなうじちたい
としてのちいきいめーじのこうじょうがきたいされます。これらのこうかは、ほんけいかく
のきほんりねんやきほんほうしんにもつうずることから、せーふこみゅにてぃかつどうを
ほんけいかくにおいてもすいしんします。 
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（５）非常事態時の支援体制の充実

近年、日本では多くの大規模自然災害が発生し、社会に深刻な影響を及ぼしています。
平成 23（2011）年の東日本大震災、令和元（2019）年の令和元年東日本台風、令和
４（2022）年の福島県沖地震など、頻発する自然災害により多くの住民が被災し、生活
基盤を失う状況が続いています。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大（パンデミック）は、社会全体に新たな
課題をもたらしました。パンデミックにおいては、ＤＸ化が加速した一方で、社会的孤
立や離職・休業による経済的な困窮の問題などが顕在化していった時期でもありました。

このような状況を踏まえ、「非常事態時の支援体制の充実」を横断的取組として設定し
ます。自然災害や感染症拡大時においても、要配慮者や外国人を含むすべての住民が迅
速かつ適切な支援を受けられるよう、自然災害・感染症対応に係る支援や関係機関との
連携を図ることにより、非常事態に強い体制づくりに取り組んでいきます。

74 ぺーじ 
ひじょうじたいじのしえんたいせいのじゅうじつ 
きんねん、にほんではおおくのだいきぼしぜんさいがいがはっせいし、しゃかいにしんこく
なえいきょうをおよぼしています。へいせい 23 ねんのひがしにほんだいしんさい、れいわ
がんねんのれいわがんねんひがしにほんたいふう、れいわ４ねんのふくしまけんおきじし
んなど、ひんぱつするしぜんさいがいによりおおくのじゅうみんがひさいし、せいかつきば
んをうしなうじょうきょうがつづいています。 
また、しんがたころなういるすかんせんしょうのかんせんかくだいは、しゃかいぜんたいに
あらたなかだいをもたらしました。ぱんでみっくにおいては、でぃーえっくすかがかそくし
たいっぽうで、しゃかいてきこりつやりしょく・きゅうぎょうによるけいざいてきなこんき
ゅうのもんだいなどがけんざいかしていったじきでもありました。 
このようなじょうきょうをふまえ、ひじょうじたいじのしえんたいせいのじゅうじつをお
うだんてきとりくみとしてせっていします。しぜんさいがいやかんせんしょうかくだいじ
においても、ようはいりょしゃやがいこくじんをふくむすべてのじゅうみんがじんそくか
つてきせつなしえんをうけられるよう、しぜんさいがい・かんせんしょうたいおうにかかる
しえんやかんけいきかんとのれんけいをはかることにより、ひじょうじたいにつよいたい
せいづくりにとりくんでいきます。 
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（６）ＳＤＧｓの推進

ＳＤＧｓとは、持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の略で、
令和12（2030）年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。平成27（2015）
年９月に国連サミットで採択され、「誰ひとり取り残されない」ことを基本理念に掲げて
います。国や自治体でも、この理念を政策や事業に反映した取組が進んでいます。本市は、
令和元（2019）年７月１日、自治体によるＳＤＧｓの達成に向けた優れた取り組みを行
う都市として、「ＳＤＧｓ未来都市」に選ばれています。

このことから、ＳＤＧｓの推進を横断的取組として設定します。福祉の視点から、健
康や福祉、ジェンダー平等、環境保全などの課題に取り組み、誰もが役割を持ち、お互
いが支えあうことで誰ひとり取り残されない持続可能なまちづくりを進めます。

75 ぺーじ 
えすでぃーじーずのすいしん 
えすでぃーじーずとは、じぞくかのうなかいはつもくひょうのりゃくで、れいわ 12 ねんま
でにじぞくかのうでよりよいせかいをめざすこくさいもくひょうです。へいせい 27 ねん９
がつにこくれんさみっとでさいたくされ、だれひとりもとりのこされないことをきほんり
ねんにかかげています。くにやじちたいでも、このりねんをせいさくやじぎょうにはんえい
したとりくみがすすんでいます。ほんしは、れいわがんねん７がつ１にち、じちたいに夜の
えすでぃーじーずたっせいにむけたすぐれたとりくみをおこなうとしとして、えすでぃー
じーずみらいとしにえらばれています。 
このことから、えすでぃーじーずのすいしんをおうだんてきとりくみとしてせっていしま
す。ふくしのしてんから、けんこうやふくし、じぇんだーびょうどう、かんきょうほぜんな
どのかだいにくみ、だれもがやくわりをもち、おたがいがささえあうことでだれひとりもと
りのこされないじぞくかのうなまちづくりをすすめます。 
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（７）ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術の導入と普及によって、
企業や行政の組織運営や活動、社会の仕組み、さらには人々の暮らしなどが根本から変
革することを意味しています。

本市においても、地域住民の利便性向上や業務効率化を目的に、各種行政手続のオン
ライン化をはじめ、業務全般のシステム化や生成ＡＩなどの技術を活用し、福祉行政分
野のＤＸを一層推進します。

（８）重層的支援体制の充実

一体的に策定する「重層的支援体制整備事業実施計画」（78 ～ 90 ページ）において
詳述します。

生成ＡＩを活用した相談業務サポートシステム
　相談内容を自動文字起こしでテキスト化し、生成ＡＩが要約してくれるシス
テムを令和７（2025）年度に導入しました。記録作成に要する時間を削減で
きるだけでなく、音声データとして 100%
記録されるため、これまで職員の記憶や相談
メモに頼って作成していた相談記録の質も向
上しています。
　また、相談内容に応じたガイダンス機能が
表示されるため、職員の経験に左右されない
相談窓口を提供できます。

76 ぺーじ 
７ でぃーえっくすのすいしん 
でぃーえっくすとは、でじたるぎじゅつのどうにゅうとふきゅうによって、きぎょうやぎょ
うせいのそしきうんえいやかつどう、しゃかいのしくみ、さらにはひとびとのくらしなどが
こんぽんからへんかくすることをいみしています。 
ほんしにおいても、ちいきじゅうみんのりべんせいこうじょうやぎょうむこうりつかをも
くてきに、かくしゅぎょうせいてつづきのおんらいんかをはじめ、ぎょうむぜんぱんのしす
てむかやせいせいえいあいなどのぎじゅつをかつようし、ふくしぎょうせいぶんやのでぃ
ーえっくすをいっそうすいしんします。 
 
せいせいえいあいをかつようしたそうだんぎょうむさぽーとしすてむ 
そうだんないようをじどうもじおこしでてきすとかし、せいせいえいあいがようやくして
くれるしすてむをれいわ７ねんどにどうにゅうしました。きろくさくせいにようするじか
んをさくげんできるだけでなく、おんせいでーたとしてひゃくぱーせんときろくされるた
め、これまでしょくいんのきおくやそうだんめもにたよってさくせいしていたそうだんき
ろくのしつもこうじょうしています。 
また、そうだんないようにおうじたがいだんすきのうがひょうじされるため、しょくいんの
けいけんにさゆうされないそうだんまどぐちをていきょうできます。 
 
８ じゅうそうてきしえんたいせいのじゅうじつ 
いったいてきにさくていするじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいか
くにおいてしょうじゅつします。 
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２　郡山市社会福祉協議会との協働による推進
郡山市社会福祉協議会は、地域福祉推進の中心的な役割を担う団体として、地域福祉

の普及・啓発、人材育成、支援事業など、さまざまな事業を展開しています。
また、市内 13 の地域に地区社会福祉協議会を設置しており、そのうちの一つである

郡山地区内にはさらに 26 の支部を組織しています。地域の町内会や民生委員・児童委
員、各種団体の方々が「福祉委員」として、サロン活動や見守り活動など、地域に根ざ
した多様な活動を行っています。

本計画においては、郡山市社会福祉協議会を引き続き地域福祉の重要な担い手として
位置づけるとともに、同協議会が策定する「地域福祉活動計画」と相互に連携を図りな
がら施策を推進します。

３　計画の進行管理・評価方法
本市では、本計画を実効性のある計画とするため、「郡山市総合計画」及び福祉分野

の個別計画における数値目標及び実績を用いることで、各種施策の実施について行政評
価や各個別計画の評価などにより進行管理を行います。

77 ぺーじ 
２ こおりやまかししゃかいふくしきょうぎかいとのきょうどうによるすいしん 
こおりやまかししゃかいふくしきょうぎかいは、ちいきふくしすいしんのちゅうしんてき
なやくわりをになうだんたいとして、ちいきふくしのふきゅう・けいはつ、じんざいいくせ
い、しえんじぎょうなど、さまざまなじぎょうをてんかいしています。 
また、しない 13 のちいきにちくしゃかいふくしきょうぎかいをせっちしており、そのうち
のひとつであるこおりやまちくないにはさらに 26 のしぶをそしきしています。ちいきのち
ょうないかいやみんせいいいん・じどういいん、かくしゅだんたいのかたがたがふくしいい
んとして、さろんかつどうやみまもりかつどうなど、ちいきにねざしたたようなかつどうを
おこなっています。 
ほんけいかくにおいては、こおりやまかししゃかいふくしきょうぎかいをひきつづきちい
きふくしのじゅうようなにないてとしていちづけるとともに、どうきょうぎかいがさくて
いするちいきふくしかつどうけいかくとそうごにれんけいをはかりながらしさくをすいし
んします。 
 
３ けいかくのしんこうかんり・ひょうかほうほう 
ほんしでは、ほんけいかくをじっこうせいのあるけいかくとするため、こおりやましそうご
うけいかくおよびふくしぶんやのこべつけいかくにおけるすうちもくひょうおよびじっせ
きをもちいることで、かくしゅしさくのじっしについてぎょうせいひょうかやかくこべつ
けいかくのひょうかなどによりしんこうかんりをこないます。 
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第６章

重層的支援体制整備事業
実施計画

78 ぺーじ 
だいろくしょう 
じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかく 
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１　背景と目的
社会情勢の変化に伴い、「ダブルケア」や「8050 問題」など単独の支援機関だけで

は対応が困難な複雑化・複合化する生活課題を抱える世帯が増加しています。また、地
域のつながりの希薄化及び家庭や地域で支えあう機能の低下に伴い、課題を抱えながら
も制度の狭間で孤立してしまう社会的孤立の問題が顕在化しています。

さらには、支援終結に至らず支援期間が長期化する傾向にあり、福祉ニーズに対応す
るための支援体制を構築する必要性が高まっています。

令和３（2021）年４月に施行された改正社会福祉法においては、地域共生社会の実
現に向けた包括的な支援体制の整備を推進するための「重層的支援体制整備事業」が創
設されました。

本市では、令和５（2023）年度に移行準備事業を実施、令和６（2024）年度から
事業を開始し、包括的な支援体制の構築を進めていることから、「重層的支援体制の充実」
を横断的取組として位置づけ、地域福祉計画と重層的支援体制整備事業実施計画を一体
的に策定します。

本実施計画の策定により、重層的支援体制整備事業の基本方針や方向性について庁内
の関係所属と外部の支援機関等との認識の共有を図るとともに、事業内容及び事業提供
体制を明示して各関係機関が共通認識のもとで包括的な支援体制の構築を図ります。

２　実施計画の位置づけ
本実施計画は、社会福祉法第 106 条の５の規定に基づき、重層的支援体制整備事業

を適切かつ効果的に実施するため、事業の提供体制に関する事項やその他必要な事項を
定めます。

また、高齢、障がい、こども等、関連する各分野の次に掲げる個別計画との整合を図
ります。

分　野 個別計画名

高　齢 郡山市高齢者福祉計画・郡山市介護保険事業計画

障がい 郡山市障がい者福祉プラン

こども 郡山市こども・若者計画

79 ぺーじ 
１ はいけいともくてき 
しゃかいじょうせいのへんかにともない、たんどくのしえんきかんだけではたいおうがこ
んなんなふくざつか、ふくごうかするせいかつかだいをかかえるせたいがぞうかしていま
す。また、かだいをかかえながらもせいどのはざまでこりつしてしまうしゃかいてきこりつ
のもんだいがけんざいかしており、ふくしにーずにたいおうするためのしえんたいせいを
こうちくするひつようせいがたかまっています。 
れいわ３ねんにせこうされたかいせいしゃかいふくしほうにおいては、じゅうそうてきし
えんたいせいせいびじぎょうがそうせつされました。 
ほんしでは、れいわ５ねんどにいこうじゅんびじぎょうをじっし、れいわ６ねんどからじぎ
ょうをかいしし、ほうかつてきなしえんたいせいのこうちくをすすめていることから、じゅ
うそうてきしえんたいせいのじゅうじつをおうだんてきとりくみとしていちづけ、ちいき
ふくしけいかくとじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかくをいった
いてきにさくていします。 
ほんじっしけいかくのさくていにより、じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうの
きほんほうしんやほうこうせいについてちょうないのかんけいしょぞくとがいぶのしえん
きかんなどとのにんしきのきょうゆうをはかるとともに、じぎょうないようおよびじぎょ
うていきょうたいせいをめいじしてかくかんけいきかんがきょうつうにんしきのもとでほ
うかつてきなしえんたいせいのこうちくをはかります。 
 
２ じっしけいかくのいちづけ 
ほんじっしけいかくは、しゃかいふくしほうだい 106 じょうの５のきていにもとづき、じ
ゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうをてきせつかつこうかてきにじっしするため、
じぎょうのていきょうたいせいにかんするじこうやそのたひつようなじこうをさだめます。 
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３　事業全体の基本方針
●高齢、障がい、こども、生活困窮の各分野における相談支援や地域づくりの既存の事

業の取組を活かす
●市役所庁内と庁外の多岐に渡る支援機関等をマネジメントし、多機関の協働による重

層的な支援体制の構築を図る
●分野を超えて支援機関や地域と連携を図り、「包括的相談支援」、「参加支援」、「地域

づくりに向けた支援」に加え、「継続的な伴走支援」と「多機関協働による支援」の
新しい機能を付加し、これらを一体的に実施する

●住民の多様な生活課題を地域全体で包括的に支え（地域共生社会の実現）、社会的孤
立や複合的課題を抱える住民を早期に発見して支援につなげる（誰一人取り残さない
支援）

郡山市重層的支援体制整備事業実施体系図

本
人
以
外

本
　人 相

　談

包括的相談支援事業　～どの分野の相談も受け止める～
〈分野ごとの相談〉
【高　　齢】◆地域包括支援センター
【障 が い】◆基幹相談支援センター
　　　　　◆相談支援事業所
【こ ど も】◆こども家庭センター
　　　　　◆子育て世代包括支援センター
　　　　　◆保育コンシェルジュ
【生活困窮】◆自立支援相談窓口

〈分野を問わない相談〉
◆福祉まるごと相談窓口

社会資源
として活用

◆は郡山市で実施している事業です。

※参加機関は事例に
　よって柔軟に運用

社会福祉協議会

こども家庭課

地域包括ケア推進課

地域包括支援センター

保健センター障がい者基幹相談支援センター

保健所保健・感染症課

居宅介護支援事業所

医療機関 相談支援事業所

生活支援課

民生児童委員

障がい福祉課

複雑化・複合化した事例全体のマネジメント
重層事業の円滑な実施のための情報交換

支援会議 重層的支援会議本人同意

～支援全体のマネジメント～

地域づくり事業

〈分野ごとの既存の取組み〉
【高　　齢】◆通いの場　◆協議体
　　　　　◆介護予防ボランティア
　　　　　◆生活支援コーディネーター
【障 が い】◆地域活動支援センター
【こ ど も】◆ニコニコこども館
　　　　　◆地域子育て支援センター
【生活困窮】◆こおりやまフードバンク事業

～交流の場や居場所の確保～
参加支援事業

◆参加支援事業
　「にこやかサロン」

～社会との
　つながりづくり～

アウトリーチ等を通じた
継続的支援事業

◆福祉まるごと
　相談窓口

家
庭
訪
問

同
行
支
援

関
係
構
築

情
報
収
集

事
前
調
整

～寄り添った伴走支援～

支援のコーディネート

支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

多機関協働事業

複雑化・複合化
したケース

生成 AI を活用し
た相談業務サポー
トシステムによる
相談体制の整備

80 ぺーじ 
３ じぎょうぜんたいのきほんほうしん 
こうれい、しょうがい、こども、せいかつこんきゅうのかくぶんやにおけるそうだんしえん
やちいきづくりのきそんのじぎょうのとりくみをいかす 
しやくしょちょうないとちょうがいのたきにわたるしえんきかんなどをまねじめんとし、
たきかんのきょうどうによるじゅうそうてきなしえんたいせいのこうちくをはかる 
ぶんやをこえてしえんきかんやちいきとれんけいをはかり、ほうかつてきそうだんしえん、
さんかしえん、ちいきづくりにむけたしえんにくわえ、けいぞくてきなばんそうしえんとた
きかんきょうどうによるしえんのあたらしいきのうをふかし、これらをいったいてきにじ
っしする 
じゅうみんのたようなせいかつかだいをちいきぜんたいでほうかつてきにささえ、しゃか
いてきこりつやふくごうてきかだいをかかえるじゅうみんをそうきにはっけんしてしえん
につなげる。 
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４　事業実施内容及び実施体制
重層的支援体制整備事業における各事業は、社会福祉法第 106 条の４第２項各号にお

いて規定されており、本市では次に掲げる事業を実施します。

（１）包括的相談支援事業

高齢、障がい、こども、生活困窮等の各分野の相談窓口において、属性や世代、相談
内容に関わらず包括的に相談を受け止め、分野外の相談内容も適切に聞き取って、対応
する支援機関につなぎます。

また、受け止めた相談のうち、単独では対応が難しい複雑化・複合化した相談事例に
ついては、他の支援機関と連携を図りながら適切に対応するほか、多機関協働事業につ
なぎます。

《地域包括支援センターの運営》

①高齢者あんしんセンター（地域包括支援センター）

事 業 内 容

介護予防の推進と地域包括ケアの推進を図るため、直営の基幹型地域包括支援セ
ンター及び委託による地域包括支援センターを設置し、高齢者への総合相談や介護
予防ケアマネジメント等を行う。

また、高齢者虐待防止法に基づき、相談や対象者の保護を含めた適切な対応を行
うとともに、虐待防止啓発や関連機関との連絡体制の構築を推進する。

対 象 分 野 高齢

運 営 形 態 直営及び委託

設置箇所数 【直営】基幹型地域包括支援センター：１か所
【委託】高齢者あんしんセンター（地域包括支援センター）：17 か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 地域包括ケア推進課

81 ぺーじ 
４ じぎょうじっしないようおよびじっしたいせい 
じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうにおけるかくじぎょうは、しゃかいふくし
ほうだい 106 じょうの４だい２こうかくごうにおいてきていされており、ほんしではつぎ
にかかげるじぎょうをじっしします。 
その１ ほうかつてきそうだんしえんじぎょう 
こうれい、しょうがい、こども、せいかつこんきゅうなどのかくぶんやのそうだんまどぐち
において、ぞくせいやせだい、そうだんないようにかかわらずほうかつてきにそうだんをう
けとめ、ぶんやがいのそうだんないようもてきせつにききとって、たいおうするしえんきか
んにつなぎます。 
また、うけとめたそうだんのうち、たんどくではたいおうがむずかしいふくざつか・ふくご
うかしたそうだんじれいについては、たのしえんきかんとれんけいをはかりながらてきせ
つにたいおうするほか、たきかんきょうどうじぎょうにつなぎます。 
 
ちいきほうかつしえんせんたーのうんえい 
こうれいしゃあんしんせんたー 
じぎょうないよう かいごよぼうのすいしんとちいきほうかつけあのすいしんをはかるた
め、ちょくえいのきかんがたちいきほうかつしえんせんたーおよびいたくによるちいきほ
うかつしえんせんたーをせっちし、こうれいしゃへのそうごうそうだんやかいごよぼうけ
あまねじめんとなどをおこなう。 
また、こうれいしゃぎゃくたいぼうしほうにもとづき、そうだんやたいしょうしゃのほごを
ふくめ たてきせつなたいおうをおこなうとともに、ぎゃくたいぼうしけいはつやかんれん
きかんとのれんらくたいせいのこうちくをすいしんする。 
たいしょうぶんや こうれい 
うんえいけいたい ちょくえいおよびいたく 
せっちかしょすう ちょくえい きかんがたちいきほうかつしえんせんたー １かしょ 
いたく こうれいしゃあんしんせんたー 17 かしょ 
せっちけいたい きほんがた 
たんとうか ちいきほうかつけあすいしんか 
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《相談支援事業》

②基幹相談支援センター、相談支援事業所

事 業 内 容

障がい者の自立と社会参加の促進を図るため、福祉制度の有効活用等について、
相談者のニーズに合わせて助言を行う。

また、地域における相談支援の中核的な役割を持つ障がい者基幹相談支援セン
ターを中心に、総合的な相談支援業務や相談支援事業所への指導・助言、相談支援
員の育成等、障がい者の権利擁護などの業務を行う。

対 象 分 野 障がい

運 営 形 態 委託

設置箇所数 基幹相談支援センター：１か所
相談支援事業所：７か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 障がい福祉課、保健所保健・感染症課

《利用者支援事業》

③保育コンシェルジュ

事 業 内 容

専門の研修を受けた「保育コンシェルジュ」が、保育資源・保育サービスの情報
提供や育児相談を受けるとともに、利用者と施設のマッチングを行うほか、入所待
機中の保護者へ状況確認や相談に応じるなど、子育て家庭の施設利用に対する支援
を行う。

対 象 分 野 こども

運 営 形 態 直営

設置箇所数 １か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 保育課

④子育て世代包括支援センター（ニコニコサポート窓口）

事 業 内 容 妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援を行うため、専門のコーディネー
ターを配置し、妊産婦及び乳幼児の健康の保持増進に関する包括的な支援を行う。

対 象 分 野 こども

運 営 形 態 直営

設置箇所数 ５か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 こども家庭課

82 ぺーじ 
そうだんしえんじぎょう 
きかんそうだんしえんせんたー、そうだんしえんじぎょうしょ 
じぎょうないよう しょうがいしゃのじりつとしゃかいさんかのそくしんをはかるため、
ふくしせいどのゆうこうかつようなどについて、じょげんをおこなう。また、ちいきにおけ
るそうだんしえんのちゅうかくてきなやくわりをもつしょうがいしゃきかんそうだんしえ
んせんたーをちゅうしんに、そうごうてきなそうだんしえんぎょうむやそうだんしえんじ
ぎょうしょへのしどう、じょげん、そうだんしえんいんのいくせいなど、しょうがいしゃの
けんりようごなどのぎょうむをおこなう。 
たいしょうぶんや しょうがい 
うんえいけいたい いたく 
せっちかしょすう きかんそうだんしえんせんたー １かしょ 
そうだんしえんじぎょうしょ ７かしょ 
せっちけいたい きほんがた 
たんとうか しょうがいふくしか、ほけんじょほけん・かんせんしょうか 
 
りようしゃしえんじぎょう 
ほいくこんしぇるじゅ 
じぎょうないよう ほいくこんしぇるじゅが、ほいくしげん・ほいくさーびすのじょうほう
ていきょうやいくじそうだんをうけるとともに、りようしゃとしせつのまっちんぐをおこ
なうほか、にゅうしょたいきちゅうのほごしゃへじょうきょうかくにんやそうだんにおう
じるなど、こそだてかていのしせつりようにたいするしえんをおこなう。 
たいしょうぶんや こども うんえいけいたい ちょくえい せっちかしょすう １かし
ょ せっちけいたい きほんがた たんとうか ほいくか 
 
こそだてせだいほうかつしえんせんたー 
じぎょうないよう にんしんきからこそだてきまでのきれめのないしえんをおこなうため、
せんもんのこーでぃねーたーをはいちし、にんさんぷおよびにゅうようじのけんこうのほ
じぞうしんにかんするほうかつてきなしえんをおこなう。 
たいしょうぶんや こども うんえいけいたい ちょくえい せっちかしょすう ５かし
ょ せっちけいたい きほんがた たんとうか こどもかていか 
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⑤こども家庭センター

事 業 内 容

児童とその家族の福祉の向上を図るため、児童及び妊産婦の福祉に関し、実情の
把握、情報の提供、相談、調査、指導、関係機関との連絡調整その他の必要な支援
を行う。

また、子育てに悩みを抱える保護者等やこども本人からの相談、ヤングケアラー
の相談等に対して、コミュニケーションツールとして多くの市民が利用しているＬ
ＩＮＥを活用した相談業務を行う。

対 象 分 野 こども

運 営 形 態 直営

設置箇所数 １か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 こども家庭課

《自立相談支援事業》

⑥自立支援相談窓口

事 業 内 容

生活困窮者等様々な悩みを抱えている方の自立の促進を図るため、生活困窮者自
立支援法に基づき自立支援相談窓口において生活と就労に関する支援員を配置した
ワンストップ型相談を行い、住居確保給付金事業や家計改善支援事業の活用、関係
機関への同行支援や就労支援員によるハローワークと連携した就労支援等を実施し
て生活保護に至る前の段階から早期に支援を行うことにより、生活困窮状態からの
早期自立を支援する。多様で複合的な課題を包括的に受け止め、関係機関と連携し
て支援を行う。

対 象 分 野 生活困窮

運 営 形 態 直営及び委託

設置箇所数 １か所

設 置 形 態 基本型

担 当 課 保健福祉総務課

※包括的相談支援事業の設置形態の類型
・基本型…単一の事業の委託を受け支援を実施する形態
・統合型…複数分野における各事業の委託を受け集約して支援を実施する形態
・地域型…地域住民に身近な場所等で相談等に応じる形態

83 ぺーじ 
こどもかていせんたー 
じぎょうないよう じどうとそのかぞくのふくしのこうじょうをはかるため、じどうおよ
びにんさんぷのふくしにかんし、じつじょうのはあく、じょうほうのていきょう、そうだん、
ちょうさ、しどう、かんけいきかんとのれんらくちょうせいそのたひつようなしえんをおこ
なう。また、こそだてになやみをかかえるほごしゃなどやこどもほんにんからのそうだん、
やんぐけあらーのそうだんなどにたいして、こみゅにけーしょんつーるとしておおくのし
みんがりようしているらいんをかつようしたそうだんぎょうむをおこなう。 
たいしょうぶんや こども うんえいけいたい ちょくえい せっちかしょすう １かし
ょ せっちけいたい きほんがた たんとうか こどもかていか 
 
じりつそうだんしえんじぎょう 
じりつしえんそうだんまどぐち 
じぎょうないよう せいかつこんきゅうしゃなどさまざまななやみをかかえているかたの
じりつのそくしんをはかるため、せいかつこんきゅうしゃじりつしえんほうにもとづきじ
りつしえんそうだんまどぐちにおいてせいかつとしゅうろうにかんするしえんいんをはい
ちしたわんすとっぷがたそうだんをおこない、じゅうきょかくほきゅうふきんじぎょうや
かけいかいぜんしえんじぎょうのかつよう、かんけいきかんへのどうこうしえんやしゅう
ろうしえんいんによるはろーわーくとれんけいしたしゅうろうしえんなどをじっししてせ
いかつほごにいたるまえのだんかいからそうきにしえんをおこなうことにより、せいかつ
こんきゅうじょうたいからのそうきじりつをしえんする。たようでふくごうてきなかだい
をほうかつてきにうけとめ、かんけいきかんとれんけいしてしえんをおこなう。 
たいしょうぶんや せいかつこんきゅう うんえいけいたい ちょくえいおよびいたく 
せっちかしょすう １かしょ せっちけいたい きほんがた たんとうか ほけんふくし
そうむか 
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参加支援事業「にこやかサロン」

事 業 内 容

社会的自立を促進することを目的とした気軽に参加できる居場所の提供を行い、
参加者の意向に応じ就労体験など複数の課題メニューから希望するものを選択して
参加できるようにして、前向きな気持ちや社会とのつながりを感じてもらい、自立
へのステップアップ等を図る。

民生・児童委員や町内会関係者などの地域協力者との連絡会を実施し、参加対象
者の把握のほか、事業内容や実施状況について共有・協議し、既存の社会資源の把
握や活用の必要性を検討する。

また、居場所参加から次の目標へ向かう意向がある参加者の各支援機関・支援者
へのつなぎを支援する。

対 象 分 野 すべて

運 営 形 態 委託

設置箇所数 １か所

担 当 課 保健福祉総務課

（２）参加支援事業

様々な理由により社会との関係性が希薄化しており、社会参加に向けた支援が必要な
方について、本人が地域や社会との関わり方を選択し、自らの役割を見出すために多様
な接点を確保するとともに、本人のニーズと地域資源との間の調整を行い、社会とのつ
ながりを作るための支援を行います。

84 ぺーじ 
２ さんかしえんじぎょう 
さまざまななじゆうによりしゃかいとのかんけいせいがきはくかしており、しゃかいさん
かにむけたしえんがひつようなかたについて、ほんにんがちいきやしゃかいとのかかわり
かたをせんたくし、みずからのやくわりをみいだすためにたようなせってんをかくほする
とともに、ほんにんのニーズとちいきしげんとのあいだのちょうせいをおこない、しゃかい
とのつながりをつくるためのしえんをおこないます。 
 
さんかしえんじぎょう にこやかさろん 
じぎょうないよう しゃかいてきじりつをそくしんすることをもくてきとしたきがるにさ
んかできるいばしょのていきょうをおこない、さんかしゃのいこうにおうじしゅうろうた
いけんなどふくすうのかだいめにゅーからのぞむものをせんたくしてさんかできるように
して、まえむきなきもちやしゃかいとのつながりをかんじてもらい、じりつへのすてっぷあ
っぷなどをはかる。 
みんせい・じどういいんやちょうないかいかんけいしゃなどのちいききょうりょくしゃと
のれんらくかいをじっしし、さんかたいしょうしゃのはあくのほか、じぎょうないようやじ
っしじょうきょうについてきょうゆう・きょうぎし、きそんのしゃかいしげんのはあくやか
つようのひつようせいをけんとうする。また、いばしょさんかからつぎのもくひょうへむか
ういこうがあるさんかしゃのかくしえんきかん・しえんしゃへのつなぎをしえんする。 
たいしょうぶんや すべて うんえいけいたい いたく せっちかしょすう １かしょ 
たんとうか ほけんふくしそうむか 
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①地域介護予防活動支援事業

事 業 内 容

高齢者自らがより介護予防に関心をもてるよう、親しみやすく継続して取り組め
るような運動を広く周知するとともに、高齢者を年齢や心身の状況等によって分け
隔てることなく、住民主体の通いの場を充実させ、人と人とのつながりを通じて、
参加者や通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを推進する。（介護予
防ボランティア育成研修の実施、通いの場の活動支援事業）

対 象 分 野 高齢

運 営 形 態 直営

設置箇所数 －

担 当 課 地域包括ケア推進課

②生活支援体制整備事業

事 業 内 容

生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能を果
たす生活支援コーディネーターの配置や、生活支援等サービスの提供主体等が参画
する定期的な情報共有及び連携強化の場としての協議体を設置し実施することで、
多様な主体による多様なサービスの提供体制を構築し、高齢者を支える地域の支え
合いの体制づくりを推進する。

対 象 分 野 高齢

運 営 形 態 委託

設置箇所数 １か所

担 当 課 地域包括ケア推進課

（３）地域づくり事業

高齢、障がい、こども、生活困窮等の各分野における既存の事業を活用しながら、世
代や属性を超えた地域における交流の場や居場所を確保し、住民同士のケア・支えあう
関係性を育むほか、他事業と相まって地域における社会的孤立の発生や深刻化の防止を
目指します。

③地域活動支援センター機能強化事業

事 業 内 容 障がい者に対して、創作活動、生産活動の機会の提供、社会との交流の促進等の
事業を行う地域活動支援センターの充実を図る。

対 象 分 野 障がい

運 営 形 態 委託

設置箇所数 ８か所

担 当 課 障がい福祉課、保健所保健・感染症課

85 ぺーじ 
３ ちいきづくりじぎょう 
かくぶんやにおけるきそんのじぎょうをかつようしながら、じゅうみんどうしのけあ、ささ
えあうかんけいせいをはぐくむほか、たじぎょうとあいまってちいきにおけるしゃかいて
きこりつのはっせいやしんこくかのぼうしをめざします。 
 
ちいきかいごよぼうかつどうしえんじぎょう 
じぎょうないよう こうれいしゃみずからがよりかいごよぼうにかんしんをもてるよう、
けいぞくしてとりくめるようなうんどうをひろくしゅうちするとともに、こうれいしゃを
ねんれいやしんしんのじょうきょうなどによってわけへだてることなく、さんかしゃやつ
どいのばがけいぞくてきにかくたいしていくようなちいきづくりをすいしんする。 
たいしょうぶんや こうれい うんえいけいたい ちょくえい たんとうか ちいきほう
かつけあすいしんか 
 
せいかつしえんたいせいせいびじぎょう 
じぎょうないよう せいかつしえんこーでぃねーたーのはいちや、せいかつしえんなどさ
ーびすのていきょうしゅたいなどがさんかくするていきてきなじょうほうきょうゆうおよ
びれんけいきょうかのばとしてのきょうぎたいをせっちしじっしすることで、たようなし
ゅたいによるたようなさーびすのていきょうたいせいをこうちくし、こうれいしゃをささ
えるちいきのささえあいのたいせいづくりをすいしんする。 
たいしょうぶんや こうれい うんえいけいたい いたく せっちかしょすう １かしょ
たんとうか ちいきほうかつけあすいしんか 

 
ちいきかつどうしえんせんたーきのうきょうかじぎょう 
じぎょうないよう 
しょうがいしゃにたいして、せいさんかつどうとうのきかいのていきょう、しゃかいとのこ
うりゅうのそくしんなどのじぎょうをおこなうちいきかつどうしえんせんたーのじゅう
じつをはかる。 

たいしょうぶんや しょうがい うんえいけいたい いたく せっちかしょすう ８かし
ょ たんとうか しょうがいふくしか、ほけんじょほけん・かんせんしょうか 
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《地域子育て支援拠点事業》

④こども総合支援センター「ニコニコこども館」事業

事 業 内 容 「ニコニコこども館」において、子育ての相談、親子のふれあい、親同士こども
同士の交流を図るため、様々な事業を実施し、総合的な子育て支援を図る。

対 象 分 野 こども

運 営 形 態 委託

設置箇所数 １か所

担 当 課 子育て給付課

⑤地域子育て支援センター事業

事 業 内 容 地域子育て支援センターにおいて子育てに関する相談を受けることにより、子育
ての不安感の軽減や、親子のふれあいや情報交換を図る。

対 象 分 野 こども

運 営 形 態 指定管理

設置箇所数 ４か所

担 当 課 子育て給付課

⑥生活困窮者支援等のための地域づくり事業（こおりやまフードバンク事業）

事 業 内 容

理解を得られやすい身近な取組として、生活困窮者等に十分な食料品を提供でき
るよう、関係団体や個人に対してフードバンクの仕組みや必要性、食料品提供につ
いて広く周知するなど、行政・事業者・地域住民参画により、安定的で持続可能な
フードバンク活動が展開できるような取組を実施することにより、理解の醸成と地
域密着型の食料支援体制の確立を目指す。

食料品支援の相談・提供は相談支援機関からを基本とすることで、一時の対処的
な支援ではなく継続的な支援を担保する。

対 象 分 野 生活困窮

運 営 形 態 委託

設置箇所数 １か所

担 当 課 保健福祉総務課

86 ぺーじ 
ちいきこそだてしえんきょてんじぎょう 
こどもそうごうしえんせんたーにこにこどもかんじぎょう 
じぎょうないよう にこにこどもかんにおいて、こそだてのそうだん、おやこのふれあい、
おやどうしこどもどうしのこうりゅうをはかるため、さまざまなじぎょうをじっしし、そう
ごうてきなこそだてしえんをはかる。 
たいしょうぶんや こども うんえいけいたい いたく せっちかしょすう １かしょ 
たんとうか こそだてきゅうふか 
 
ちいきこそだてしえんせんたーじぎょう 
じぎょうないよう ちいきこそだてしえんせんたーにおいてこそだてにかんするそうだん
をうけることにより、こそだてのふあんかんのけいげんや、おやこのふれあいやじょうほう
こうかんをはかる。たいしょうぶんや こども うんえいけいたい していかんり せっ
ちかしょすう ４かしょ たんとうか こそだてきゅうふか 
 
せいかつこんきゅうしゃしえんなどのためのちいきづくりじぎょう 
じぎょうないよう りかいをえられやすいみぢかなとりくみとして、せいかつこんきゅう
しゃなどにじゅうぶんなしょくりょうひんをていきょうできるよう、かんけいだんたいや
こじんにたいしてふーどばんくのしくみやひつようせい、しょくりょうひんていきょうに
ついてひろくしゅうちするなど、ぎょうせい、じぎょうしゃ・ちいきじゅうみんさんかくに
より、あんていてきでじぞくかのうなふーどばんくかつどうがてんかいできるようなとり
くみをじっしすることにより、りかいのじょうせいとちいきみっちゃくがたのしょくりょ
うしえんたいせいのかくりつをめざす。しょくりょうひんしえんのそうだん・ていきょうは
そうだんしえんきかんからをきほんとすることで、いちじのたいしょてきなしえんではな
くけいぞくてきなしえんをたんぽする。 
たいしょうぶんや せいかつこんきゅう うんえいけいたい いたく 
せっちかしょすう １かしょ たんとうか ほけんふくしそうむか 
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（４）アウトリーチ等を通じた継続的支援事業

長期にわたりひきこもりの状態にある方や制度の狭間にある方など、自ら支援につな
がることが難しい方に支援を届けるため、相談者一人ひとりに寄り添った伴走支援を行
い、関係性の構築を図ります。また、支援機関からの情報収集や積極的なアウトリーチ
により、潜在的な相談者の把握に努めます。

福祉まるごと支援事業「福祉まるごと相談窓口」

事 業 内 容

地域社会の変化に伴い複雑化する支援ニーズを踏まえ、「ダブルケア」や「8050
問題」など一つの相談支援機関だけでは対応困難な複雑化・複合化する課題に直面
し、継続的な支援を必要とする世帯が抱える複合的かつ多様な生活課題を「丸ごと」
受け止め、相談者一人ひとりの相談内容に合わせて様々な関係機関をつなぎながら、
世帯等に寄り添った伴走支援を行う相談窓口を配置し、包括的な相談支援体制の構
築を行う。

また、支援機関からの情報収集や積極的なアウトリーチにより、窓口に足を運べ
ない潜在的な相談者への支援や関係構築を行う。

対 象 分 野 すべて

運 営 形 態 委託

設置箇所数 ３か所

担 当 課 保健福祉総務課

87 ぺーじ 
４ あうとりーちなどをつうじたけいぞくてきしえんじぎょう 
ちょうきにわたりひきこもりのじょうたいにあるかたやせいどのはざまにあるかたなど、
みずからしえんにつながることがむずかしいかたにしえんをとどけるため、そうだんしゃ
ひとりひとりにによりそったばんそうしえんをおこない、かんけいせいのこうちくをはか
ります。また、しえんきかんからのじょうほうしゅうしゅうやせっきょくてきなあうとりー
ちにより、せんざいてきなそうだんしゃのはあくにつとめます。 
 
ふくしまるごとしえんじぎょうふくしまるごとそうだんまどぐち 
じぎょうないよう 
ちいきしゃかいのへんかにともないふくざつかするしえんニーズをふまえ、だぶるけあや
はちまるごーまるもんだいなどひとつのそうだんしえんきかんだけではたいおうこんなん
なふくざつか・ふくごうかするかだいにちょくめんし、けいぞくてきなしえんをひつようと
するせたいがかかえるふくごうてきかつたようなせいかつかだいをまるごとうけとめ、そ
うだんしゃひとりひとりのそうだんないようにあわせてさまざまなかんけいきかんをつな
ぎながら、せたいなどにによりそったばんそうしえんをおこなうそうだんまどぐちをはい
ちし、ほうかつてきなそうだんしえんたいせいのこうちくをおこなう。 
また、しえんきかんからのじょうほうしゅうしゅうやせっきょくてきなあうとりーちによ
り、まどぐちにあしをはこべないせんざいてきなそうだんしゃへのしえんやかんけいこう
ちくをおこなう。 
たいしょうぶんや すべて うんえいけいたい  いたく せっちかしょすう３かしょ 
たんとうか ほけんふくしそうむか 
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多機関協働事業

事 業 内 容

単独の支援機関では対応が難しい複雑化・複合化した課題を抱える事例に関して、
支援会議や重層的支援会議の開催による情報共有、相談支援機関の役割分担の調整
や支援の方向性を整理したプランの作成、定期的な進捗管理や関係機関のコーディ
ネートを行い、支援全体のマネジメントを実施する。

対 象 分 野 すべて

運 営 形 態 委託

設置箇所数 １か所

担 当 課 保健福祉総務課

（５）多機関協働事業

単独では対応が難しい複雑化・複合化した相談事例について、支援全体のマネジメン
トを行い、課題の解きほぐしや関係機関間の役割分担を図り、各支援機関が円滑な連携
のもとで支援できるようコーディネートを行います。

【 多機関協働事業における支援の流れ 】

各支援機関の役割分担や支援の方向性を整理したプランを作成
定期的な進捗管理や関係機関のコーディネート

複雑化・複合化した事例全体のマネジメント

複雑化
複合化
ケース

本人同意

支援会議

関
係
性
構
築

→

支
援
方
針
検
討

→

ア
セ
ス
メ
ン
ト

重層的支援会議

支
援
プ
ラ
ン
評
価

→

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

→

支
援
実
施

→

支
援
プ
ラ
ン
作
成

→

ア
セ
ス
メ
ン
ト

※支援機関は例示であり、事例により柔軟に運用

社会福祉協議会

こども家庭課

地域包括ケア推進課

地域包括支援センター

保健センター障がい者基幹相談支援センター

保健所保健・感染症課

居宅介護支援事業所

医療機関 相談支援事業所

生活支援課

民生児童委員

障がい福祉課

複雑化・複合化した事例全体のマネジメント
重層事業の円滑な実施のための情報交換

88 ぺーじ 
５ たきかんきょうどうじぎょう 
たんどくではたいおうがむずかしいふくざつか・ふくごうかしたそうだんじれいについて、
しえんぜんたいのまねじめんとをおこない、かだいのときほぐしやかんけいきかんかんの
やくわりぶんたんをはかり、かくしえんきかんがえんかつなれんけいのもとでしえんでき
るようこーでぃねーとをおこないます。 
 
たきかんきょうどうじぎょう 
じぎょうないよう たんどくのしえんきかんではたいおうがむずかしいふくざつか・ふく
ごうかしたかだいをかかえるじれいにかんして、しえんかいぎやじゅうそうてきしえんか
いぎのかいさいによるじょうほうきょうゆう、そうだんしえんきかんのやくわりぶんたん
のちょうせいやしえんのほうこうせいをせいりしたぷらんのさくせい、ていきてきなしん
ちょくかんりやかんけいきかんのこーでぃねーとをおこない、しえんぜんたいのまねじめ
んとをじっしする。 
たいしょうぶんや すべて うんえいけいたい いたく せっちかしょすう １かしょ 
たんとうか ほけんふくしそうむか 
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５　支援会議及び重層的支援会議の実施方法
複雑化・複合化した福祉ニーズに対応する包括的な支援体制の構築を図るため、郡山

市多機関協働事業等実施要綱に基づき、支援会議及び重層的支援会議を開催します。

（１）支援会議

位 置 付 け

社会福祉法第 106 条の６の規定に基づく会議であり、会議の構成員に対し守秘
義務を設けることで、支援機関等の情報共有や役割分担が進まない複雑化・複合化
した課題を抱える事例及び予防的・早期の支援が必要にも関わらず体制整備が進ま
ない事例について、本人の同意が無くとも情報共有等を可能とし、地域における必
要な支援体制の検討を円滑にする。本人同意後は、重層的支援会議に移行する。

役 割
・気になる事案の情報提供、情報共有
・見守りと支援方針の理解
・必要な支援体制に関する検討

開 催 時 期 事例に応じて随時開催

位 置 付 け

重層的支援体制整備事業の中で規定される会議であり、多機関協働事業において
開催する。包括的相談支援事業等において把握した単独では対応が難しい複雑化・
複合化した相談事例のうち、情報共有に係る本人同意を得た事例に関して、各支援
機関の役割分担や支援の方向性を定めたプランを作成して会議に諮り、支援の方向
性の共有や適切性の協議等を行う。

役 割

・プランの適切性の協議
・支援提供者によるプランの共有
・プラン終結時等の評価
・社会資源の充足状況の把握と開発にむけた検討

開 催 時 期 事例に応じて随時開催

（２）重層的支援会議

89 ぺーじ 
５ しえんかいぎおよびじゅうそうてきしえんかいぎのじっしほうほう 
ふくざつか・ふくごうかしたふくしニーズにたいおうするほうかつてきなしえんたいせい
のこうちくをはかるため、こおりやましきかんきょうどうじぎょうなどじっしようこうに
もとづき、しえんかいぎおよびじゅうそうてきしえんかいぎをかいさいします。 
 
１ しえんかいぎ 
いちづけ かいぎのこうせいいんにたいししゅひぎむをもうけることで、しえんきかんな
どのじょうほうきょうゆうややくわりぶんたんがすすまないふくざつか、ふくごうかした
かだいをかかえるじれいおよびよぼうてき、そうきのしえんがひつようにもかかわらずた
いせいせいびがすすまないじれいについて、ほんにんのどういがなくともじょうほうきょ
うゆうなどをかのうとし、ちいきにおけるひつようなしえんたいせいのけんとうをえんか
つにする。 
やくわり 
きになるじあんのじょうほうていきょう、じょうほうきょうゆう、みまもりとしえんほうし
んのりかい、ひつようなしえんたいせいにかんするけんとう 
かいさいじき じれいにおうじ、ずいじかいさい 
 
２ じゅうそうてきしえんかいぎ 
いちづけ 
たきかんきょうどうじぎょうにおいてかいさいする。ほうかつてきそうだんしえんじぎょ
うなどにおいて、たんどくではたいおうがむずかしいふくざつか、ふくごうかしたそうだん
じれいのうち、じょうほうきょうゆうにかかるほんにんどういをえたじれいにかんして、か
くしえんきかんのやくわりぶんたんやしえんのほうこうせいをさだめたぷらんをさくせい
してかいぎにはかり、しえんのほうこうせいのきょうゆうやてきせつせいのきょうぎなど
をおこなう。 
やくわり 
ぷらんのてきせつせいのきょうぎ、しえんていきょうしゃによるぷらんのきょうゆう、ぷら
んしゅうけつじなどのひょうか、しゃかいしげんのじゅうそくじょうきょうのはあくとか
いはつにむけたけんとう 
かいさいじき じれいにおうじ、ずいじかいさい 
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庁 内

　市民税課、収納課、市民・ＮＰＯ活動推進課、ダイバーシティ推進課、国民健康
保険課、セーフコミュニティ課、保健福祉総務課、生活支援課、障がい福祉課、健
康長寿課、地域包括ケア推進課、介護保険課、保健所保健・感染症課、こども総務
企画課、子育て給付課、こども家庭課、保育課、産業雇用政策課、住宅政策課、学
校管理課、学校教育推進課、総合教育支援センター、営業課

関係機関等

　郡山市社会福祉協議会、地域包括支援センター、郡山市障がい者基幹相談支援セ
ンター、生活困窮者自立支援相談機関、就労準備支援事業実施機関、ひきこもり相
談支援機関、介護関係機関、障がい者相談支援関係機関、就労支援関係機関、住宅
関係機関、教育関係機関、民生・児童委員

そ の 他 市関係機関、その他関係機関及び関係者で会長（保健福祉総務課長）が指名する者

（３）会議の構成員

支援会議及び重層的支援会議は、次に掲げる関係機関に属する者の中から事例に応じ
て構成員を選定し、開催します。

６　支援関係機関間の連携に係る取組

庁 内

・支援会議及び重層的支援会議の構成員となる所属の課長補佐に「重層的支援体制
整備事業連携推進担当」を発令し、庁内の連携強化を図って包括的な支援体制を
構築し、困難な課題を抱えた世帯の福祉ニーズを捉え、適切な支援につなげる。

・支援会議の仕組みを活用し、重層的支援体制整備事業の実施状況に関し情報共有
を行い、各事業の実施結果及び課題に対して意見を聴取し、各事業の今後の事業
実施体制へ反映させる。

関係機関等

・関係機関主催の会議等において多機関協働の取組の周知や研修会等を開催する。
・支援会議の仕組みを活用し、重層的支援体制整備事業の実施状況に関し情報共有

を行い、各事業の実施結果及び課題に対して意見を聴取し、各事業の今後の事業
実施体制へ反映させる。

90 ぺーじ 
３ かいぎのこうせいいん 
しえんかいぎおよびじゅうそうてきしえんかいぎは、つぎにかかげるかんけいきかんいに
ぞくするもののなかからじれいにしたがいおうじてこうせいいんをせんていし、かいさい
します。 
 
６ しえんかんけいきかんかんのれんけいにかかるとりくみ 
ちょうない 
しえんかいぎおよびじゅうそうてきしえんかいぎのこうせいいんとなるしょぞくのかちょ
うほさにじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうれんけいすいしんたんとうをはつ
れいし、ちょうないのれんけいきょうかをはかってほうかつてきなしえんたいせいをこう
ちくし、こんなんなかだいをかかえたせたいのふくしニーズをとらえ、てきせつなしえんに
つなげる。 
しえんかいぎのしくみをかつようし、じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうのじ
っしじょうきょうにかんしじょうほうきょうゆうをおこない、かくじぎょうのじっしけっ
かおよびかだいにたいしていけんをちょうしゅし、かくじぎょうのこんごのじぎょうじっ
したいせいへはんえいさせる。 
 
かんけいきかんなど 
かんけいきかんしゅさいのかいぎなどにおいてたきかんきょうどうのとりくみのしゅうち
やけんしゅうかいなどをかいさいする。 
しえんかいぎのしくみをかつようし、じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうのじ
っしじょうきょうにかんしじょうほうきょうゆうをおこない、かくじぎょうのじっしけっ
かおよびかだいにたいしていけんをちょうしゅし、かくじぎょうのこんごのじぎょうじっ
したいせいへはんえいさせる。 
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91 ぺーじ 
しりょうへん 
 



－ 92－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

１　郡山市地域福祉計画策定委員会設置要綱
　（設置）
第１条　社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 107 条に基づき、協働により地域

福祉の総合的な推進を図る郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定に当
たり、有識者の意見を聴くために開催する郡山市地域福祉計画策定委員会（以下「委
員会」という。）について必要な事項を定めるものとする。

　（委員会の役割）
第２条　委員会は、次の事項について意見交換を行う。

⑴　計画の策定に関すること。
⑵　計画に係る調査等に関すること。
⑶　その他必要な事項に関すること。

　（委員会の構成）
第３条　委員会の委員は、20 人以内とし、地域福祉について優れた識見を有する者の

うちから市長が依頼する。
２　委員は、次の各号に掲げる者のうちから市長が依頼する。

⑴　学識経験者
⑵　保健福祉及び医療関係者
⑶　地域活動団体等関係者
⑷　公募市民
⑸　その他市長が指名する者

３　委員への依頼期間は１年以内とする。
４　委員会には座長を置き、委員の中から互選により選出する。
　（会議）
第４条　委員会の会議は、市長が招集する。
２　会議は、座長が進行する。
３　座長に事故があるときは、あらかじめ座長の指名する者が会議を進行する。
　（関係者の出席）
第５条　市長は、必要があると認めるときは、委員会の会議に関係者の出席を求め、意

見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　（庶務）
第６条　委員会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　（委任）
第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の開催に関して必要な事項は市長が別に

定める。
　　附　則　（略）

92 ぺーじ 
こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいせっちようこう 
だい１じょう しゃかいふくしほうだい 107 じょうにもとづき、きょうどうによりちいき
ふくしのそうごうてきなすいしんをはかるこおりやましちいきふくしけいかくのさくてい
にあたり、ゆうしきしゃのいけんをきくためにかいさいするこおりやましちいきふくしけ
いかくさくていいいんかいについてひつようなじこうをさだめるものとする。 
だい２じょう いいんかいは、つぎのじこうについていけんこうかんをおこなう。 
だい３じょう いいんかいのいいんは、20 にんいないとし、ちいきふくしについてすぐれ
たしきけんをゆうするもののうちからしちょうがいらいする。 
だい２こう いいんは、つぎのかくごうにかかげるもののうちからしちょうがいらいする。 
だい３こう いいんへのいらいきかんは１ねんいないとする。 
だい４こう いいんかいにはざちょうをおき、いいんのなかからごせんによりせんしゅつ
する。 
だい４じょう いいんかいのかいぎは、しちょうがしょうしゅうする。 
だい２こう かいぎは、ざちょうがしんこうする。 
だい３こう ざちょうにじこがあるときは、あらかじめざちょうのしめいするものがかい
ぎをしんこうする。 
だい５じょう しちょうは、ひつようがあるとみとめるときは、いいんかいのかいぎにかん
けいしゃのしゅっせきをもとめ、いけんをきき、またはしりょうのていしゅつをもとめるこ
とができる。 
だい６じょう いいんかいのしょむは、ほけんふくしぶほけんふくしそうむかにおいてお
こなう。 
だい７じょう このようこうにさだめるもののほか、いいんかいのかいさいにかんしてひ
つようなじこうはしちょうがべつにさだめる。 
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２　郡山市地域福祉計画策定委員会委員名簿
【依頼期間】令和７年７月 17 日から令和８年３月 31 日まで

No. 氏　　名 所属団体等 備　　考

1 阿
あ

　部
べ

　光
みつ

　浩
ひろ 郡山市私立幼稚園・認定こども園連合会　会長

2 遠
えん

　藤
どう

　寿
す

美
み

子
こ 公募委員

3 遠
えん

　藤
どう

　佳
よし

　伸
のぶ 公募委員

4 久
く

保
ぼ

木
き

　優
ゆう

　佳
か 公益社団法人福島県看護協会郡山支部　副支部長　

5 蔵
くら

　品
しな

　利
とし

　江
え 一般社団法人福島県理学療法士会県中支部　副支部長・事務長

6 佐
さ

久
く

間
ま

　順
じゅん

　子
こ 一般社団法人福島県社会福祉士会　理事

7 佐
さ

　野
の

　幸
ゆき

　男
お 郡山公共職業安定所　所長

8 鈴
すず

　木
き

　龍
たつ

　也
や 福島県立あぶくま支援学校　校長

9 鈴
すず

　木
き

　康
やす

　弘
ひろ 社会福祉法人ほっと福祉記念会　理事長

10 隅
すみ

　越
こし

　　　誠
まこと 一般社団法人郡山医師会　副会長

11 瀬
せ

　谷
や

　真
ま

理
り

子
こ 郡山女子大学　教授

12 髙
たか

　橋
はし

　正
まさ

　光
みつ 郡山市民生児童委員協議会連合会　副会長 座　長

13 滝
たき

　田
た 　一

かず
　樹

き 郡山市認可保育所長会　副会長　

14 長
なが

　峯
みね

　栄
えい

　一
いち 郡山市自治会連合会　会計理事

15 細
ほそ

　川
かわ

　賢
かつ

　恵
え 郡山市地域包括支援センター連絡協議会　会長

16 水
みず

　島
しま

　睦
むつ

　子
こ 一般社団法人郡山歯科医師会　理事

17 水
みず

　野
の

　時
とき

　子
こ 公益社団法人福島県栄養士会　常務理事

18 柳
やぎ

　内
うち

　祐
ゆう

　一
いち 社会福祉法人郡山市社会福祉協議会　事務局長 職務代理者

19 若
わか

　松
まつ

　克
かつ

　明
あき 福島県弁護士会郡山支部　

20 渡
わた

　辺
なべ

　久
く

仁
に

子
こ 郡山人権擁護委員協議会　常務委員　

【五十音順・敬称略】

93 ぺーじ 
２ こおりやましちいきふくしけいかくさくていいいんかいいいんめいぼ 
いらいきかん れいわ７ねん７がつ 17 にちかられいわ８ねん３がつ 31 にちまで 
あべ みつひろ こおりやまししりつようちえん・にんていこどもえんれんごうかいかい
ちょう 
えんどう すみこ  こうぼいいん 
えんどう よしのぶ  こうぼいいん 
くぼき ゆうか  こうえきしゃだんほうじんふくしまけんかんごきょうかいこおりやま
しぶ ふくしぶちょう  
くらしな としえ  いっぱんしゃだんほうじんふくしまけんりがくりょうほうしかいけ
んちゅうしぶ ふくしぶちょう・じむちょう 
さくま じゅんこ  いっぱんしゃだんほうじんふくしまけんしゃかいふくくしかい り
じ 
さの ゆきお  こおりやまこうきょうしょくぎょうあんていじょ しょちょう 
すずき たつや  ふくしまけんりつあぶくましえんがっこう こうちょう 
すずき やすひろ  しゃかいふくしほうじんほっとふくしきねんかい りじちょう 
すみこし まこと  いっぱんしゃだんほうじんこおりやまいしかい ふくかいちょう 
せや まりこ  こおりやまじょしだいがく きょうじゅ 
たかはし まさみつ  こおりやましみんせいじどういいんきょうぎかいれんごうかい 
ふくかいちょう 
たきた かずき  こおりやましにんかほいくしょちょうかい ふくかいちょう  
ながみね えいいち  こおりやま しじちかいれんごうかい かいけいりじ 
ほそかわ かつえ  こおりやましちいきほうかつしえんせんたーれんらくきょうぎかい  
かいちょう 

みずしま むつこ  いっぱんしゃだんほうじんこおりやましかいしかい りじ 
みずの ときこ  こうえきしゃだんほうじんふくしまけんえいようしかい じょうむり
じ 
やぎうち ゆういち  しゃかいふくしほうじんこおりやま ししゃかいふくしきょうぎ
かい じむきょくちょう 
わかまつ かつあき  ふくしまけんべんごしかいこおりやましぶ  
わたなべ くにこ  こおりやまじんけんようごいいんきょうぎかい じょうむいいん  
 



－ 94－

目　

次

第
１
章

第
２
章

第
３
章

第
４
章

第
５
章

第
６
章

資
料
編

３　郡山市地域福祉計画策定検討会設置要綱
　（設置）
第１条　社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）第 107 条に基づき、協働により地域

福祉の総合的な推進を図る郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定に当
たり、調査及び検討を行うため、郡山市地域福祉計画策定検討会（以下「検討会」と
いう。）を設置する。

　（所掌事務）
第２条　検討会は、次の各号に掲げる事項を処理する。

⑴　計画の策定に関すること
⑵　関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること
⑶　計画に係る調査等に関すること
⑷　その他必要な事項に関すること

　（組織）
第３条　検討会は、会長、副会長及び会員をもって組織する。
２　会長には保健福祉部次長兼保健福祉総務課長、副会長には保健福祉部次長兼地域包

括ケア推進課長をもって充てる。
３　会員は次に掲げる者をもって充てる。

⑴　別表に掲げる関係各課及び関係機関の職員
⑵　その他会長が指名する者

　（会長等）
第４条　会長は、検討会を代表し、会務を総括する。
２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職

務を代理する。
　（会議）
第５条　検討会の会議は、必要に応じて会長が召集する。
　（関係者の出席）
第６条　会長は、必要があると認めるときは、検討会の会議に関係者の出席を求め、意

見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　（庶務）
第７条　検討会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関して必要な事項は、会長が別

に定める。
　　附　則　（略）

94 ぺーじ 
こおりやましちいきふくしけいかくさくていけんとうかいせっちようこう 
だい１じょう しゃかいふくしほうだい 107 じょうにもとづき、きょうどうによりちいき
ふくしのそうごうてきなすいしんをはかるこおりやましちいきふくしけいかくのさくてい
にあたり、ちょうさおよびけんとうをおこなうため、こおりやましちいきふくしけいかくさ
くていけんとうかいをせっちする。 
だい２じょう けんとうかいは、つぎのかくごうにかかげるじこうをしょりする。 
けいかくのさくていにかんすること かんけいきかんおよびかんけいだんたいとのれんら
くちょうせいにかんすること けいかくにかかるちょうさなどにかんすること そのたひ
つようなじこうにかんすること 
だい３じょう けんとうかいは、かいちょう、ふくかいちょうおよびかいいんをもってそし
きする。 
だい２こう かいちょうにはほけんふくしぶじちょうけんほけんふくしそうむかちょう、
ふくかいちょうにはほけんふくしぶじちょうけんちいきほうかつけあすいしんかちょうを
もってあてる。 
だい３こう かいいんはつぎにかかげるものをもってあてる。 
だい４じょう かいちょうは、けんとうかいをだいひょうし、かいむをそうかつする。 
だい２こう ふくかいちょうは、かいちょうをほさし、かいちょうにじこがあるときまたは
かいちょうがかけたときは、そのしょくむをだいりする。 
だい５じょう けんとうかいのかいぎは、ひつようにおうじてかいちょうがしょうしゅう
する。 
だい６じょう かいちょうは、ひつようがあるとみとめるときは、けんとうかいのかいぎに
かんけいしゃのしゅっせきをもとめ、いけんをきき、またはしりょうのていしゅつをもとめ
ることができる。 
だい７じょう けんとうかいのしょむは、ほけんふくしぶほけんふくしそうむかにおいて
おこなう。 
だい８じょう このようこうにさだめるもののほか、けんとうかいのうんえいにかんして
ひつようなじこうは、かいちょうがべつにさだめる。 
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４　郡山市地域福祉計画策定作業部会設置要綱
　（設置）
第１条　郡山市地域福祉計画（以下「計画」という。）の策定にあたり必要な事項や施

策の検討及び推進を図るため、郡山市地域福祉計画策定作業部会（以下「部会」とい
う。）を設置する。

　（所掌事務）
第２条　部会は、次の各号に掲げる事項を処理する。

⑴　計画内容の検討及び計画案の作成に関すること
⑵　計画策定に係る調査及び研究等に関すること
⑶　関係機関及び関係団体との連絡調整に関すること
⑷　その他必要な事項に関すること

総 務 部 総務法務課長、防災危機管理課長

政 策 開 発 部 未来創造課長、広聴広報課長

財 務 部 財政課長

市 民 部 市民・ＮＰＯ活動推進課長、ダイバーシティ推進課長、セーフコミュ
ニティ課長

文化スポーツ観光部 文化振興課長、スポーツ振興課長

環 境 部 環境政策課長

保 健 福 祉 部
保健福祉総務課長、生活支援課長、障がい福祉課長、健康長寿課長、
地域包括ケア推進課長、介護保険課長、保健所総務課長、保健所
健康政策課長、保健所保健・感染症課長、保健所健康づくり課長

こ ど も 部 こども総務企画課長、子育て給付課長、こども家庭課長、保育課長

農 商 工 部 農業政策課長、産業雇用政策課長

建 設 構 想 部 道路計画課長、住宅政策課長

都 市 構 想 部 都市政策課長

教 育 総 務 部 総務課長、生涯学習課長

学 校 教 育 部 学校管理課長、学校教育推進課長、総合教育支援センター所長

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会

別表（第３条関係）

95 ぺーじ 
４ こおりやましちいきふくしけいかくさくていさぎょうぶかいせっちようこう 
だい１じょう こおりやましちいきふくしけいかくのさくていにあたりひつようなじこう
やしさくのけんとうおよびすいしんをはかるため、こおりやましちいきふくしけいかくさ
くていさぎょうぶかいをせっちする。 
だい２じょう ぶかいは、つぎのかくごうにかかげるじこうをしょりする。 
けいかくないようのけんとうおよびけいかくあんのさくせいにかんすること 
けいかくさくていにかかるちょうさおよびけんきゅうなどにかんすること 
かんけいきかんおよびかんけいだんたいとのれんらくちょうせいにかんすること 
そのたひつようなじこうにかんすること 
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　（組織）
第３条　部会は、部会長、副部会長及び部会員をもって組織する。
２　部会長は保健福祉総務課長補佐をもって充て、副部会長は保健福祉総務課総務管理

係長をもって充てる。
３　部会員は次に掲げる者をもって充てる。
（1）　別表に掲げる関係各課及び関係機関の担当職員
（2）　その他部会長が指名する者

　（部会長等）
第４条　部会長は、部会を代表し、会務を総括する。
２　副部会長は、部会長を補佐し、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、

その職務を代理する。
　（会議）
第５条　部会の会議は、必要に応じて部会長が召集する。
　（関係者の出席）
第６条　部会長は、必要があると認めるときは、部会の会議に関係者の出席を求め、意

見を聴き、又は資料の提出を求めることができる。
　（庶務）
第７条　部会の庶務は、保健福祉部保健福祉総務課において行う。
　（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか、部会の運営に関して必要な事項は、部会長が別

に定める。
　　附　則
　  　（略）

保 健 福 祉 部
保健福祉総務課、生活支援課、障がい福祉課、健康長寿課、地域
包括ケア推進課、介護保険課、保健所総務課、保健所健康政策課、
保健所保健・感染症課、保健所健康づくり課

こ ど も 部 こども総務企画課、子育て給付課、こども家庭課、保育課

社会福祉法人郡山市社会福祉協議会

別表（第３条関係）

96 ぺーじ 
だい３じょう ぶかいは、ぶかいちょう、ふくぶかいちょうおよびぶかいいんをもってそし
きする。 
２ ぶかいちょうはほけんふくしそうむかちょうほさをもってあて、ふくぶかいちょうは
ほけんふくしそうむかそうむかんりかかりちょうをもってあてる。 
３ ぶかいいんはつぎにかかげるものをもってあてる。 
べっぴょうにかかげるかんけいかくかおよびかんけいきかんのたんとうしょくいん 
そのたぶかいちょうがしめいするもの 

だい４じょう ぶかいちょうは、ぶかいをだいひょうし、かいむをそうかつする。 
２ ふくぶかいちょうは、ぶかいちょうをほさし、ぶかいちょうにじこがあるときまたはぶ
かいちょうがかけたときは、そのしょくむをだいりする。 
だい５じょう ぶかいのかいぎは、ひつようにおうじてぶかいちょうがしょうしゅうする。 
だい６じょう ぶかいちょうは、ひつようがあるとみとめるときは、ぶかいのかいぎにかん
けいしゃのしゅっせきをもとめ、いけんをきき、またはしりょうのていしゅつをもとめるこ
とができる。 
だい７じょう ぶかいのしょむは、ほけんふくしぶほけんふくしそうむかにおいておこな
う。 
だい８じょう このようこうにさだめるもののほか、ぶかいのうんえいにかんしてひつよ
うなじこうは、ぶかいちょうがべつにさだめる。 
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５　関係法令抜粋
（１）社会福祉法
（重層的支援体制整備事業）
第 106 条の４　市町村は、地域生活課題の解決に資する包括的な支援体制を整備する

ため、前条第１項各号に掲げる施策として、厚生労働省令で定めるところにより、重
層的支援体制整備事業を行うことができる。

２　前項の「重層的支援体制整備事業」とは、次に掲げるこの法律に基づく事業及び他
の法律に基づく事業を一体のものとして実施することにより、地域生活課題を抱える
地域住民及びその世帯に対する支援体制並びに地域住民等による地域福祉の推進のた
めに必要な環境を一体的かつ重層的に整備する事業をいう。

（１）　地域生活課題を抱える地域住民及びその家族その他の関係者からの相談に包括
的に応じ、利用可能な福祉サービスに関する情報の提供及び助言、支援関係機関と
の連絡調整並びに高齢者、障害者等に対する虐待の防止及びその早期発見のための
援助その他厚生労働省令で定める便宜の提供を行うため、次に掲げる全ての事業を
一体的に行う事業
イ　介護保険法第 115 条の 45 第２項第１号から第３号までに掲げる事業
ロ　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 77 条第１項

第３号に掲げる事業
ハ　子ども・子育て支援法第 59 条第１号に掲げる事業
ニ　生活困窮者自立支援法第３条第２項各号に掲げる事業

（２）　地域生活課題を抱える地域住民であつて、社会生活を円滑に営む上での困難を
有するものに対し、支援関係機関と民間団体との連携による支援体制の下、活動の
機会の提供、訪問による必要な情報の提供及び助言、現在の住居において日常生活
を営むのに必要な援助その他の社会参加のために必要な便宜の提供として厚生労働
省令で定めるものを行う事業

（３）　地域住民が地域において自立した日常生活を営み、地域社会に参加する機会を
確保するための支援並びに地域生活課題の発生の防止又は解決に係る体制の整備及
び地域住民相互の交流を行う拠点の開設その他厚生労働省令で定める援助を行うた
め、次に掲げる全ての事業を一体的に行う事業
イ　介護保険法第 115 条の 45 第１項第２号に掲げる事業のうち厚生労働大臣が

定めるもの
ロ　介護保険法第 115 条の 45 第２項第５号に掲げる事業
ハ　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 77 条第１項

第９号に掲げる事業
ニ　子ども・子育て支援法第 59 条第９号に掲げる事業

97 ぺーじ 
５ かんけいほうれいばっすい 
しゃかいふくしほう 
だい 106 じょうの４ しちょうそんは、ちいきせいかつかだいのかいけつにしするほうか
つてきなしえんたいせいをせいびするため、ぜんじょうだい１こうかくごうにかかげるし
さくとして、こうせいろうどうしょうれいでさだめるところにより、じゅうそうてきしえん
たいせいせいびじぎょうをおこなうことができる。 
だい２こう ぜんこうのじゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうとは、つぎにかか
げるこのほうりつにもとづくじぎょうおよびたのほうりつにもとづくじぎょうをいったい
のもとしてじっしすることにより、ちいきせいかつかだいをかかえるちいきじゅうみんお
よびそのせたいにたいするしえんたいせいならびにちいきじゅうみんなどによるちいきふ
くしのすいしんのためにひつようなかんきょうをいったいてきかつじゅうそうてきにせい
びするじぎょうをいう。 
ちいきせいかつかだいをかかえるちいきじゅうみんおよびそのかぞくそのたのかんけいし
ゃからのそうだんにほうかつてきにおうじ、りようかのうなふくしさーびすにかんするじ
ょうほうのていきょうおよびじょげん、しえんかんけいきかんとのれんらくちょうせいな
らびにこうれいしゃ、しょうがいしゃなどにたいするぎゃくたいのぼうしおよびそのそう
きはっけんのためのえんじょそのたこうせいろうどうしょうれいでさだめるべんぎのてい
きょうをおこなうため、つぎにかかげるすべてのじぎょうをいったいてきにおこなうじぎ
ょう 
いか、しょうりゃく 
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（４）　地域社会からの孤立が長期にわたる者その他の継続的な支援を必要とする地域
住民及びその世帯に対し、訪問により状況を把握した上で相談に応じ、利用可能な
福祉サービスに関する情報の提供及び助言その他の厚生労働省令で定める便宜の提
供を包括的かつ継続的に行う事業

（５）　複数の支援関係機関相互間の連携による支援を必要とする地域住民及びその世
帯に対し、複数の支援関係機関が、当該地域住民及びその世帯が抱える地域生活課
題を解決するために、相互の有機的な連携の下、その解決に資する支援を一体的か
つ計画的に行う体制を整備する事業

（６）　前号に掲げる事業による支援が必要であると市町村が認める地域住民に対し、
当該地域住民に対する支援の種類及び内容その他の厚生労働省令で定める事項を記
載した計画の作成その他の包括的かつ計画的な支援として厚生労働省令で定めるも
のを行う事業

（重層的支援体制整備事業実施計画）
第 106 条の５　市町村は、重層的支援体制整備事業を実施するときは、第 106 条の３

第２項の指針に則して、重層的支援体制整備事業を適切かつ効果的に実施するため、
重層的支援体制整備事業の提供体制に関する事項その他厚生労働省令で定める事項を
定める計画（以下この条において「重層的支援体制整備事業実施計画」という。）を
策定するよう努めるものとする。

２　市町村は、重層的支援体制整備事業実施計画を策定し、又はこれを変更するときは、
地域住民、支援関係機関その他の関係者の意見を適切に反映するよう努めるものとす
る。

３　重層的支援体制整備事業実施計画は、第 107 条第１項に規定する市町村地域福祉
計画、介護保険法第 117 条第１項に規定する市町村介護保険事業計画、障害者の日
常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第 88 条第１項に規定する市町村
障害福祉計画、子ども・子育て支援法第 61 条第１項に規定する市町村子ども・子育
て支援事業計画その他の法律の規定による計画であつて地域福祉の推進に関する事項
を定めるものと調和が保たれたものでなければならない。

４　市町村は、重層的支援体制整備事業実施計画を策定し、又はこれを変更したときは、
遅滞なく、これを公表するよう努めるものとする。

５　前各項に定めるもののほか、重層的支援体制整備事業実施計画の策定及び変更に関
し必要な事項は、厚生労働省令で定める。

（市町村地域福祉計画）
第 107 条　市町村は、地域福祉の推進に関する事項として次に掲げる事項を一体的に

定める計画（以下「市町村地域福祉計画」という。）を策定するよう努めるものとする。

98 ぺーじ 
だい 106 じょうの５ しちょうそんは、じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうを
じっしするときは、だい 106 じょうの３だい２こうのししんにそくして、じゅうそうてき
しえんたいせいせいびじぎょうをてきせつかつこうかてきにじっしするため、じゅうそう
てきしえんたいせいせいびじぎょうのていきょうたいせいにかんするじこうそのたこうせ
いろうどうしょうれいでさだめるじこうをさだめるけいかくをさくていするようつとめる
ものとする。 
だい２こう しちょうそんは、じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけい
かくをさくていし、またはこれをへんこうするときは、ちいきじゅうみん、しえんかんけい
きかんそのたのかんけいしゃのいけんをてきせつにはんえいするようつとめるものとする。 
だい３こう じゅうそうてきしえんたいせいせいびじぎょうじっしけいかくは、だい 107
じょうだい１こうにきていするしちょうそんちいきふくしけいかく、かいごほけんほうだい
117 じょうだい１こうにきていするしちょうそんかいごほけんじぎょうけいかく、しょうが
いしゃのにちじょうせいかつおよびしゃかいせいかつをそうごうてきにしえんするための
ほうりつだい 88 じょうだい１こうにきていするしちょうそんしょうがいふくしけいかく、
こども・こそだてしえんほうだい 61 じょうだい１こうにきていするしちょうそんこども・
こそだてしえんじぎょうけいかくそのたのほうりつのきていによるけいかくであってちい
きふくしのすいしんにかんするじこうをさだめるものとちょうわがたもたれたものでなけ
ればならない。 
いか、しょうりゃく 
 
だい 107 じょう しちょうそんは、ちいきふくしのすいしんにかんするじこうとしてつぎ
にかかげるじこうをいったいてきにさだめるけいかくをさくていするようつとめるものと
する。 
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（１）　地域における高齢者の福祉、障害者の福祉、児童の福祉その他の福祉に関し、
共通して取り組むべき事項

（２）　地域における福祉サービスの適切な利用の推進に関する事項
（３）　地域における社会福祉を目的とする事業の健全な発達に関する事項
（４）　地域福祉に関する活動への住民の参加の促進に関する事項
（５）　地域生活課題の解決に資する支援が包括的に提供される体制の整備に関する事項

２　市町村は、市町村地域福祉計画を策定し、又は変更しようとするときは、あらかじ
め、地域住民等の意見を反映させるよう努めるとともに、その内容を公表するよう努
めるものとする。

３　市町村は、定期的に、その策定した市町村地域福祉計画について、調査、分析及び
評価を行うよう努めるとともに、必要があると認めるときは、当該市町村地域福祉計
画を変更するものとする。

（市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会）
第 109 条　市町村社会福祉協議会は、一又は同一都道府県内の二以上の市町村の区域

内において次に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする
団体であつて、その区域内における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会
福祉に関する活動を行う者が参加し、かつ、指定都市にあつてはその区域内における
地区社会福祉協議会の過半数及び社会福祉事業又は更生保護事業を経営する者の過半
数が、指定都市以外の市及び町村にあつてはその区域内における社会福祉事業又は更
生保護事業を経営する者の過半数が参加するものとする。

（１）　社会福祉を目的とする事業の企画及び実施
（２）　社会福祉に関する活動への住民の参加のための援助
（３）　社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助成
（４）　前三号に掲げる事業のほか、社会福祉を目的とする事業の健全な発達を図るた

めに必要な事業
２　地区社会福祉協議会は、一又は二以上の区（地方自治法第 252 条の 20 に規定す

る区及び同法第 252 条の 20 の２に規定する総合区をいう。）の区域内において前項
各号に掲げる事業を行うことにより地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であ
つて、その区域内における社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関
する活動を行う者が参加し、かつ、その区域内において社会福祉事業又は更生保護事
業を経営する者の過半数が参加するものとする。

３　市町村社会福祉協議会のうち、指定都市の区域を単位とするものは、第１項各号に
掲げる事業のほか、その区域内における地区社会福祉協議会の相互の連絡及び事業の
調整の事業を行うものとする。

99 ぺーじ 
ちいきにおけるこうれいしゃのふくし、しょうがいしゃのふくし、じどうのふくしそのたの
ふくしにかんし、きょうつうしてとりくむべきじこう 
ちいきにおけるふくしさーびすのてきせつなりようのすいしんにかんするじこう 
ちいきにおけるしゃかいふくしをもくてきとするじぎょうのけんぜんなはったつにかんす
るじこう 
ちいきふくしにかんするかつどうへのじゅうみんのさんかのそくしんにかんするじこう 
ちいきせいかつかだいのかいけつにしするしえんがほうかつてきていきょうされるたいせ
いのせいびにかんするじこう 
だい２こう しちょうそんは、しちょうそんちいきふくしけいかくをさくていし、またはへ
んこうしようとするときは、あらかじめ、ちいきじゅうみんなどのいけんをはんえいさせる
ようつとめることとともに、そのないようをこうひょうするようつとめるものとする。 
いか、しょうりゃく 
 
だい 109 じょう しちょうそんしゃかいふくしきょうぎかいは、いちまたはどういつとど
うふけんないのにいじょうのしちょうそんのくいきないにおいてつぎにかかげるじぎょう
をおこなうことによりちいきふくしのすいしんをはかることをもくてきとするだんたいで
あって、そのくいきないにおけるしゃかいふくしをもくてきとするじぎょうをけいえいす
るものおよびしゃかいふくしにかんするかつどうをおこなうものがさんかし、かつ、してい
としにあってはそのくいきないにおけるちくしゃかいふくしきょうぎかいのかはんすうお
よびしゃかいふくしじぎょうまたはこうせいほごじぎょうをけいえいするもののかはんす
うが、していとしいがいのしおよびちょうそんにあってはそのくいきないにおけるしゃか
いふくしじぎょうまたはこうせいほごじぎょうをけいえいするもののかはんすうがさんか
するものとする。 
いか、しょうりゃく 
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４　市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会は、広域的に事業を実施することに
より効果的な運営が見込まれる場合には、その区域を越えて第一項各号に掲げる事業
を実施することができる。

５　関係行政庁の職員は、市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会の役員となる
ことができる。ただし、役員の総数の五分の一を超えてはならない。

６　市町村社会福祉協議会及び地区社会福祉協議会は、社会福祉を目的とする事業を経
営する者又は社会福祉に関する活動を行う者から参加の申出があつたときは、正当な
理由がないのにこれを拒んではならない。

（２）成年後見制度の利用の促進に関する法律
（市町村の講ずる措置）
第 14 条　市町村は、成年後見制度利用促進基本計画を勘案して、当該市町村の区域に

おける成年後見制度の利用の促進に関する施策についての基本的な計画を定めるよう
努めるとともに、成年後見等実施機関の設立等に係る支援その他の必要な措置を講ず
るよう努めるものとする。

100 ぺーじ 
だい４こう しちょうそんしゃかいふくしきょうぎかいおよびちくしゃかいふくしきょう
ぎかいは、こういきてきにじぎょうをじっしすることによりこうかてきなうんえいがみこ
まれるばあいには、そのくいきをこえてだいいちこうかくごうにかかげるじぎょうをじっ
しすることができる。 
だい５こう かんけいぎょうせいちょうのしょくいんは、しちょうそんしゃかいふくしき
ょうぎかいおよびちくしゃかいふくしきょうぎかいのやくいんとなることができる。ただ
し、やくいんのそうすうのごぶんのいちをこえてはならない。 
だい６こう しちょうそんしゃかいふくしきょうぎかいおよびちくしゃかいふくしきょう
ぎかいは、しゃかいふくしをもくてきとするじぎょうをけいえいするものまたはしゃかい
ふくしにかんするかつどうをおこなうものからさんかのもうしでがあったときは、せいと
うなりゆうがないのにこれをこばんではならない。 
 
せいねんこうけんせいどのりようのそくしんにかんするほうりつ 
だい 14 じょう しちょうそんは、せいねんこうけんせいどりようそくしんきほんけいかく
をかんあんして、とうがいしちょうそんのくいきにおけるせいねんこうけんせいどのりよ
うのそくしんにかんするしさくについてのきほんてきなけいかくをさだめるようつとめる
こととともに、せいねんこうけんなどじっしきかんのせつりつなどにかかるしえんそのた
ひつようなそちをこうずるようつとめるものとする。 
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保健福祉部保健福祉総務課
〒963-8601 郡山市朝日一丁目23番7号
電話024-924-3822 FAX 024-924-2300
E-mail:hokenfukushi@city.koriyama.lg.jp
不二石橋印刷株式会社
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